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日
本
人
の
外
国
語
学
習
の
歴
史
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
近
年
わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
関
心
を
寄
せ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
外国語といえば、近隣の国々の言語ｌ朝鮮語、ロシア語、中国語、タガログ語（ピリピーノ語）その他があるが、目下のわたしの興
味の中心は、東洋系の言語の摂取について究めることではなく、日本人が印欧語族に属するヨーロッパ系の言語とどのように接触し、
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か
ｌ
い
わ
ば
、
日
本
人
の
西
欧
語
学
習
の
起
源
と
沿
革
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わが国におけるヨーロッパ言語の研究は、まずポルトガル語、スペイン語、古典ラテン語などを学ぶことからはじまり、イエズス会
の布教活動時代にピークにたっし、禁教・鎖国時代をへて、幕末まで細々と命脈をたもつのであるが、ポルトガル人やスペイン人が追
い払われた寛永の末（一六四○年代ごろ）から下火となり、代わってオランダ語学の全盛時代が到来し、幕末をむかえる。
い
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
わ
が
国
に
入
っ
て
き
た
西
欧
語
を
歴
史
的
に
概
観
し
、
大
き
く
区
分
す
る
と
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
れ
ら
れ
た
。
日
本
人
が
も
っ
と
も
深
い
交
渉
を
も
っ
た
外
国
語
は
、
漢
語
（
中
国
語
）
で
あ
る
。
つ
い
で
十
六
世
紀
の
半
ば
か
ら
約
百
年
間
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
）
や
古
典
ラ
テ
ン
語
な
ど
と
か
か
わ
り
あ
い
を
も
っ
た
結
果
、
日
本
語
の
な
か
に
も
そ
れ
ら
の
言
葉
が
少
な
か
ら
ず
取
り
入
日
本
洋
学
史
（第一期）ポルトガル語・スペイン語および．……………………・………………………………・十六世紀中ごろから約百年間。
ｌ
日
本
人
と
南
蛮
語
学
宮
永
孝
180（１） 
日本人がポルトガル語をはじめて音声として聞いたのは、いまから約四五○年まえの天文十年ごろに、ポルトガル人がはじめて鹿児
島や府内（現・大分市）にやって来たときであろう。そのとき島民は、ポルトガル語を単に異国のことばぐらいに考えたにちがいなく、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
だ
と
い
っ
て
も
皆
目
な
ん
の
こ
と
か
、
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
天文十三年（一五四四）ごろから、ポルトガル船が主として九州の諸港に来航し、ついで同十八年八月十五日（’五四九・七・’二）、
スペイン生れのイエズス会の僧フランシスコ・ザビエルが中国のジャンクにのって鹿児島にやってくるのである。
ザビエルの来日をもって、わが国にはじめてキリスト教（旧教）が伝わるのだが、その来航に先だっ二年前ｌ天文十六年（一五四
七）の秋、郷里の薩摩を連れの者二名とともに脱出し、マラッカ（マレー半島の西岸）にむかった日本人がいた。かれらの日本藝名ははっ
（１） 
きりしていないが、一人はアンジロー〔またはヤジロー（弥次郎）ともいう〕、あとの一一人は同人の兄弟と召使であった。
本稿で取りあげるのは、おもに十六・七世紀のキリスト教の布教および禁教時代（天文～寛永年間）から幕末あたりまでであり、日
本人がはじめて西欧語にふれ、それらを学んだ経緯と学習の沿革、展開についてである。
日本人がヨーロッパの言語を学ぶにあたって、それを伝え、教えるものがいなくてはならないが、教師はキリスト教の宣教師、教わ
日本人がヨーロッパの一一一一異
る
も
の
は
そ
の
信
徒
で
あ
っ
た
。
日
本
人
が
は
じ
め
て
耳
で
聞
き
、
》
の
浸
透
と
発
展
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。
古
典
ラ
テ
ン
語
（第二期）オランダ語：……………・…………………………・……………：………………………十七世紀の初頭から幕末までの約二五○年間。
（第三期）英米語・フランス語・ドイツ語…………………………………………………………幕末・明治期から現代まで。
ロ
シ
ア
語
・
イ
タ
リ
ア
語
お
よ
び
そ
の
他
の
言
語
＊ 
学んだ言語は、南欧系のポルトガル語と古典ラテン語であった。まずポルトガル語との接触と学習、そ
(2)１７９ 
日本洋学史
（４） 
軍つけた。
マラッカにむかう途中、船長のジョルジ・アルヴァレスよりキリスト教徒になることを勧められた。
マラッカに着いたとき、ザビエルは布教のためモルッカ（マルク）諸島（インドネシア東部の諸島）に渡っていたので、同人に会え
ず、そのため入信を断念し、ひとまず中国経由で帰国の途についた。
どうにか便船をえて故国にむかったが、船は日本近海で暴風雨にあい、中国のポルトガル船寄港地（マカオ？）に引き返した。その
地でたまたまアルパロ・ヴァスと再会し、その船にのせてもらい、ふたたびマラッカに着いたのは、同年十二月のことであった。
このときはじめてアンジローは、モルッカ諸島から帰っていたザビエルと会うことができ、その勧めにしたがってゴアに行き、翌天
文十七年一一一月（’五四八・四）イエズス会のサゥン・パウロ学院○○一の四・□の田○℃目｝・にアンジローと連れの一一人は入った。一五
（３） 
四八年五月一一十日の聖霊降臨の祝日に、一一一人はゴァの大寺院でフランチェスコ派の大僧正ジョアン・デ・アルプケルケによって洗礼を
ア
ン
ジ
ロ
ー
は
、
（２） 
これら一一一名の日本人を連れて行ったのは、ポルトガル船の船長ジョルジ・アルヴァレスであった。アンジロ１は、当時一一一十五歳位で
う
じ
あったという。同人の氏や素性についてはわからぬ点が多いが、家がらはけっして卑しくなく、資産に富んでいたらしい。
しかし、アンジローは若年より放らつな生活を送った。あるときじぶんの行なってきたことを悔いあらため、｜日、仏僧をたずね魂
の救済をもとめた。が、僧はかれに心の安らぎをあたえることができなかった。
折から薩摩に在泊していた、かねて知りあいのポルトガル人アルバロ・ヴァスに相談したとき、インド地方にフランシスコ・ザビエ
ルという聖人がいることを教えられた。そのひとはかならずや汝の苦しみを救ってくれるにちがいないといった。
だがその後、アンジローは人と争い、相手を殺してしまい、寺院に逃れた。かれは郷里にいたたまれず、やむなくポルトガル船の船
長ジョルジ・アルヴァレスにたのんで、連れとともに国外に連れだしてもらった。
アンジローのその後の消息だが、薩摩の山川を出帆後、まずマラッカに行き、そこからさらにゴア（インド南西岸ｌポルトガル領）
に
お
も
む
い
た
。
178（３） 
「ジョアン」
と、それぞれ洗礼名をあたえられ、信仰の道に入った。
パ
ー
ド
レ
入信した日本人の教育を担ったのは、ゴァでイエズス会士となったコスメ・デ・トーレス神父であった。
サ
ゥ
ン
・
パ
ウ
ロ
学
院
で
三
名
の
日
本
人
は
、
他
の
修
道
士
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
、
祈
祷
書
に
よ
っ
て
祈
り
、
食
堂
で
食
事
を
し
、
毎
土
曜
日
に
告
白し、日曜日には聖体を桂頑し、二十日間以上もイエズス会の心霊修行をおこなった。
（５） 
（６） 
み
ず
か
ら
”
ジ
ッ
ポ
ン
人
”
（
日
本
人
）
と
称
し
て
い
た
一
二
名
の
う
ち
、
明
敏
な
判
断
力
と
す
ぐ
れ
た
記
憶
力
と
ま
れ
に
見
る
才
気
に
富
み
、
修
道
士
た
ち
召使は、
「パウロ・デ・サンタ・フェ」
という名を授けられ、同人の兄弟は、
「アントニオ」
有能なアンジローは、みずから、
回目には第一章から終章まですべて暗唱できたという。
と語っている。
か
れ
は
鹿
児
島
の
山
川
を
出
帆
し
て
以
来
、
一
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
船
中
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
聞
き
お
ぼ
え
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
（７） 
理についても少しは知識を得ていたとされる。
（８） 
アンジロー（当時、一二十六、七歳）は、知識欲が旺盛であり、サゥン・パウロ学院にいた八カ月ほどのあいだに、ポルトガル語の読
（９） 
み書きをまなぶことに専念した。かれはポルトガル語のみならず、ラテン語の読み書きもまあどうにかできたらしい。
アンジローは非凡な記憶力をもっていたものか、コスメ・デ・トーレス師が二度ほど、聖マテオ福音書について説明したとき、第二
み
ず
か
ら
〃
ジ
ッ
ポ
ン
人
”
（
日
本
人
）
と
称
の称賛をえたのは、アンジローであった。
「わたしはすでにすこしポルトガル語を解し、また数語を話すことができた」
(4)177 
０６一
この書簡は、コーチン（インド南部、マドゥライの西二○○キロにある港町）から出されたものである。
当時のアンジローの語学力は、まあまあのポルトガル語を話したということであろう。のちにかれはポルトガル語を書くことを覚え、
イ
ル
マ
ン
書簡を出すにいたるのだが、かれがゴアよりローマにいるイエズス会の創立者ロョラや同会の神父、助修士などに宛てて出した、イン
ドに来るまでのいきさつをポルトガル語でつづった書簡（一五四八・二・一一九Ⅱ天文一七・一二・一九付）などは、日本人がはじめ
（、）
てヨーロッパの一一言語で、アルファベットを用いて書いた最初の文章とされている。
（Ⅲ） 
しかし、最近の研究によると、アンジローはたしかにじぶんの体験談をみずからポルトガル壷叩でしたためたが、師のコスメ・デ・トー
史レスの協力を経てなったものらしい。書簡の中に用いられている、ゆたかな語奨や聖書からの引用、接続法や分詞構文などは、かなり
》ポルトガル語の文法に通じていないと書けない表現であることから、自力で書いたとはとても考えられぬ、という。 （腿）
日
アンジローのポルトガル垂函の学力のほどについては、はっきりとしたことは判らないが、当時の日本人としてはかなりのレベルに達
ポルトガル語（ルシタニア語）をはじめて学んだ日本人は、だれそれであるとうかつに断定はできないが、すくなくともアンジロー
は、正式に同語を学習した先達のひとりとして記憶にとどめてよいであろう。
かれがポルトガル語を学んだことは紛れもない事実であるが、どの程度それに熟達していたものか。じっさいかれの学力はどれほど
ザビエルは、新改宗者のアンジローにはじめて会ったときのことを、ローマにいるイエズス会の会友に報じた書簡（一五四八二・
二○付）の中で、つぎのように語っている。
の‐もので堅あったのか。
（
ア
ン
リ
ロ
ー
）
「そして今度は私に会ふ｝」とができたのである。アンヘロの喜びは、実に大きかった。我等の信仰のことを聴きたいと言ふ熱望を持って、私
の所へ来た。が麓窓かひ強トがい鑿諦詮か、松鷲、亙倦予寧含凸慧鳶」（椥紅一議『聖フランシスコ・デ・ザビエル
書翰抄」）
注・傍点は、引用者による。
176（５） 
講
義
の
一
部
を
日
本
語
で
筆
録
し
た
。
か
れ
」〈Ⅳ）
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
師
に
質
問
を
あ
び
せ
た
。
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
ジ
ロ
ー
は
、
そ
れ
ほ
ど
学
識
の
深
い
人
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
で
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
、
数
種
の
著
作
を
し
た
こ
と
は
稀
有
の
で
き
（旧）
ごとであった。しかし、かれが書きのこした箸訳書は一つも残存していない。
それらは、
ザ
ビ
エ
ル
は
、
ア
ン
ジ
ロ
ー
ら
と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
十
がて神の福音を説くための日本布教を思いたつのである。
（い）
などであった。
（旧）
かれといっしょに洗礼を受けたアントニオとジョァンも、「すでにポルトガル語を話し、読み、書く｝」とを習ひ覚えていた」という。
（Ｍ） 
アンジローは、Ｊもともとが武士階級の出身であったらしく、「日本文字をひじょうに上手に書くことを知っていた」とザビエルは語っ
（旧）
ている。が、戦国時代の武士で文武両道の達人は少なかったとされ、アンジローの国語力のほど４もよくわかっていない。
、
、
（肥）
ア
ン
ジ
ロ
ー
は
、
ト
ー
レ
ス
師
か
ら
聖
マ
ー
ナ
オ
福
音
書
の
説
明
を
う
け
て
い
た
と
き
、
そ
の
主
要
な
る
部
分
を
か
な
で
書
き
と
め
、
ま
た
ザ
ビ
エ
ル
の
聖
教
講
義
の
一
部
を
日
本
語
で
筆
録
し
た
。
か
れ
は
修
道
士
の
よ
う
な
服
装
を
し
て
授
業
を
う
け
て
い
た
と
い
う
が
、
単
に
受
け
身
の
受
講
者
で
お
わ
ら
ず
、
疑
問
「日本の事情」（一五四九年百
「十戒」（大ドチリナの部分訳）
「聖マテオ福音瞥」（日本文字でメモし、記憶したものか）
「日本の事情」（一五四九年一月の報告）
ク
レ
ー
ド
「信条の個条」（教理問答の抜書Ｉマラッカにいたときの筆録）
「小ドチリナおよび大ドチリナ・キリシタン」（キリスト教教理書ｌ日本語による筆録）
「書簡」（一五四八・一一・二九付と一五四九・一一・五付のものが二通ある）
日
本
人
が
学
ぶ
こ
と
が
好
き
な
国
民
で
あ
り
、
徳
性
と
英
知
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
や
(6)１７５ 
日本洋学史
同
年
六
月
二
十
四
日
、
｜
行
は
ジ
ャ
ン
ク
に
の
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
を
出
帆
し
、
八
月
十
五
日
（
天
文
一
八
・
七
・
’
二
）
鹿
児
島
に
到
着
し
た
。
ア
ン
ジ
ロ
ー
は帰国後、ザビエルをたすけ、使徒らしい熱意をもってキリスト教の布教に大いに努めた。しかし、一身上に何か事情が生じたものか、
ニ
ン
教
Ｉ
徐々に信仰にたいする熱意をうしなっていったらしい。その末路についてははっきりしないが、一説によると中国の寧波において盗賊
薩摩の国は山地が多く、食料品の補給を処
（別）
たものとおもわれる（フロイス『日本史』）。
（蝿）
によって殺されたという。
ついに一五四九年四月、
にむかった。
またシャルルポワの『日本キリスト教史』（一八二八年）に、「パウロ・デ・サンタ・フェ（アンジローのこと）は、ラテン語とポル
（泥）
ト
ガ
ル
語
を
ひ
じ
ょ
う
に
や
す
や
す
と
話
し
た
」
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
》
」
と
は
信
じ
が
た
い
。
ザビエルは、日本への航海が、台風や海賊船の横行などにより、ひじょうに危険なものであることをじゅうぶんに承知していた。が、
つ
い
に
一
五
四
九
年
四
月
、
日
本
‐
布
教
の
途
に
あ
が
る
べ
く
ア
ン
ジ
ロ
ー
と
そ
の
連
れ
の
日
本
人
両
名
を
と
も
な
い
、
ゴ
ァ
を
出
発
し
、
ひ
と
ま
ず
マ
ラ
ッ
カ
（皿）
る者はほとんどいないまで著し／、上達した」という。
ない。
（天地創造、キリストの一
エルによって利用された。
（加）
またザビエルはアンジローに、「十戒」や「小ドチリナ」（ジョアン・デ・バルシュ編キリスト教教理書）や「キリシタン教義提要」
〈
地
創
造
、
キ
リ
ス
ト
の
一
代
記
な
ど
を
し
る
し
た
も
の
）
な
ど
を
翻
訳
さ
せ
た
が
、
ア
ン
ジ
ロ
ー
は
そ
れ
ら
を
ロ
ー
マ
字
に
綴
り
、
説
教
の
さ
い
に
ザ
ビ
いずれにせよ、アンジローはサゥン・パウロ学院にいたわずか八カ月ほどの間に、ポルトガル語の修得に大いに専念し、「かれに優
いまかかげたものの中には、日本語やポルトガル語で書いたものが含まれるが、書簡二通（ポルトガル語）をのぞくと、他は現存し
＊ 
ば
ば
ん
わ
こ
う
食料品の補給を他国にたよっており、生活苦からかアンジローは八幡船（倭憲の船）にのり、中国に渡航’し
174（７） 
天文二十一年（一五五二）三月、ザビエルはインドを去り、マラッカを経て中国へおもむこうとするのだが、一五五二年十一一月一一一日
サ
ン
チ
ユ
ア
ン
中国潜入をはたす》」となく上川島において四十七歳の生涯をとじた。
ザビエルはインド不在ちゅう、ゴァの学院長ガスパーレ・パルゼォ神父に、ベルナルドとマテオの保護と両人をポルトガルヘ出発さ
せる世話を依頼した。しかし、マテォはヨーロッパにむけて発つまえに、ゴァの酷暑に耐えきれず、サゥン・パウロ学院において亡く
なった。
両
人
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
イ
タ
リ
ア
か
せ
て
や
り
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
。
マ
テ
オ
余
を同伴した。
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
、
のそばを離れず、
袋をさげていた。
日本人としてはじめて改心し、キリシタン信徒第一号となったのはアンジローとその連れの二人であったとすると、受洗した第二号
は、鹿児島生まれの日本人ベルナルドであった。同人についても、日本名が何であったのか明らかでない。
（妬）
ベルナルドは、鹿児島で受礼するまえ、仏僧であったらしい。かれは貧しい妻戸年であった。勇気と高潔な心をもち、つねにザビエル
ほ
し
い
のそばを離れず、鹿児島、平戸、山口、京都へと伝道の旅につきそった。ベルナルドは苦しい旅をいとわず、いつも腰に乾飯をつめた
ザビエルは、この忠実な信徒に期待をかけ、ゆくゆくはじぶんが日本を去ったのち、後事をゆだねるに足る人間とみていた。
よ
し
し
げ
天文一一十年（’五五一）、ザビエルは大友義鎖（宗麟）がインド副王に送った使節（上田玄佐）｜行とともにドゥアルテ・ダ・ガマ
ひ
し
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
豊
後
国
の
日
出
港
を
出
帆
す
る
と
き
、
薩
摩
の
人
エ
ル
マ
ー
ノ
・
ベ
ル
ナ
ル
ド
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
（妬）
マテォは、ゴァの学院にいた数ヵ月のあいだ、その謙譲の徳とたえまない祈腕リの精神によって、神父たちの驚きの的であった。
（山口に生まれ、一五五一年に受洗）
（ローマ）を見たい、といった希望をもっており、帰国後は見学したキリスト教国のようすを同胞に間
(8)１７３ 
日本洋学史
ベルナルドは、看護修士ルイス・クワレスマに付きそってもらって、リスボンよりひとまずコインプラ（ポルトガル中部の古都）に
お
も
む
き
、
そ
こ
か
ら
陸
路
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
横
断
し
て
ロ
ー
マ
に
む
か
う
こ
と
に
し
た
。
一（戒正四年七月十七日、ベルナルドはコインブラを出発し、サラマンカ、セゴビア、バレンシアを経て、バルセロナにむかう途中、
真夏の暑さと旅のつかれにより一一度も倒れた。が、休養をとりつつゆっくりと旅をつづけた。そしてバルセロナよりシシリア島に行く
船にのり、同島に立ちより、さらにナポリを経て、ついにあこがれの地であったローマに到着した。
（
…
こ
み
や
こ
ローマに着いたのは、翌一五五五年の一月五、六日の｝」とである。ローマでは、都見物に数週間すごし、とくに教会や殉教地などを
（”） 
おとずれ、ザビエルの友人イグナチオ・ロョラをはじめ、枢機卿、司教、その他の重立った教会関係者と〈云って歓待された。
ローマでは創立間もないコレジオ・ロマノ（現・グレゴリオ大学）でラテン語や哲学を学んだようであるが、哲学の学習では、師と
（釦）
ともにその時間をすごすことよりも、聖体祈念で神とともにすごすほうを好んだ。しかし、コレジオ・ロマノの学院での勉学は、長く
はつづかなかった。
一五五一一一年三月（天文一一一一・二）ごろ、ベルナルドは、アンドレア・フェルナンデス、アンドレア・カルパリョらとともに、ゴァを
出
帆
す
る
艦
隊
（
六
隻
）
の
う
ち
一
隻
に
の
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
む
か
っ
た
。
（”） 
艦隊は苦しい、危険な航海をへて同年九月、リスボンに到着した。が、航海ちゅう、僚船を一一隻うしなった。ベルナルドは、もとも
と頑健なひとでなかったらしく、長い航海ちゅう弱わり、リスボンに上陸すると、すぐ病床に臥さねばならなかった。
サ
ン
ト
しかし、リスボンの聖アンタゥン学院○○一の、一○口のｍ・シロ（山○で数カ月静養するうちに、徐々に体力を回復した。ベルナルドは体が
よくなると、まず主繍文を習った。かれは、ほかのことを習う必要はない。わたしの知りたいことは、すべてこのお祈りの中にある、
（蛆）
と
い
い
、
勉
強
の
内
容
も
主
麟
文
だ
け
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
、
と
語
っ
た
。
ベルナルドはリスボン滞在中、シモン・ロドリゲス神父をはじめ、イエズス会のだれからも愛され、ドン・ホァン三世の謁見をうけ、
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
リ
ス
ボ
ン
滞
在
中
、
や
が
て
ロ
ー
マ
に
む
け
て
出
発
し
た
。
出来たての学院の経営は苦しく、学生を分散し、スペインやポルトガルの大学に送ることになったからである。
172（９） 
翌年の元旦にアリカンテ（『
的地のリスボンに到着した。
（皿）
一五五五年十月十八日、ベルナルＫＯは聖遺物、聖水、聖画、メダルなどをたずさえ、カマラ神父と十二名の神学生らとともにローマ
をあとにした。陸路ジェノヴァにむかい、当地には同年十一月二十八日に着き、約一ヵ月ほど滞在したのち、十一一月二十一日出帆し、
（弘治二）
翌年の元日一にアリカンテ（スペイン南東部、地中海の小湾にのぞむ港町）に着き、そこから再び海路をとり、一五五六年一一月十一一日目
そ
こ
か
ら
他
の
神
学
生
と
と
も
に
コ
イ
ン
プ
ラ
に
お
も
む
い
た
。
が
、
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
翌
一
五
五
七
年
の
新
年
を
む
か
え
る
こ
ろ
、
病
状
が
悪
化
し
、
（躯）
ついに床についてしまった。そして一一月下旬ごろ、病いにより天国へと旅立った。
そ
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
た
と
き
す
で
に
肝
臓
を
わ
ず
ら
っ
て
お
り
、
ま
た
ロ
ー
マ
に
む
か
う
途
次
、
サ
ラ
マ
ン
カ
ヘいモム郷）
で
倒
れ
た
と
き
、
高
熱
と
肝
道
閉
塞
と
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
（狐）
生前、ベルナルドは、吉向き徳性、献身、あつい信仰とによって人々を魅了した。かれは謙譲の美徳の権化であった。慈愛にみち、禁
欲
家
に
し
て
寡
黙
で
あ
っ
た
。
必
要
な
と
き
以
外
、
め
っ
た
に
口
を
開
か
な
か
っ
た
。
財
産
、
祖
国
、
い
っ
さ
い
の
被
造
物
に
目
も
く
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
神
に
（鍋）
仕えるほか他志がないようだった。その士心は、アンジローと大きな隔りがあったという。
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
あ
る
程
度
、
神
父
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ラ
テ
ン
語
、
哲
学
な
ど
を
学
ん
だ
は
ず
だ
が
、
挙
曹
あ
よ
う
す
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
ていない。
名（日本人）らと‐
四人の使節とは、
天正道欧少年使節。
（鍋）
天正十年一月十八日（一五八二・一一・一一○）、九州の一一一大名（大友、有馬、大村）の名代として少年使節ら四名は、宣教師ヴァリニャー
ノ、ジョルジ・デ・ロョラ（日本人教弟）、ディェゴ・デ・メスキタ（日本語をよくするポルトガル人通訳）、その他氏名不詳の従者二
名（日本人）らとともに、長崎を出帆し、ヨーロッパへむかった。
＊ 
(10）１７１ 
日本洋学史
判断から出たものらしい。
モ
ン
ス
ー
ン
コ
レ
ジ
オ
ー行は同年一一月五曰（一一｜・九）、マカオに到着した。が、折悪しく季節風を逸してしまっており、やむなくイエズス会の学院（「サゥ
ン・パウロ」）の宿舎に入り、風季がおとずれるまでの約九カ月、同所に滞在した。
｜行は、マカオにおいて知事のジョァン・デ・アルメイダや司教（レオナルド・デ・サア）をはじめ、神父たちから大いに歓迎され
（兜）
た。その間に少年使節たちは、ポルトガル語の文字を書くけいこをし、またラテン語の学習にはげんだ。
若い使節らは数日間休養をとったのち、日課としてもっぱら語学の勉強に精をだした。みなひととおりポルトガル語を理解でき、あ
あ
ろ
う
と
暗
黙
の
覚
悟
を
し
た
。
二
日
本
人
に
弓（訂）
教事業を盛んにする。
ら
で
あ
っ
た
。
使節らが、長崎からマカオを目ざして出帆するとき、その近親者らは別れを惜しんで涙をながしたばかりか、無事に帰国できないで
使節にいずれも若者がえらばれたのは、かれらが年配の者とくらべて、体力があり、長途の航海や気候風土の変化にも堪えうるとの
少年使節のヨーロッパ派遣は、ヴァリニャーノが立案し、その勧めによったもので、目的は二つあった。
一ローマ教皇とポルトガル王に敬意を表し、将来日本における布教活動に援助を要請する。
二日本人にヨーロッパのキリスト教文物の盛んなることを実見させ、帰国後その見聞を同胞に吹聴することによって、間接に布
同副同正
右使右使
中
浦
ジ
ュ
リ
ァ
ン
（
肥
前
中
浦
の
生
ま
れ
）
原
マ
ル
チ
ノ
（
大
村
純
忠
の
家
臣
、
肥
前
鈴
ち
じ
わ
な
軸
か
ｆ
千々石、ミゲル（大村純忠と有馬晴信の使者、千々石直員の子）
伊
東
マ
ン
シ
ョ
（
大
友
義
鎖
の
使
者
）
ば
さ
み
肥前波佐見の生生謀れ）
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港地をめざした。
（”） 
る
者
は
よ
ど
み
な
く
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
（
ス
ペ
イ
ン
中
部
地
方
の
こ
と
ば
）
を
話
す
｝
」
と
が
で
き
た
と
い
う
。
し
か
し
、
他
国
人
と
会
話
を
す
る
と
き
日
本
語で話し、通訳のディェゴ・デ・メスキタがそれをポルトガル語に訳して相手につたえた。ラテン語の力は、ポルトガル語に比べて劣っ
（㈹）
た
も
の
か
、
あ
ま
り
進
歩
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
語
は
、
ほ
ん
の
少
し
知
る
の
み
で
あ
っ
た
。
一五八二年十二月三十一日（天正一○・一一一・七）、一行はマカオを出帆し、翌年一月一一十七日にマラッカに到着した。そこからさ
らに航海をつづけ、やがてコーチン（インド）に着き、大歓迎をうけた。二月二十日（天正一一・一・一一八）同地を出帆し、つぎの寄
語
学
の
学
習
は
、
航
海
ち
ゅ
う
も
日
課
と
し
て
つ
づ
け
ら
れ
た
。
公
子
た
ち
は
、
｜
日
の
多
く
の
時
間
を
日
本
語
の
読
み
書
き
に
つ
か
い
、
残
り
を
ラ
テ
ン
れ
ん
と
う
語の学習に使った。勉強がおわると、四人とも聖母の連祷（ラダイニャ）やその他のお祈りをとなえ、祈祷の反復復調をお｝」なった。
（肌）
か
れ
ら
は
マ
タ
イ
に
よ
る
福
幸
白
書
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
聴
く
の
が
好
き
で
あ
り
、
と
く
に
第
五
、
六
、
七
章
を
好
み
、
気
に
入
っ
た
節
を
暗
記
し
た
。
ラ
テ
ン
語
の
学
習
に
は
少
な
か
ら
ず
困
難
を
お
ぼ
え
、
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
す
ぐ
れ
た
記
憶
力
を
も
っ
て
い
た
原
マ
ル
チ
ノ
だ
け
は
、
そ
の
進
歩
が
著
し
か
っ
た
。
キリシタン信徒と語学。
（枢）
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
（
天
主
教
）
の
伝
道
史
を
概
観
す
る
と
、
大
き
く
七
期
に
分
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
第
一
期
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
～
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
…
…
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
え
ら
れ
、
や
が
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
が
漸
次
来
日
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
九
州
や
京
坂
地
方
に
ま
で
広
が
り
を
み
せ
、
諸
大
名
の
庇
護
を
う
け
た
。
約
二
十
余
年
間
。
第
二
期
元
亀
元
年
（
一
五
七
○
）
～
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
…
…
キ
リ
シ
タ
ン
の
興
隆
期
。
室
町
幕
府
が
滅
亡
し
、
織
田
信
長
や
秀
吉
の
時
代
が
到
来
す
る
。
巡
察
便
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
二
回
目
の
来
日
を
は
た
し
、
京
坂
で
キ
リ
ス
ト
教
が
盛
ん
と
な
り
、
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
三
大
名
が
遺
欧
使
節
を
派
遣
す
る
。
こ
の
間
、
各
＊ 
(12）１６９ 
日本洋学史
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
わ
が
国
に
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
西
暦
紀
元
の
十
六
世
紀
ｌ
室
町
（
戦
国
）
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
（蝿）
ある。いま編年史的にその来航をしるすと、つぎのよ・っになる。
第
六
期
寛
永
末
年
（
一
六
四
○
）
～
安
政
の
開
国
（
一
八
五
○
）
…
…
キ
リ
シ
タ
ン
潜
伏
の
時
代
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来
航
を
禁
じ
（
寛
永
十
六
年
）
、
南
蛮
の
商
人
や
宣
教
師
の
渡
来
が
と
だ
え
た
。
イ
タ
リ
ア
の
宣
教
師
シ
ド
ッ
テ
ィ
が
屋
久
島
に
来
着
し
（
宝
永
五
年
）
、
の
ち
江
戸
に
送
ら
れ
た
。
ま
れ
に
日
本
に
潜
入
を
は
か
る
宣
教
師
が
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
捕
縛
さ
れ
、
拷
問
に
あ
っ
た
り
、
処
刑
さ
れ
た
。
約
二
十
三
年
間
。
第
七
期
安
政
の
開
国
（
一
八
五
○
）
～
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
…
…
キ
リ
シ
タ
ン
復
活
の
時
代
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
三
月
、
新
た
に
建
立
さ
れ
た
長
崎
大浦の天主堂の門前に、かくれキリシタン十五名ほどがはじめて姿をみせた（信徒発見）。のち浦上の大勢のかくれキリシタンらが捕えられ、
津和野・萩。福山の三藩に流罪となる（明治元年）。のちキリスト教の信仰は黙許され、宗門禁制の高札が取りはずされる（明治六年）。信教の
自
由
を
保
障
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
の
帝
国
懲
法
発
布
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
か
く
し
て
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
家
康
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
追
放
令
を
発
し
て
二
七
五
年
後
に
、
日
本
人
は
は
じ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
公
然
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
地に天主堂（教会）がつくられ、信徒のための教育機関が設けられる。約二十年間。
第三期天正十五年（一五八七）～慶長五年（一六○○）……キリシタンの迫害と禁教の時代。秀吉が禁教令を発し（天正十五年）、九州お
よび京坂地方におけるキリシタンの勢力が一時おとろえた。この間、フランシスコ会、ドミーーコ会、アウグスチノ会の宣教師らが来日し、イエ
ズ
ス
会
と
反
目
し
た
。
長
崎
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
二
十
六
名
が
は
じ
め
て
処
刑
さ
れ
た
（
慶
長
元
年
）
。
約
十
五
年
間
○
第
四
期
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
～
同
十
八
年
（
一
六
二
）
…
…
局
部
的
な
迫
害
は
あ
っ
て
も
、
信
徒
の
数
は
ふ
え
、
キ
リ
ス
ト
教
は
九
州
・
京
坂
地
方
か
ら
関東、東北方面にまでおよんだ。京都や江戸の教会堂が破壊され（慶長十七年）、翌年多数のキリシタンが江戸で処刑された。約十五年間。
第
五
期
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
～
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
…
…
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の
時
代
。
イ
ス
パ
ニ
ァ
と
の
国
交
断
絶
（
寛
永
元
年
）
。
家
康
は
キ
リ
シ
タン大追放令を発し（慶長十九年）、京都のキリシタンが火刑に処せられた（元和五年）。長崎でキリシタン五十五名が処刑された（元和の大殉
教）。禁教遂行のため、あらゆる迫害方法を用いた。やがて天草島原のキリシタンが蜂起し、原城に立てこもり幕軍と一戦をまじえ、虐殺され
た
（
寛
永
十
四
年
の
島
原
の
乱
）
。
約
二十三年。
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天文十年（一五四一）七月…………シャムより中国にむかうポルトガルの商船二隻は、暴風雨にあい、一隻は鹿児島湾に入り、もう一隻は同
（斜）
年
七
月
二
十
七
日
臼
杵
湾
を
経
て
神
宮
寺
浦
（
現
・
大
分
市
の
沖
）
に
着
く
。
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
八
月
…
…
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
、
種
子
島
の
西
之
村
浦
に
漂
着
（
「
長
崎
実
録
大
成
」
第
七
巻
）
。
と
●
た
か
天文十一一一年（一五四四）春…。：……ポルトガル船、種子島の熊野浦に来航。船客のなかに鉄鉋鍛冶がおり、領主の種子島時堯は金兵衛勾情定）
に
鉄
鉋
の
製
造
法
を
ま
な
ば
せ
た
。
同年十一月…………・……………：…薩摩にポルトガル船が来航しべ交易をもとめる。
天文十五年（一五四六）七月………南蛮船（ポルトガル“ザ．）、豊後国（現・大分県）の佐伯浦・臼杵湾に来航し、交易をもとめる。
同
年
八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
、
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
ヴ
ァ
ス
ら
マ
ラ
ッ
カ
よ
り
種
子
島
に
く
る
。
の
ち
薩
摩
の
山
川
、
豊
後
の
府
中
（
現
・
大
分
市
）
に
寄
り
、
交
易
す
る
。
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
七
月
…
…
…
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
一
行
、
薩
摩
の
鹿
児
島
に
到
着
。
同
年
の
冬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
船
、
肥
前
の
平
戸
に
は
じ
め
て
来
航
す
る
。
天
文
十
九
年
（
一
五
五
○
）
九
月
：
…
…
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ド
ゥ
ァ
ル
テ
・
ダ
・
ガ
マ
の
船
が
肥
前
の
平
戸
島
河
内
補
（
現
・
平
戸
市
の
西
南
六
キ
ロ
、
千
里
ヶ
浜
）
に
（柄）
来
航
。
藩
主
松
浦
隆
信
は
、
交
易
に
よ
っ
て
利
益
を
得
ん
と
し
、
通
商
を
ゆ
る
す
。
南
蛮
通
詞
を
置
く
。
京
、
堺
、
そ
の
他
よ
り
商
人
が
平
戸
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
日
葡
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
。
ひ
じ
天文一一十年（一五五一）七月’……：ポルトガルの商船、豊後国日出港（現・大分県速見郡日出町Ｉ別府湾北岸の町）に来航。同年、周防国山
口においてキリシタンのための正規の学校が創られ、語学・神学・哲学・自然科学などを教授する。
天文二十一年（一五五二）八月……ドゥァルテ・ダ・ガマの船、鹿児島に来航。同船にはパルタザル・ガゴ、ドゥァルテ・ダ・シルヴァ、ピ
ェ
ー
ル
・
ア
ル
カ
セ
ヴ
ァ
ら
の
神
父
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
ら
が
の
っ
て
い
た
。
こ
の
一
行
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
イ
ン
ド
に
お
い
て
編
成
し
た
第
二
回
目
の
日
本
派
遣
の
布
教
団
。
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
五
月
…
…
…
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
、
種
子
島
に
来
航
し
、
砲
術
を
つ
た
え
る
。
（伯）
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
七
月
・
…
…
…
：
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
肥
前
の
横
瀬
浦
（
現
・
長
崎
県
西
彼
杵
郡
瀬
川
村
）
に
碇
泊
滞
在
ち
ゅ
う
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
（仰）
人とともに大村におもむき、藩主大村純忠と交渉し、横瀬浦をポルトガル貿易の港と定める。
(14）１６７ 
日本洋学史
来
日
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
と
の
通
商
に
は
、
お
互
い
意
思
を
疎
通
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
言
葉
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
港
に
集
ま
っ
て
き
た
諸
国
商
人
は
、
混
合
破
格
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
用
い
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
か
れ
ら
は
商
品
の
名
称
や
取
引
用
語
な
ど
を
逸
早
く
お
ぼ
え
、
交
易
の
さ
い
に
用
い
た
。
ま
た
語
学
の
才
の
あ
る
者
も
生
ま
れ
、
通
訳
の
任
に
あ
た
っ
た
か
と
思
え
る
。
と
く
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
た
め
に
開
か
れ
た
長
崎
で
は
、
住
民
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
耳
に
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
中
に
は
、
日
本
（㈹）
女性といっしょに暮らし、家庭をもつ者も少なからずいたから、長崎では早くからポルトガル語が標準ヨーロッパ塞阻として用いられて
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
船
は
、
は
じ
め
種
子
島
や
鹿
児
島
、
ど
に
着
き
、
や
が
て
肥
前
の
河
内
浦
・
横
瀬
浦
・
福
田
、
崎
に
入
港
し
、
そ
の
後
は
し
じ
ゅ
う
長
崎
に
来
航
し
た
。
また長崎人の多くは、キリシタンであったため、神父の説教を聴き、讃美歌をうたい、宗教上の儀式や行列にも参加した。
南蛮貿易に従事する日本商人は、商品の名称、度量衡、貿易用語などをしっかり心得えておく必要があった。長崎人の中には、中国
ト
ン
キ
ン
の
マ
カ
オ
、
ル
ソ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を
は
じ
め
、
東
京
、
ジ
ャ
ワ
、
シ
ャ
ム
、
マ
レ
ー
半
島
や
南
洋
諸
島
と
往
来
す
る
も
の
が
お
り
、
か
れ
ら
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
往
っ
た
先
々
の
こ
と
ば
に
も
少
な
か
ら
ず
通
じ
て
い
た
。
長
崎
に
お
い
て
は
、
南
蛮
人
と
の
間
で
、
ピ
ジ
ン
英
語
な
ら
」
い
た
◎ 
（伯）
に渡来するようになった。
こ
れ
ま
で
日
本
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
、
個
人
の
貿
易
船
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
の
官
許
船
が
年
一
回
一
隻
定
期
的
に
日
本
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
…
…
…
…
…
…
…
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ト
リ
ス
タ
ン
・
ヴ
ァ
ス
・
ダ
・
ヴ
ェ
イ
ガ
の
船
一
隻
と
ジ
ャ
ン
ク
形
船
一
隻
、
あ
わ
せ
て
二
隻
、
長
崎
に
来
航
す
る
。
こ
の
年
よ
り
長
崎
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
貿
易
港
と
な
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
根
拠
地
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く。
（釦）
ピ
ジ
ン
英
語
な
ら
ぬ
、
日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
マ
レ
ー
語
な
ど
の
混
〈
口
語
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
山
川
あ
る
い
は
坊
津
あ
た
り
に
や
っ
て
来
た
が
、
の
ち
豊
後
の
佐
伯
浦
・
臼
杵
・
府
中
・
日
出
に
な
ま
た
島
原
の
ロ
ノ
津
な
ど
に
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
は
じ
め
て
長
16605） 
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
（
旧
教
）
が
日
本
に
ト
（皿）
方は、およそつぎのようなものであった。
なみに南蛮通詞（事）が任命されたのは、元和二年（一六一六）のことである。
ポルトガル語は、宣教師の日常語であるばかりか、伝道のためのことばであり、またラテン語はキリシタン信徒にとって重要な宗教
用語であった。
宣教師はまず天地の創造や霊魂の不滅から説きはじめ、ついでキリストの一生（苦難、死去、復活、昇天など）について語り、さら
じ
つ
か
い
に十戒（□の。い一・ｍ。、モーゼがシナイ山の頂上で神から与えられた十カ条の戒め）やふつう用いる祈祷のことばをおしえ、洗礼をうけ
み
な
させ、イエス・キリストの御名やマリアの名を唱えれば、天国に行けると説いたようである。
（砲）
一示教上の理屈は、俗衆にとってむずかしすぎるので、それにはふれず、およその観念をあたえるだけにとどめた。
ザビエルは、鹿児島について程なく、アンジローにキリスト教問答（ドチリナ・キリシタン）やキリストの生涯を翻訳させ、ローマ
字に綴って説教のさいに用いた。ザビエルは当初、キリスト教の観念を伝えるのに、なるべく仏教用語を使用したが、それだけではじゅ
（則）
うぶん意が通じないことがわかると、ポルトガル語やラテン語をそのまま用いた。かれが鹿児島で布教をはじめたとき、「神」の｝」と
（別）
を〃大日“（真一一一一口宗でつかう）の語で表現して失敗したので、ラテン語の□の■のを使用することにした。
左にかかげた語は、日本文字を用いず、ラテン語やポルトガル語を使った例である。
ア
ニ
マ
オ
ラ
シ
ヨ
カ
テ
キ
ズ
モ
ク
ル
ス
サ
セ
ル
ダ
ウ
チ
（
霊
魂
伺
口
日
日
巴
（
祈
と
う
例
日
ｇ
】
。
）
（教理問答伺日扇、三⑪曰Ｃ）
（
十
字
架
㈹
Ｑ
目
）
（司祭㈲の：①ａ・【の）
が日本に伝わったころの布教の方法は、どのように行なわれたのであろうか。キリスト教の教理の教え
●力々でワⅡｆカ
キ
リ
シ
タ
ン
コ
ン
ヒ
サ
ン
サ
ン
ト
ア
ン
ジ
ョ
（
天
使
側
目
ざ
）
（カトリック㈲８岳○一］８）
（キリスト教信者㈲○ヶ風の国ロ）
（告白㈲○・コ｛一つ目》○○コ房、山○口）
（
聖
な
る
、
聖
人
同
の
目
ｇ
ｏ
）
(16）１６５ 
日本洋学史
れたが、僧侶から読み書きや道巷
き
る
日
本
人
の
多
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
の
日
本
に
は
、
ま
だ
学
校
制
度
が
な
く
、
庶
民
教
育
は
寺
院
を
学
校
と
し
、
普
通
教
育
の
萌
芽
と
み
る
べ
き
小
屋
（
寺
小
屋
）
教
育
が
お
こ
な
わ
（船）
たが、僧侶から読み書きや道徳をまなんだ。宣教師が日本にきてまずおどろいたのは、日本人の識字率の盲向さであり、読み書きがで
ザ
ビ
エ
ル
が
来
日
し
た
一
五
四
九
年
（
天
文
十
八
年
）
当
初
、
か
れ
は
日
本
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
学
校
を
つ
く
る
考
え
は
な
く
、
日
本
布
教
の
地
盤
を
築
く
ま
ま
た
外
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
符
号
（
略
字
）
も
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
此
…
…
ゼ
ス
キ
リ
シ
ト
］
冊
巨
の
〔
Ｘ……キリシト］の２ｍ○ず国、５
脂
…
…
ゼ
ズ
ス
Ｄ
…
…
デ
ウ
ス
ロ
の
色
の
ま
た
は
。
、
肱
…
…
ゼ
ス
キ
リ
シ
ト
】
の
⑩
Ｅ
ｍ
ｏ
ｐ
１
の
８
セ
ヨ
ド
チ
リ
イ
ナ
ま
た
は
ド
チ
リ
ナ
パ
ウ
チ
ズ
モ
（洗礼㈲ケ、耳一の曰。）
パ
ラ
イ
ゾ
（天国御ロ日巴の。）
ビ
ル
ゼ
ン
（童貞女、聖母マリア㈲ご胃、のロ）
マ
ン
ダ
メ
ン
ト
（
戒
律
㈹
日
：
８
日
の
貝
。
）
（開）
ロ
ザ
イ
ロ
（ロザリオ、念珠㈲『○の貝一○）
ナ
ウ
ス
テ
ル
バ
ウ
テ
ル
ま
た
は
パ
ウ
テ
ル
ノ
ウ
ス
テ
ル
（
空
、
天
、
⑤
○
８
）
（
教
理
・
教
義
、
㈲
Ｃ
Ｏ
９
１
日
）
（主補文同祠呉の『三○巴の『）
ミホヒパ
イロイツ
サヘデパ
エス
タ
パ
ァ
テ
レ
（
神
父
、
父
倒
己
且
忌
）
デ
ウ
ス
ド
ミ
ン
ゴ
（法王
（信仰
（予言者
（ミサ
（
神
、
天
主
㈲
ｏ
２
の
）
（
日
曜
日
㈲
□
・
目
目
ｏ
）
同倒勺四日）
伺陣鳥の）
伺勺『○日の国）
㈲㈹三厨田）
16407） 
聖
祭
補
助
者
、
通
訳
な
ど
を
養
成
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
（Ⅱ） 
Ｊものであった。
（閃）
十十リスト教徒の子供たちのための最初の初等学校（教理学校）は、永禄四年（’五六一）豊後の府内（現・大分市）に設けられた
カ
ー
ザ
「住院」（教会堂のようなもの）でおこなわれた。ついで翌永禄五年（’五六一一）から同一ハ年にかけて、ルイス・デ・アルメイダによっ
（釦）
て、横瀬浦、島原のロノ津に４℃おなじような学校が開校した。
イ
ル
マ
ン
教師は、神父や助修士、日本人の改宗僧、伝道士らであり、教科は、時代やそれぞれの場所によって異なるが、およそつぎのような
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
教
育
に
着
手
し
た
。
（師）
で、ゴァのサゥン・パウロ学院にキリシタン信徒を派遣Ｉして、そこで伝道士としての教育をうけさせる考えでいたらしい。
カ
テ
キ
ス
タ
のちかれは何名かの有能な伝道士を育てることに成功したが、信者の数がふえるにしたがって、さらに布教補助者とＩして教理問答士、
とくに語学についていえば、日本においてポルトガル語やラテン語の読み書きが正式に学ばれたのは、イエズス（耶蘇）会の教育機
（銘）
日本の仏僧のなかには男色とその他の悪徳に染っている者がおり、無垢な子どもたちを悪から守るために上も、かれらをキリシタンに
数
学
、
絵
画
（
油
絵
、
水
彩
画
）
、
銅
版
画
典
礼
（
儀
式
）
の
実
習
お
よ
び
仏
教
大
意
一
善
行
と
愛
の
お
こ
な
い
」
な
世
讃美歌…………………………「主よわれを憐れみたまえ」
「聖母歌」「サルベ・レギナ
語
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ラ
テ
唱
歌
お
よ
び
器
楽
…
…
…
…
…
…
（
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ク
ラ
ポ
）
、
宗
教
パ
ー
テ
ル
・
ノ
ス
テ
ル
公教教理……………・…・…・…府内では、生徒は「主繍文」「アヴェ・マリア」「使徒信経」をラテン語で記憶し、「神と教会の誠律」「大罪」
お
よ
び
仏
教
大
意
「善行と愛のおこない」などを日本語で暗調した。
讃美歌…………………………「主よわれを憐れみたまえ」「アヴェ・クルス」「アヴェ。マリアいませり」「アダムの物語」「キリスト受難の秘法」
出
「
サ
ル
ベ
・
レ
ギ
ナ
」
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ベラ、クラポ）、宗教劇
（随）
神学、哲学、論理学など。
(18）１６３ 
日本洋学史
人
の
信
徒
は
、
天
文
か
ら
慶
長
年
間
（
一
五
五
○
年
代
～
び
、
さ
ら
に
学
力
に
応
じ
上
級
の
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
た
。
前
者
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
ん
な
教
材
を
用
い
、
ま
だ
ど
の
よ
う
に
教
え
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
府
内
の
学
校
に
学
ん
だ
山
口
の
富
裕
な
商
人
の
子
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
ー
レ
ス
は
、
日
本
人
の
な
か
で
も
っ
と
も
巧
み
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
一
人
で
あ
っ
た
と
さ
イ
ル
マ
ン
（岡）
れ、助修士として知られた。かれは宣教師の董咀学指導をつとめた。
ま
た
幕
府
は
、
元
和
五
年
（
’
六
一
九
）
八
月
二
十
九
日
、
京
都
の
六
條
河
原
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
五
十
七
名
を
焚
殺
に
処
し
た
が
、
そ
の
と
き
殉
教
し
た
ジ
ュ
ア
ン
太
兵
衛
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
び
、
洋
書
を
す
ら
す
ら
と
読
み
、
文
字
と
と
も
に
徳
を
、
こ
と
に
謙
遜
を
汲
み
と
っ
た
と
関
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
（例）
い》っ。とく
に
ラ
テ
ン
語
は
、
教
会
の
典
礼
（
儀
式
）
を
お
こ
な
う
必
要
か
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
諸
学
校
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
科
目
で
あ
っ
た
。
日
本
（的）
の
信
徒
は
、
天
文
か
ら
慶
長
年
間
（
一
五
五
○
年
代
～
’
六
一
○
年
代
）
に
か
け
て
、
各
地
に
設
け
ら
れ
た
学
林
に
お
い
て
古
典
ラ
テ
ン
語
の
初
歩
を
ま
な
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
に
お
い
て
創
っ
た
各
種
学
校
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（碗）
初等学校（セミナリオの予備校のようなもの）……この学校でのおＪＣな学科は、日本文字とラテン文字の読み書きであった。
教
場
と
し
て
は
、
伝
道
会
の
建
物
、
寺
な
ど
を
用
い
た
。
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
と
ラ
テ
ン
語
で
公
教
要
理
書
を
お
し
え
、
さ
ら
に
唱
歌
、
算
術
、
作
法
な
ど
も
教
授
し
た
。
セミナリオ（神学校、のヨヨロュ・）……………………一般の信徒に必要とされる宗教教育（キリスト教義、仏教）をほどこし、とくに上流の子弟
に学芸一般の教育をさずけた。日本語および日本史、ラテン語・ポルトガル語の読み書き、
唱歌と楽器のひき方をおしえた。
ノ
ピ
シ
ャ
ー
ド
（
修
練
院
ロ
。
ご
日
日
・
）
…
…
…
…
…
…
…
じ
っ
さ
い
伝
道
に
従
事
す
る
布
教
師
を
養
成
し
た
。
コレジオ（学院８示囚・）………………………………生徒に日本語やラテン語文法のほか、神学・宗教学・民族学・哲学などをまなばせた。
日
本
に
新
た
に
赴
任
し
た
宣
教
師
に
日
本
語
を
学
習
さ
せ
、
ま
た
必
要
な
学
術
を
さ
ず
け
た
。
そ
の
他
、
宗
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ヴ
ィ
ズ
ィ
タ
ド
ー
ル
’五七九年七月一一十五日（天正七・七・一一）、巡察便アレシャンドロ・ヴァリニャーノが来日した。かれは島原半島の南端のロノ
津において、宣教師会議をひらき、布教のいっそうの発展のために一大計画をたてた。かれは日本の布教区を、
ついで一五六一年（永禄四年）豊後の府内に初等学校が設けられ、十歳前後の少年たちが毎日、四、五十名ほど白衣を着、十字架を
胸
に
か
け
て
学
校
に
通
っ
た
。
少
年
た
ち
の
教
育
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
、
修
道
士
の
ギ
リ
エ
ル
メ
・
ペ
レ
イ
ラ
で
あ
る
。
かれは多年にわたってキリスト教の教理（ドチリナ・キリシタン）をおしえたが、子供たちの学習能力は高く、かれらは日本語とう
（閑）
テン塞胆でそれをわずか数ヵ月のうちに習い覚えたという（フロリス『日本史』）。
ド
チ
リ
ナ
またこのころ、平戸において子供たちに教理をおしえていたジョァン・フェルナンデス修道士によると、生徒たちは「パーテル・ノ
ステル」「アヴェ。マリア」「クレド」「サルヴェ・レジーナ」などをラテン語で覚えていたというし、死者を埋葬しに行くとき「ミゼ
（的）
しし（詩篇五○）」「ヴェニ・クレァトール・スピリトゥス」および連祷も暗記していた（フロイス『日本史』）。
ラテン語の発音そのものは、けっしてむずかしくはないが、少年たちは容易にそれになじんだ。しかし、文法のほうは学ぶに困難が
あったかとおもえる。教理内容は、ラテン語と日本語で譜調させたというから、子供たちはおそらく頭から九暗記したものか。
また有馬の子供たちは、「主、述べたまう」（ロ凶（ＤＣ目目⑩）、「祝せられ給いし者」（団のロのｓｏ白の）、「子らよ、讃えよ」（Ｆ且日の
目の口）、「讃美せよ」（三猪口風８庁）、「打ちひしがれしイスラエルにて」（旨の〆冒閂の『四の｝）、「（われら）を憐れみたまえ」（言の①『の『の）、
（加）
「アヴェ・マリス・ステラ」（少ぐの日日】②の芹の一一四）などの讃歌をラテン語で歌うことができたという（フロリス『日本史』）。
（町）
七
月
の
｝
」
と
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
場
所
は
周
防
国
の
山
口
で
あ
っ
た
。
日本においてはじめてキリスト教の教理をおしえる学校が設けられたのは、ザビエルが来日して二年後の一五五一年（天文二十年）
＊ 
教書（キリシタン版）、語学、文単書の編纂と刊行をおこなった。
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ふだんの食物は、白米を主食とし、汁と魚、その他の菜。日曜日と祝日には、｜皿多く出し、果物かなんらかのごちそうを供する。
食事のあいだ、生徒は日本語の読物とラテン語を人に読んでもらって聞く。
生徒は畳のうえで寝る。夜通しローソクをともす。夏は一週間に一回、冬は二週間ごとに入浴する。ときどき川か海に泳ぎに行って
修
道
院
に
は
、
四
、
五
十
名
の
少
年
が
宿
泊
で
き
る
し
生
徒
は
、
日
本
文
字
の
読
み
書
き
、
ロ
ー
マ
字
を
習
い
非キリスト教徒の著書を読ませないようにする。
ヴァリャーノは、第一回目の視察をおえて日本を去る直前の一五八二年二月、「神学校内規」を作製し、発令するのだが、これは当
ノ
ゲ
イ
シ
ソ
時の学林での見習い修道士の生活がどのようなものであったかを明らかにしている点で興味ぶかい。
の一一一教区にわかち、各教区に、神学校上
校
を
、
ま
た
豊
後
の
府
内
に
学
院
を
設
立
し
た
。
ト（胴服）をその上に着用する。
は
、
若
い
身
分
の
あ
る
者
だ
け
と
す
る
。
下
〔
肥
前
〕
（
大
友
領
を
除
い
た
九
州
一
円
か
）
（、）
セ
ミ
ナ
リ
オ
コ
レ
ジ
オ
ノ
ピ
シ
ヤ
ー
ド
の一二教区にわかち、各教区に、神学校・学院・修練所などの教育機関を分散して設けることにし、まず肥前の有馬と近江の安土に神学
モ
ノ
コ
ル
デ
ィ
オ
才能のある生徒は、クラヴォ、一弦琴、ギターＩその他の楽器の演奏をまなび、教会の祝祭を盛んにする。
か
た
び
ら
生徒はこざっぱりとした服装をせねばならない。屋内では、青い木綿の帷子（ひとえもの）を着る。戸外では、青い衣服と黒いマン
生徒の直接の長は、修道士であり、全権を託される。修道士は、生徒に規則を守らせ、外出のさいには同伴する。
入信は両親の希望と生徒本人の意志による。永久に教会に奉仕する者だけが入学を許可される。生徒は剃髪する。入学を許可するの
その大要をつぎにのべてみよう。
誰豊後シモ
五十名の少年が宿泊できるようにする。祭壇を美しくかざり、畳は毎年とりかえる。生徒は机といすで勉強する。
の読み書き、ローマ字を習い、ついでラテン語の文章論、道徳、音楽、唱歌をまなぶ。アリストテレス、その他、
［ 
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しかし、ヴァリャーノの方針にそってはじまったラテン語教育は、はじめあまり成果をあげなかったようだ。その理由はいくつか考
は
ち
ら
お
セ
ミ
ナ
リ
オ
えられるが、たとえば八良尾（島原北有馬町西正寺名ハ尾屋服田）の神学校のばあい、当初、日本語とラテン語にじゅうぶんに通じた
宣教師がいなかったし、印刷機によって刷られた教科書がなく、生徒は教師がもっているラテン語の聖書や原書を筆写せざるをえなかっ
た。それは辛気なしごとであった。
午後一一時から一一一時まで、楽器の演奏、唱歌を練習する。残りの時間は、休養をとる。三時から四時半まで、ふたたびラテン語の教師
のもとに行く。このとき教師は、生徒にラテン文を一つ書かせ、また何か他の文章を朗読して聞かせる。五時ごろまで自由時間とする。
五時から七時までに夕食をとり、そのあと休養をとる。七時から八時まで、ラテン語を学ぶ生徒のために復習がおこなわれる。
午後八時に反省をし、夕べの祈りをしたのち就寝する。土曜日の午前中は、その週に学んだラテン語の復習に専念する。日曜日と祝
日は、食後、別荘に行って休養をとるか自由とする。夏季、ひじょうに暑いときは、校長の判断で、生徒を勉学から解放してやり休養
（ね）
をとらせる。
夏季は、午前四時半起床。司祭とともに祈り、五時ごろおえる。冬季もおなじ。ただし一時間おくらせることもある。
ザ
シ
キ
お祈りのあと、ただちにミサ聖祭に与かる。ついで主瀧文を唱え、六時まで座敷をそうじする。六時から七時まで学課の勉強。幼少
の者は、ラテン語の単語をまなぶ。七時から九時まで、ラテン語の教師のもとに行き、宿題をみせる。暗諭したことをおぼえ、教師が
読み聞かせることを聞く。生徒は下級生を試問したり、かれらが書いた答を訂正してやる。
午前九時から十一時のあいだに食事をすませ、休養をとる。十一時から午後二時まで、日本語の教師が課す、日本語の書簡をしたた
める。
もよい。生徒は家族の家隆一
神
学
校
の
時
間
割
に
つ
い
て
。
生
徒
は
家
族
の
家
に
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
＊ 
(22）１５９ 
日本洋学史
しかし、ヴァリャーノが第二回目の巡察のために来日した一五九五年（文禄四年）になると、生徒たちはマカオから舶載された印刷
機によって刷った教科書が使えるようになり、ラテン語の勉強はすこし楽になった。だからそれまでに見られなかったほどの進歩をみ
（祠）
日本各地において印刷された語学書や辞書は、つぎのような４℃のである。
これらのキリシタン版は、日本人がポルトガル語やラテン語をまなんだり、あるいは宣教師が日本語をまなぶさいの教科書や参考書
として編さん刊行されたものである。
（ね）
せた（「一五九一二’四年度の年報」）。
＊マノエル・アルヴァレス両目目：ロの］尉缶］ぐロュ『ラテン語文典」ロの「冨勲旨戴○菖⑩。『§§ロ斡○ロト（ミゴ⑤駒ｇ員信員（。員冒のロロ漏賜凰
冒討包ミミ・』目已・員日……………………一五九四年（文禄三年）天草のコレジォで刊行。
マノエル・アルヴァレス冨自Ｃの］シ］く日の、箸「ラテン・日本・ポルトガル語規則動詞変化」ｏ○尋《にｐａＣａＣ功烏さ・ぃ『愚ミヨ⑤②Ｑヨト§ミ．
」ｇｏ愚鈍⑮ざ軋量西鳥Ｎ：…・’五九四年（文禄一一一年）天草のコレジォで刊行。
＊『ラテン、ポルトガル、日本語対訳辞典』ロ賃一・首ａミミドミ冒○ト易冒ミミミ、ロミ』ｇｏ員・ミョ§」言。『ご恩（ｎ頁のｌへご賞己。｛ミミョＱ
鳥目ご愚ミヨ…………………………………一五九五年（文禄四年）天草のコレジォで刊行。
（泥）
「蘭日辞典」ごＯＢワロ一回１ｏ８－ごｍ５勺。『旨い口８口：ｐ…棄教者がつくった稿本。
『日葡辞典」『Ｃｓ盲冒戴・へ：冒陶○口§」ｇミミ８冒且Ｒ冒冒８。⑱ミ始ゴコ侭息切司冒已。「（更、§②串）目『⑤⑭．
……一六○三年（慶長八年）長崎のコレジォで刊行。
ヴァリャーノ編『日本のカテキズモ』ｏｇの○三ｍロ】く⑪○ず１，冒目の臣の旨ｐｃく・ぐの１国⑪……一五八○年末から八十一年（天正八年末～同九年）
にかけて府内のコレジオで編さんしたもの。
ジュアン・ポニファチオ］ロ自国◎己｛四ｇｏの．］・著『キリスト教徒子弟の教育』○冒詠曾員、へ：』苫②昏員『・……一五八八年（天正十六年）刊
＊ドュアルテ・デ・サンデロ巨寓の。①の四目のの．］・箸『遣欧使節見聞対話録』Ｃ③ミ厨いざ鳥一品目・ミミ旨已§§切冒ミ……一五九○年（天正十
八
年
）
刊
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いまかかげたキリシタン版のうち、ドュァルテ・デ。サンデの『遣欧使節見聞対話録』は、遣欧少年使節らが帰国の途次、マカオに
（泥）
滞在ちゅう、巡察便ヴァリニャ１ノが中国伝道の長老サンデに命じて、使節記をラテン語で書かせたものである。８
サンデはただいわれるままにラテン文を綴っただけで、じっさいの著者はヴァリニャーノであったようだ。本書は稀書であるが、ポ
し
げ
と
も
ルトガルのリスボンの国立図書館や国内の各文書館にわずかながら架蔵されている。東洋文庫にも一冊、戦前に幸田成友（’八七二一～
’九五四、昭和期の経済史家、文化交渉史家、露伴の弟）によって将来されたものがおさめてある。
日本においては、いろいろ制約があるため、キリシタン版の現物をじっさい手にとって見ることは容易ではない。が、わたしはポル
トガルのエヴォラ（リスボンの東一○九キロに位置する町）の公立図書館で同書を実見できた。
昭和初期に欧州留学ちゅうの幸田成友も同書をこの町でみている。エヴォラ本は、ヴェラムの元装本である。世界各地にある数少な
いキリシタン版は、再製本したものがほとんどであるが、元装のまま見ることができるのは珍しい。
エヴォラ本は、扉にすこし欠損があったり、本を閉じるための皮ひもが二本ともなかったり、虫くいが随所にみられるが、全体から
みると、状態はひじょうによく、まるでつい最近刷ったような印象をあたえる。本の天（あたま）および小口（書物の背の部分以外の
三方）は、紫色で塗られているが、その色はいまではややあせている。
本の大きさは、たて汕叩、よこ唖、。厚さは約２ｍ、四六版である。本文は四一二頁。索引と正誤表が一二丁（二四頁）ある・用紙
は中国紙を用いており、印刷はじっに鮮明である。が、本文の六頁から一一一一一一頁までと、一一一一六頁から一一二八頁にかけてところどころ虫
『ロドリゲスの日本文典」』『忌目口魯、。ｐ烏冒１ｓロミ§愚・的日已③』Ｓ一雨高『⑤ごロ○用・巳司碕層偶幻ミ侭爵②：。ｇローヘミ冒烏行②ご旦貫＆ミロ
⑱ミミ⑭』『ミご“・………………………………’六○四年（慶長九年）長崎のコレジオで刊行。
＊マノェル。パヘット田》琶冒鳥岩き□§⑤ミヨ著『聖教精華』国・“、島曾『、荷『針目誌・菖忌②旨冒⑮貴（のＣＣｇミミ『・巴」ヨ⑭崎ミミ詞
弔）富・“Ｃ葛３旨ミ目剴冒の“鳥員ｌ旧新約聖書、教会の博士、すぐれた作品から精選した詞華集
……一六一○年（慶長十五年）長崎のコレジオで刊行。
(24）１５７ 
日本洋学史
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
わたしは一五七一一年刊の初版を見ていないが、英国図書館においてあと版を八冊、じっさい手にとって見る｝」とができた。同図
書館に架蔵されている、いちばん古いものは、’五九九年（慶長四年）版である。
同書はヴェラム装丁の本である。本の大きさは、たて加叩、よ｝」ｕ叩。厚さは約五ｍである。本文は七四○頁。索引と正誤表が約五
くいがみられる。刊行年は一五九○年（天正十八年）、場所はマカオのコレジオである。
マノエル・アルヴァレスの『ラテン文典』は、一五七二年（元亀三年）にリスボンで刊行されるとすぐに好評を博し、イエズス会の
学校はこぞって同書を教科書として採用した。この文法書は、各地において続々と版をかさね、その略本を含めると、一五七○年代に
（両）
十五種、’五八○年代に十七種、一五九○年代に一一十種の刊行をみ、十七世紀以後はますます盛んとなり、総計三百種類にもなるとい
○余ある。
ごつ。
同
所
の
タ
イ
ト
ル
は
、
伊閂国冗員『幻向の。
』三日。ｚ旨く向いＦ固の臣両
帛
ｚ
両
国
。
”
両
Ｚ
巴
シ
ｏ
シ
○勺向幻鈩
因
冨
冨
シ
ヱ
ご
シいくシ冗局の○○円両，
□
向
冒
の
ロ
『
『
『
『
○
三
国
の
幻
鈩
三
三
シ
ヨ
○
少
司
少
目
向
目
印
「
倭ロ日一・伜三口、
同国○幻シロ
ご向いＦ固の臣ロメ同シロロ宮、○口向『シ弓同旨同のご
（両Ｚ巴シｏシロロご畠毎勺宛シ向田同○弓自の『ごロ『。”ご富
一二口、〔『四二・
ご
向
い
閂
の
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内容は、名詞の語尾変化や動詞の活用にはじまり、ギリシャ語の動詞とそのアクセントについての解説でおわっている。
またエヴォラの公立図書館には、天草のコレジォで刷ったアルヴァレスの『ラテン文典』（一五九四年Ⅱ文禄三年刊）が、貴重書と
して架蔵されている。わたしは日本では容易におめにかかることのできぬ元装の天草版と同所で出会えるとは、夢にもおもわなかった・
が
ん
ぴ
この文法書はこげ茶色の皮装であり、本の大きさは、たて繩、、よ｝」噸、。厚さは躯血である。用紙は「鳥の子紙」（雁皮Ⅱじんちよ
と
り
うげ科の落葉低木の樹皮で製される上等な和紙の一種）である。紙ぜんたいは、淡黄色をしている。ノンブルはなく、七十一頁が最終
あ
だ
ま
こ
ぐ
ち
ページか。天と小口に朱色が塗ってあるが、色あせている。
同
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
である。 同ｘＯＥｐ①ロ呉向日日四口口の】この伊望『口弓竜ロｏｍ３ｂゴ■の。
２日菌２－厨（の旨Ｃ巳⑩一【ｏ『昌員伜。ａ曰
（大意）イエズス会のマノェル・アルヴァレスの文法入門（三巻）。
Ｑ 
エヴォラの同学院において、アントーーイ・フェレシがさし絵を入れ増補した’もの。
詩歌の印刷技術者エマヌェルが、一五九九年エヴォラにおいて司教の吟味をへて刊行。
固
冨
冒
し
ｚ
ご
同
‐
ロ
の
シ
い
く
シ
幻
自
国
、
○弓両目シ弓向同いく
□両目ｚの目自『ぐ『『。ｚ向
シいくシ幻自国の○‐
富・ロ〆Ｑ〆．
の
詞
シ
冨
冨
シ
ゴ
○
ン
伜。ａご口『】】。
(26）１５５ 
日本洋学史
み
ぞ
エ
ヴ
ォ
ラ
本
は
、
あ
ま
り
状
態
が
よ
く
な
く
、
溝
（
本
の
細
長
ノ
、
く
ぼ
ん
だ
筋
）
か
ら
皮
の
表
紙
が
と
れ
て
い
る
。
鳥
の
子
は
、
や
や
厚
手
の
し
っ
か
り
と
した紙だが、各ページの活字を手でさわると、浮き上がらせるように刷ってあるような印象をうける。
た
だ
お
Ⅱノスポンの初版本と天草版とを比較した土井忠生（一九○○～？、昭和期の国語学者）によると、前者は通巻二四九葉、後者は一七
、
、
（
耐
）
○
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
草
版
本
は
抄
本
だ
と
い
う
。
天
草
版
本
は
、
初
学
者
の
こ
と
を
考
慮
Ｉ
し
て
、
用
語
と
し
て
は
ラ
テ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
日
本
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
と
く
に
動
詞
の
活
用
表
に
は
ラ
テ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
以
外
に
日
本
語
が
そ
え
て
あ
る
。
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
『
ラ
テ
ン
語
文
典
』
は
異
本
も
多
い
が
、
み
な
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
よ
う
な
小
型
本
で
あ
る
。
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
ラ
テ
ン
語
の
文
法
書
以
外
門
口
の
み
で
あ
る
。
エヴォラ本は、
である。
アルヴァレスの『ラテン文典』の所在がわかっているのは、エヴォラの公立図書館とローマのアンジェリカ文庫国昌・岳の８缶呂の］‐
（
大
意
）
イ
エ
ズ
ス
会
の
マ
ノ
ェ
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
文
法
入
門
（
三
巻
）
。
胃三○○ＰＰ向のロｏＰｇシ○ご‐
の同Ｚ田の○口向日シ曰自の自固の
、『三『句シ○ご伊弓シ日向のぐ
Ｐ閂国幻胄目幻向の。
日
本
語
の
解
説
に
は
、
動
詞
の
活
用
を
添
付
し
た
。
長
老
の
許
可
を
え
て
一
五
九
四
年
天
草
の
イ
ェ
ズ
『
シｚ三○三・□・涛○閂皀。
○。。ご恩二。ｐ］すこのｍｏ８ｍ⑩芦一員の『□『の菌三．
目四ｂｂｏｐ］ｏ口 ① 
自固のこ
のこ宅向宛閂。”『三・
五
九
四
年
天
草
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
で
刊
行
。
154（27） 
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ア
に、「作詩法』噌辺「Ｃ８ａ旨》へ営買用・殉．、》ヨ§鳥｝」（ご日§烏一・Ｑ）一言》§旨（】①青い鼠８菖帛叩式昌一の四Ｐ。⑮『己⑮日記§』ロ』冒已「§冒烏冒
騨巳［富この『風（】（貝・崔司・員壇のような本を著したが、わたしは後者の一七六四年版（ヴェラム製、岬⑪×肥、。厚さは順、。一一七○
頁）を先年、ョ１ロッパ滞在ちゅうに古書で求め愛蔵している。
『作詩法』ついていえば、英国図書館は一六三二年版（初版７）を一冊もっている（ヴェラム製、岻叩×師叩。厚さは約１叩。一五
同書は、’六一○年（慶長十五年）長崎のコレジォにおいて印刷されたもので、わが国のイエズス会の学林におけるラテン語教育の
発
展
に
大
い
に
資
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
る集
。、
九頁）。
しかし、
た
て
羽
興
れている。
ロのｚの丘国滉口）の旨（『ｏロロ。ごＣ口の⑪旨い（
い
た
が
、
な
か
な
か
め
ぐ
り
会
え
な
か
っ
た
。
プロスクリ（釦）
マノェル・パヘットの「聖教精華』は、ポルトガル生れのイエズス会士マノェル・パヘットが、新旧両約聖書やギリシャ・ローマ
の著名人の著書から文章を抜いて編んだ、一種の名家文集である。
アリストテレスの「エティヵ」、セネヵの「書簡集」、エウリピデスの戯曲「ヘラクリーデ」、シーザーの「ガリア戦記」、キケロの論
巣、その他ローマの詩人パージル、ギリシャの詩人ホーマー、哲学者プラトンなどの詞章がアルファベッド順に排列し、採録されてい
表題には、
中世におおく用いられたラテン語文典は、ポルトガル人アルヴァレスのものと、スペイン人アントニオ・デ・ネプリハ（シ員・己。
（ね）
一Ｚの丘国箇）の旨（『。：且○口の⑪旨い回冒目〕○日目ご目・のロ（『ラテン語文法入門』）だという。わたしは後者に久しく興味を抱いて
同書をエヴォラの公立図書館で寓目する機会をえた。それはこげ茶色の皮装丁の本二七三九年版）である。本の大きさは、
よ｝」唖叩。厚さは約妬叩である。状態はわるく、虫くいとしみが多い本である。総ページは一一一一九。細字がぎっしり印刻さ
(28）１５３ 
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｣U得岬･
匠ＩＭＩ血騨但′鶚ミー“揖函I1Mm製（鵯ミー須会）Ｊｕ慨批やく週里如｜塵店縫扣暮ﾄｰﾉﾆi､｡。縛裡」迪滞二)Ｊｅ叩係ＮＭｍＷ鶚ミー額ミヘj国骨
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胸抑室皀'帯u二目'1,1t似空目Ｍ岬｡俶竝lROl皿('牒忘抑郷艸･旺戦mIFqHu細≦'川畑'川酬､/艸型
圏ｅ鱈筌鐘心暑岬。
田齢縫粁、
（争薗）斡中［
ｌ
ラ
テ
ン
語
、
ポ
ル
・（硯）
をみせ壱じれたという。
（蹄）
宝永五年八月一一十九日（一七○八・’○・一一一）のことである。大隅国屋久島（現・鹿児島県屋久町）という円形の島に、身のたけ
ざ
か
や
き
が五尺、八、九寸ほどの色の白い、黒髪の鼻の高い男がやってきた。その男は、［ロ本人とおなじように月代を剃り、和服を着、腰には
（別）
表紙の前後に、ポロポロの日本手紙が数点張りつけてあるが、これについてはすでに研究紹介されているのでこ｝」ではふれない。
（配）
東洋文庫の蔵本は、大正八年（一九一九）にハーグの書店マルチヌス。、ネイホフの「カタログ」にのったものを求めたものだが、皮
ケース（蠅叩×躯、）に収まっている。元装本ではなく、うす茶の皮で再製本したものである。本の大きさは、たて繩、、よ》」Ⅳ、。
マ
ー
プ
ル
厚さは犯叩である。天と小口は黄色ノ、ぬられ、ところどころにピンクや紫色の水玉がみられる。
一五九五年（文禄四年）に天草のコレジォで刊行された『ラテン、ポルトガル、日本語対訳辞典』は、イタリア人アンブロジオ・力
（脳）
レピノシ目す『・の】。ｏ四］のロヨｐシ日す『・の］ロの○四一の口目の（ラ）が編んだラテン語辞典によって成ったものであるが、この辞書と関係した
来
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
ろ
っ
て
お
こ
う
。
十七世紀の中ごろ’’六五二年二月十一日（慶安五・一・二）、オランダの遣日使節アドリァンラァン・デル・プルクに随って
参府旅行をしたスウェーデン人ウーロフ。エーリクソン・ヴィルマン（一六二一一一？～一六七三？、オランダ東インド会社勤務）は、江
戸において献上した地球儀と地図のことを教えるために大目付井上筑後守宅をおとずれた。そのとき井上から、ポルトガル人がギムナ
ジ
ウ
ム
と
印
刷
所
を
置
い
て
い
た
天
草
で
刷
っ
た
、
そ
の
折
、
ヴ
ィ
ル
マ
ン
は
、
こ
の
》
井
上
筑
後
守
が
、
大
目
付
と
な
２
に
私
蔵
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ヴィルマンは、この辞典はキリシタン屋敷が、キリシタン信徒から没収したものにちがいない、とおもった。
（鯛）
守が、大目付となったのは寛永九年（’六一一一一一年）のことであり、キリシタン支配をかねていたから、没収した同書を秘か
＊ ポルトガル語、
日本語の三カ国語辞典。
(30）１５１ 
日本洋学史
この辞典は、安永年間（一七七○年代）まだ長崎に一冊はあったようで、スウェーデン人、カルル・ペーター・ツンベルグ（一七四
三～一八一一八、出島の医官、一七七五年来日）は、通詞宅に珍蔵されていたことを伝えている。
ツンベルグは来日した年の秋ごろより、蘭通詞を相手として日本語の勉強をはじめるのであるが、まだ当時蘭和辞典のたぐいはなく、
外国人が日本語をまなぶときに役立つような辞書はないか、通詞に探索させた。するとその通詞は家宅から、こんなものが出てきた、
といってツンベルグに書物を二冊みせた。
そのうちの一冊は、
かれが携帯していた辞典というのは、古賀説』（柵）
と
だ
が
、
本
当
は
『
日
羅
辞
典
』
で
は
な
い
か
と
い
う
。
が、日本人らしからぬ容貌やことば使いに島民からあやしまれ、ついに役人に捕えられた。その怪しい男は、布教のために鎖国下の
日本に潜入をはかったイタリア生れの宣教師ジュアン・パプティスタ・シドッティであった。
同年十一月、かれは長崎をへて江戸におくられると、小石川の切支丹屋敷に幽囚の身となり、正徳五年十月二十一日（一七一五・｜
（碗）
一・一六）四十七歳で病死した。遺骸は屋敷裏門わきに埋められた。
シドッティは、日本に渡来するさいに、洋書を八冊ないし十一冊もってきたが、その中には「デキ》ナアリョムといふ。これ我国の
ことばをしるして、彼方の語を以て翻訳せし所也」（「西洋紀聞」）といったものがあった。
かれが携帯していた辞典というのは、古賀説によると、『ラテン、ポルトガル、日本語対訳辞典』（一五九五年、天草版本）というこ
日
本
刀
を
さ
し
て
い
た
。
幻シ○ご『○門「・
旨ｚｏｏＦＰｐＯ】。『シ勺。‐三円○○の○○自国目シ日田
○黄言一口○員冒慰め量Ｃ○武ミ罠ミ．
帛向のぐ．
150（31） 
Ｉこの本は、日本語錘であってポルトガル語は一語もありません（山田珠樹訳註『ツンベルグ日本紀行』雄松堂書店刊）．
ツンベルグが見た同書は、漢字ヒラガナまじりの漢和辞典である。’五九八年（慶長三年）長崎のコレジォで、美濃紙一○二葉に刷っ
と、表題紙にあるもので、通詞は両鈩○ぐ『○瞬くの文字をオランダ語に訳すことができなかった。
八
八
三
年
（
明
治
十
六
症
書館に収まっている。
ク
オ
－
卜
（肌）
通詞がみせたもう一冊のほうは、和紙に印刷された四シ折版（約別叩×釦叩）であり、表題紙がな／、、手すれており、一方の角は焦
げてさえいた。ツンベルグは、表紙がなかったので、何年に印刷されたものか分からなかったが、「序文」によって、ヨーロッパおよ
び日本の教友会の。：百⑪句『ｇ『目〕固員・ロ・の⑩の一『目］の（］目・日。『目］が協力して日本で刷ったことを知った。
表紙と誤植訂正表をのせたさいどのページを除くと、九○六頁あった。
「この本は一人の老人の通訳が持っていたもので、この通訳はその祖先から受け継いだものである」（「ツンベルグ日本紀行』）。
（卵）
ツンベルグは、同書をみたとき、すぐこれは稀槻本にちがいないとおＪＤった。
通詞は、この本をひじように貴重視していて、ツンベルグがいかなる額の金を提示しても、またいかなる品物を贈っても、ゆずろう
ツ
ン
ベ
ル
グ
が
見
た
同
書
は
、
漢
字
ヒ
ラ
ガ
Ｌ（鯛）
た４℃ので、現存する最古の国字本である。
と
は
し
な
か
っ
た
。
通詞はいった。
ち
な
み
に
ア
ー
ネ
ス
ト
。
Ｍ
・
サ
ト
Ｉ
（
’
八
四
三
～
一
九
一
一
九
、
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
書
記
官
）
は
、
シ
ャ
ム
総
領
事
と
し
て
日
本
を
去
る
前
年
の
一
（卵）
八一二年（明治十六年）、同書をイギリスに持ち帰った。サトゥは、日本在勤ちゅうにこの『落葉集』を購求したらしく、いま英国図
（『落葉蘂」’’五九八年、長老の許可をえて、日本のイエズス会のコレジォにおいて刷る）
シｚ三○富・ロ・〆。ご閂戸
(32）１４９ 
長暮掻くＨ１-,Ｐ杣騨.負い製匝纐ｅ蝋鍋通’（Miloe品,､禅IuB(型,Q」二④eIU掲岬。
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(.K繩）『トハ炳口鷺ＭＲ・侭△?Ｕ－､ｅ榊蜘長`⑮躍Ｒ製小'トハ・鴇ミニ悪ミ・ロ畏鵬鐺雪｣一署叩．＜WAjsP俎囮仰叩幅や碍締一旺二心唇
靭二③ｅ逆知蜜-〕役。１Ｗ八Jｅ瀧欝ｅ掴奮’当口誤⑨ｅ′瀧坦靭幻Ｗ膣'照袈③ｅ･匝繩型’’1,1ぃ鵬ｅ箪旺寵蛍蝿議ロ辿柵揮蜀、特髄
曽GRb種'⑩詣国骨繩纈扣①里朴踵,(ｗ十・､蝿、一口夢ｒ＜負`o鈩冨歴扣縛’畠嘉`い辿睡髄押碍塁,Ｒ蝿I・褐いい､．－１閂頁旧貯’、凶榊ｅ
紺にＷ,Ｎ１Ｊ’、骨ｅＨ<柵辿碍蝿やＨ斌武〈Ｍｅｎ△?Ｍﾏﾕ鵯二ｌＪ淳仁。
田鵜投骨、
（③釦）②》［
ll-pF:HごMt＋（Ｋ蝉田1t+）ｕＨ<糊ｅ、」Ｍﾏ１°這いい｣ｅ『'Ｎい’語ミニｆＲミ′□將鵬茨扁鍵罫』逆'
正誤表………………二頁
（Ｍ） 
から成り、ラテン語の見出しに対して、ポルトガル語とローマ字つづりの日本雪胆（鎌倉、室町時代の語をも含む）で語句の意味をあた
（妬）
えたもので、全部で九○九頁ある。見出し語の数は、一一一一一○○○を超えるという。
一八七○年（明治三年）、長崎の大浦天主堂の司教ベルナール・ターデ・プティジャン司教（一八二九～一八八四）は、この天草版
の辞典からポルトガル語をすべて削除し、新たに『羅和辞典』を編み、ローマで刊行した。わたしは同書の原物を上智大学のキリシタ
ン文庫でみたが、表題には、
付
録
…
…
…
…
…
…
…
四
頁（肥）
本
文
…
…
…
…
…
…
…
九
○
一
頁
読
者
へ
の
「
序
」
…
…
二
頁
ごロ厨□『】日ご目】曰四口□回冒ヨヨショロ○口の凹冒ＤＣ
の。。】の国毎の目の②巨目ロ。□○日ご】富・ｐＨＯ・『．
Ｐ向滉冒ｏｏｚ
Ｆシ曰閂ｚｏ占鈩勺。ｚ旨○口ご［
ロ
ロ
句
用
○
二
勺
目
ロ
富
国
○ご閂曰】『□い□の
閂澤。ご◎口凹ユ巨回】伊凹毎コ◎０口、洋画口旨巨『ヨ回、ロロロ○口】ｎ口目
ロ扇□『】日ご目】曰四口□回冒ヨヨレョロ○口の凹旨○．二の四．毎℃。ｐ旨。
０
●
 両三局ヱロシ弓己三シ『Ｃロロシロ○日□二
ぐ自○缶幻『。シ祠○ｍ目。Ｐ【○閂シ句。ｚ冒少向
ｚごｚＯＣ向三口○
両三ロヱロシ弓己三シ『Ｃ〔 因潴○勺国幻向
(34）１４７ 
日本洋学史
プティジャン師は、一八六九年（明治二年）フィリピンのマニラにおいて、キリシタン版の『ラテン、ポルトガル、日本壷坦型鞭呼典』
（’五九五年）を発見し、それを日本に持ち帰り、翌年ローマにおいてこの『羅日辞典」Ｆの凶８．匠冒・‐百℃・日日日を出版した。
こ
の
辞
典
を
編
む
と
き
依
拠
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
辞
典
は
、
惜
し
い
こ
と
に
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
に
横
浜
教
会
が
火
災
に
あ
っ
た
と
き
、
失
わ
れ
（舵）
、
、
たらしい。なお、英国図書館には、プティジャン師の『羅日辞典』が一一冊ある。
とある。
とあった。
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
育
機
関
が
い
ち
ば
ん
機
能
を
は
た
し
た
の
は
、
天
正
・
文
禄
・
慶
長
の
約
三
十
年
間
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
明
智
光
秀
の
謀
反
に
よ
る
安
本の大きさは、たて〃叩、よ》」四ｍ。厚さはＭｍである。総ページは七四九である。扉のうらに、
セ
ラ
レ
シ
拉
典
葡
萄
牙
及
日
本
語
辞
書
ヲ
麻
尼拉ニテ発見シ之一一多少ノ修正ヲ加ヱテ明治
三年羅馬呈於テ印刷セル者也
本
書
ハ
後
奈
良
天
皇
天
文
十
四
年
肥
後
国
ママ
天草二於テ耶鰊会修士等ノ手呈和訳
（
大
意
）
「
羅
日
辞
典
」
ｌ
天
草
に
あ
る
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
、
’
五
九
五
年
に
さ
い
し
ょ
に
印
刷
に
付
さ
れ
た
「
零
日
辞
典
」
の
タ
イ
ト
ルをもつ著作から借用したもので、日本の使徒の代理人によっていま新たに剛正し増補したもの。
＊ 
146（35） 
土の擾乱や秀吉の禁教令などの余波をうけて、各地にあったイエズス会の学林は、たびたび併合と移動をくり返さねばならなかった。
さらに追い討ちをかけるように、慶長十九年（一六一四）、キリシタンの大迫書がおこなわれ、宣教師や信徒がマカオやマニラに追
、放され、イエズス会による宣教師養成のための教育もついに終えんをむかえ、天主堂（教会）や学校などことごとく破却された。
げ
ん
き
元亀元年（一五七○）の春、ポルトガル船がはじめて長崎に来航Ｉした。そのときポルトガル人は、長崎が良港なることをはじめて知
るのである。「航路ノ瀬方（場所）ヲサグリ、海ノ深サ、浦（入江）ノ景色ヲ見ルー、瀬（急な流れ）ナクシテ、海深シ」（「長崎草創
の事」「大村家覚書巻三」所収）。ポルトガル人は、地頭長崎甚左衛門と来年より来航すべきことを約束し、交易したのち帰航した。
領主大村純忠は、貿易をゆるし、市街をひらくために翌年一一一月、家臣の友永対馬を長崎にっかわし、この物寂しい漁村の地割り（土
ぷ
ん
ら
（ｗ） 
地の区画）をはじめ、島原町・大村町・外浦町・平一戸町・文知町・横瀬浦町をつくった。
当時の長崎は、草の生い茂った野原であり、丘陸地にはうっそうと茂った樹木がみられるところであった。そのような寂しい土地に、
（船）
わずか六町より成る小さな街ができた。天正から慶長年間（一五九○～一六一○年代）にかけて、住民もふえ、人口五千人ほどの町に
ポルトガル船は、
年
（
一
五
七
一
）
よ
り
なった。
長崎のポルトガル通詞。
そ
の
ざ
肥前国彼杵郡長崎は、↓
水
深
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「深江浦」
と
い
っ
た
。
＊ 
天文年間に種子島に来航してから二十八年のあいだに福田浦、横瀬浦その他の港と出入りしたのであるが、元亀二
も
と
の
名
を
(36）１４５ 
日本洋学史
幕府はこのときの苦い経験から、キリスト教禁制をいっそう強化する必要にせまられた。原城の乱のとき、出島のポルトガル人は、
叛徒とはなんのかかわりも持たなかった。しかし、禁教を遂行するうえで、天主教国との交通を断絶するのが良策との判断から、幕府
は寛永十五年（一六三八）八月、太田備中守を長崎にやり、出島のポルトガル人に通商禁止の命をつたえ、在住者は日を期して国外に
（川）
退
去
す
る
よ
う
命
じ
た
。
この年、幕府は長崎においてポ”
『
長
崎
実
録
大
成
第
七
巻
』
所
収
）
。
（原城の乱）。
そ
し
て
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
長
崎
に
諸
国
商
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
（閑）
長崎のポルトガル人は、自由に町内に散らばって住み、日本人と交際し、また日本人女性と同棲したり、婚姻関係をもったりしたが、
（川）
中には子供をも診つける者もいた。こういった雑居状態は、ポルトガル語の修得を大いに促進した。
し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
町
内
に
日
本
人
と
雑
居
を
つ
づ
け
る
の
は
弊
害
が
多
い
と
の
理
由
か
ら
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
幕
府
は
町
の
豪
商
二
十
五名に命じて、江戸町の沖に人工島（’’’九六九坪）をつくらせた。同十一一一年（’六三六）それが完成すると、ポルトガル人はみな市街
の
散
宿
を
禁
じ
ら
れ
、
そ
の
「築島（出島と
に移住させられ、
に入港するようになり、ここを唯一の貿易港とした。
寛永十四年（’六一一一七）十月、突如、島原と天草においてキリシタンの反乱が勃発し、幕府は翌年二月末ようやくそれを鎮圧できた
第七巻』所収）。
表
門
に
は
番
人
を
お
き
監
視
さ
せ
、
商
用
で
出
入
り
す
る
者
以
外
は
、
い
っ
さ
い
往
来
を
禁
じ
ら
れ
た
（
「
南
蛮
人
出
島
一
一
令
在
往
事
」
『
長
崎
実
録
大
成
み
な
と
「長崎湊」幕府は長崎においてポルトガル人の子として生まれた男女二八七名をマカオに追放した（「蕃人ノ種子阿鳩港一一被相渡事」
こ
の
島
に
か
ぎ
り
在
留
を
ゆ
る
さ
れ
た
。
144（37） 
さ
せ
、
も
し
ふ
た
た
《
終えんをむかえた。
アルメイダ号がもたらしたニュースがマカオに伝わるやポルトガル人は大いにおどろき、寛永十七年（一六四○）五月、ポルトガル
王の使節ルイス・パエス・パチェコの一行七十四名が長崎にやって来て、通商修好の存続を請うたが、幕府はこれを断乎拒絶し、船を
（皿）
西泊まえの海上で焼いたうえ、特使以下六十一名を六月十六日（八・一一一）の朝、西坂において斬罪し、のこり十一一一名に処刑のようすを
（叩）
見させたのち、乗りすてられた唐船（ジャンク）にのせてマカオに放還した（「南蛮船焼捨之事」）。
ポルトガル人が長崎を退去したことによって、それまでポルトガル船が入港するたびに通訳をつとめ、商品の取引にあずかり、売買
仲介の手数料をえていたポルトガル（南蛮）通詞たちは、職をうしなった。
幕府によって、鎖国・禁教がしかれ、ポルトガル人が日本を退去したのちも、長崎には日葡貿易時代のポルトガル通詞がまだかなり
の
数
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
、
当
時
、
極
東
に
お
け
る
共
通
語
（
国
際
語
）
で
あ
り
、
交
易
に
お
い
て
は
ス
ペ
イ
ン
語
と
同
じ
く
絶
対
に
欠
く
寛永十六年ごろから寛文十年ごろ（一六三九年～一六七○）までの約三十年間、長崎にいたポルトガル通詞（通詞のことを
（川）
］Ｅ２ヶ口８または］巨日ワロ閉口という、これはマレー語の］ロ『ロ‐ワ目四の四が靴ったもの）の名をかかげると、つぎのようになる。
幕府によって、鎖国・禁彗
の数いたようである。ポルー
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
翌年の夏、ポルトガル船アルメイダ号が長崎に入港したとき、幕府は井上筑後守を長崎にっかわし、貿易禁止の命をあらためて伝え
せ、もしふたたび来航したばあい、船を沈め、乗組員は死刑に処する、と宣言した。ここに約一世紀にもおよんだ日葡貿易はついに
（噸）
西吉兵衛・…・………・……？～寛文六年（一六六六）五月十七日没。マカオのポルトガル人から「アントニォ・カルヴァロ」と呼ばれていた。ポ
ルトガル語に熟達していたとされ、もっぱらその通訳にあたった。寛文九年（一六六九）まで長崎でつとめ、延宝元年
（一六七三）江戸に召し出され宗門改の通詞・目付となる。貞享元年（一六八一）まで同職にあった。
中村八左術門……………？～延宝二年（一六七四）一一月二十六日没。播州龍野の人。肥前平戸で南蛮通詞となり、寛永十七年（一六四○）オラ
ンダ人とともに長崎に移り、延宝二年（一六七四）まで三十五カ年つとめた。
ン
ダ
人
と
と
も
に
長
崎
に
移
り
、
延
宝
二
年
（
二
肝付伯左衛門・…・・………？～慶安四年（一六五一）十一月十六日没。
(38）１４３ 
日本洋学史
平戸のオランダ人が長崎の出島に移住を命じられたのは寛永十八年（一六四一）のことだが、このとき蘭人に付き添ってきたのは、
西吉兵衛・名村八左衛門・肝付伯左衛門・志築孫兵衛・猪股伝兵衛ら十一名の通詞たちであった（「阿蘭陀着津平戸ヨリ長崎二被し移事」
に任じられた。
「南蛮大通詞」
通詞は、訳詞（司）とも称し、外国との交易をおこなうさいに通訳と商務員をかねる職とされ、長崎奉行の管轄に属していた。
ポルトガル人がまだ長崎において商業活動に従事していた元和二年（’六一六）、西吉兵衛は
猪
俣
伝
兵
衛
…
…
…
…
…
…
？
～
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
四
月
二
日
没
。
ち
ゅ
う
あ
ん
沢野忠庵（帰化人）……ポルトガル人。本名をクリストヴァウン・フェレイラという。
’五八○？～’六五○？（元亀二年？～慶安三年？）。イエズス会士であったが、寛永十年（一六三一一一）長崎において
捕えられ棄教し、宗門目明しと通訳をつとめた。のち再び信仰にもどり処刑された。
加福吉左衛門……………生没年不詳。ポルトガル人が長崎から退去になるまえから、ポルトガル人の通訳をつとめたという。出島のカピタンに
ついて江戸参府の途次、肥前の田代の宿において検使豊田五左衛門の手にかかり殺された（元禄二・一。一八）。
今村源右衛門・…・…・……初代は祖父市左衛門。源右衛門は三代目にあたる。享保十二年（’七二七）より明和八年（一七七一）まで四十五年間
通詞をつとめた。イタリアの宣教師シドッティと話すとき、ポルトガル語を用いたという。
茂七郎左衛門・……・……・生没年不詳。蘭通詞であったが、ポルトガル語の心得があった。
（噸）
西善兵衛…………・・……・生没年不詳。茂七郎左衛門とおなじように蘭通詞であったが、ポルトガル語の心得があったとされる。
作右衛門…………………姓名および生没年不詳。中山作左衛門のことか。葡通詞もかねた。
秀
島
藤
左
衛
門
…
…
…
…
…
生
没
年
不
詳
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
に
熟
達
し
て
い
た
と
い
う
。
志筑孫兵衛………………？～寛文十年（一六七○）九月十五日没。寛永一一十年（一六四三）の葡船プレスヶンス号事件のとき通訳をつとめ、の
ち江戸に在勤。
142（39） 
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
熟
達
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
も
相
当
に
で
き
る
通
詞
藤
左
衛
門
な
ら
び
に
話
お
よ
び
計
算
の
は
な
は
だ
巧
な
る
書
役
伊
左
衛
門
を
、
す
く
な
くとも来るべき貿易時期のあいだ留めおく許可を願ったが拒絶され、少しもこれに用ひなかった通詞伯佐および作右衛門を通詞として
引
き
つ
づ
き
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
」
（
一
六
四
一
年
八
月
十
八
日
付
の
記
事
、
村
上
直
次
郎
訳
『
出
島
蘭
館
日
誌
上
巻
』
所
収
）
。（噸）
寛
文
時
代
（
一
六
六
一
年
～
七
二
年
）
に
入
っ
て
も
、
長
崎
に
お
い
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
研
究
は
、
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
延宝元年（一六七三）五月、イギリス東インド会社のリターン号が長崎に入港し、通商関係の復活をもとめたとき、七名の通詞が交
西
吉
兵
衛
ら
は
、
毎
日
の
よ
う
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
接
し
、
交
渉
に
あ
た
る
の
だ
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
用
い
た
。
ポルトガル船の来航は、鎖国発布後はじめてのことであったので、長崎奉行所は大いにおどろくのだが、使節に渡海および通商の厳
禁
た
る
こ
と
を
つ
た
え
、
食
糧
や
薪
水
を
あ
た
え
て
帰
帆
さ
せ
た
（
八
・
六
Ⅱ
九
・
四
）
。
肝付伯左衛門と作右衛門（姓名不詳）は、日葡貿易の断絶ととも失業のうきめを見たが、引きつづき蘭通詞として長崎で勤めること
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
秀
島
藤
左
衛
門
だ
け
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
に
通
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
詞
と
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
な
正保四年（’六四七）五月、
アウン号とサント・アンドレー
伝
兵
衛
ら
三
名
の
通
詞
で
あ
っ
た
。
このころ、長崎でポルトガル通詞として知られていたのは、西吉兵衛・名村八左衛門・猪俣伝兵衛ら三名であり、帰化人沢野忠庵も
通訳のしごとにかかわった。当時、ポルトガル通詞であった者は、オランダ語をまなび、また蘭通詞であった者は、ポルトガル語を学
習
し
、
二
ヵ
国
を
心
得
る
よ
う
に
努
め
た
と
さ
れ
、
そ
の
数
は
約
八
十
名
と
い
う
（
古
賀
＋
二
郎
『
長
崎
洋
学
史
上
巻
語
学
）
。
正
保
四
年
（
’
六
四
七
）
五
月
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ジ
ョ
ァ
ン
四
世
の
使
節
ゴ
ン
サ
ロ
・
デ
・
ス
ィ
ヶ
イ
ラ
・
デ
・
ソ
ー
ザ
の
一
行
を
の
せ
た
サ
ウ
ン
・
ジ
ョ
ァゥン号とサント・アンドレー号二隻が長崎に来航し、通商修好をもとめたとき、通訳をつとめたのは西吉兵衛、名村八左衛門、猪俣
『長崎実録大成』所収）。
かつた。
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
（、）
「もっとも年上の通詞］ロ『ｇｍ８は、アントニオ・カルヴァロであり、むかしポルトガル通詞であった」というが、これは西吉兵衛
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日本洋学史
伊勢の漂流民たちは、前年の八月に反帆の船に薪をつんで江戸にむかったものだが、伊勢の大山沖で嵐にあい、海をただよい、この
年の一月二十六日マカオに漂着した。マカオに上陸すると、七十余歳のすこし日本語を話す老婆と会った。
同人はポルトガル人を父として生れた者であり、先年長崎よりマカオに追放になった女性であった。この老女は、いつもねんごろに
通訳してくれたという（「阿嫡港ヨリ伊勢之者送来事」『長崎実録大成第七巻」所収）。
宝永五年（’七○八）十一月、取調べのため長崎に送られてきたイタリアの宣教師、ジュァン・パプティスタ・シドッティの通訳を
つとめたのは、大通詞今村源右衛門であるが、ポルトガル語を用いたがよく意が通じず、出島の助手ドウがたまたまラテン語を知って
（叩）
いたので、シドッティとラテン語で対話させ、ようやく要領をえることができた。
享保五年（一七二○）一月、将軍吉宗が長崎に舶載される禁書の一部を解禁したことにより、オランダ語の学習が盛んになって行っ
たが、ポルトガル語は蘭学の隆盛とは対照的に凋落の一途をたどるようになった。
寛永十七年（’六四○）五月に来日したポルトガル使節のばあいは、来航は日本の国法に反するということで七十四名全員を獄舎に
投じ、十三名だけはくじびきによって命を助けられるといった惨劇におわった。幕府は、その後いくどか来航したポルトガル船に対し
て苛酷な措置をとらず、よく諭して帰帆させる手段に出ている。
（川）
活しようとしてマカオからやって来たＪものであった。
（皿）
このころオランダ語よりもポルトガル語のほうがよく通じたらしい。貞享二年（一六八五）六月、ポルトガル船サゥン・パウロ号は、
わ
か
ら
え
伊勢の度会郡神宮村の漂流民十一一名をのせ長崎に渡来した。｝」の船は漂流民の送還を口実に、じっは日葡貿易とキリスト教の布教を復
渉
に
あ
た
っ
た
。
あ
る
通
詞
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
ま
た
は
オ
ー
そ
の
通
詞
と
は
加
福
吉
左
衛
門
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
このとき船長は、ポルトガル語で書いた書簡とその中国語訳を提出した。大通詞加福吉左衛門は、ポルトガル語をもって通訳し、ま
た長崎奉行・川口攝津守宗恒の命をポルトガル語に訳したとされる。当時、長崎にはポルトガル語の読み書きの達者な通詞がまだ大勢
い
’■、
た11；
。
（伽）
ある通詞はポルトガル語またはオランダ語で、スペイン人またはポルトガル人の潜伏なきをたしかめた、という。が、
140（41） 
ざ
つ
か
い
を借りだし浄写しおえると、それを基に「南詞襟解」と題する稿本を二一冊つくった。
この稿本に最初に言及したのは、長崎の著名な郷土史家・古賀＋二郎（一八七九～’九五四）である。かれは自著『長崎洋学史
上
巻
語
学
』
（
長
崎
文
献
社
、
昭
和
虹
・
３
）
の
「
七
魏
五
左
衛
門
の
南
詞
襟
解
」
に
お
い
て
、
み
じ
か
い
解
説
を
あ
た
え
て
い
る
。
おそらくその記事に触発されたのであろう、後年国語学者の土井忠生は、「長崎通事のポルトガル語」（『言語研究』第五十四号所収）
と題する「南詞襟解」に関する小論を発表し、さらにくわしく考究、分析した研究（「長崎通事のポルトガル語についてｌ「南詞雑
解』と日本語」）を自著『吉利支丹論』（三省堂、昭和研・４）におさめた。
貞享二年（’六八五）六月、サゥン。パウロ号が来航したのをさいごに、万延元年（一八六○）五月、ポルトガル使節イジドロ・フ
（川）
ランシスコ・ギマランェスＥＱＣ『・句『目臼の８の昌日臼山ののが、「ドン・ジョァン｜世」号にのって品川に来航し、のち日葡修好通商仮
条約を日本政府（幕府）とむすぶまで、ポルトガル船は一隻も渡来しなかった。また潜入をはかる宣教師もいなかった。だからポルト
ガ
ル
通
詞
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
用
い
た
り
、
語
学
力
を
練
磨
す
る
機
会
も
し
ぜ
ん
な
く
な
っ
た
。
しかし、この約二七○年間にポルトガル人は一人も日本に来なかったかというとそうでもない。中にはオランダ船の乗組員として来
日した者もいる。たとえば『蘭館日誌』旨、§ロ品蒜量静§●によると、リスボン生まれのドミニクス・ソリェンロ・日目２ｍの。］罫のロ
（、）
という名の水夫は、’七六一一年九月十四日（宝暦一二・七・二六）出島において亡くなり、稲佐の蘭人墓地に葬られた。
寛永十六年（’六三九）、ポルトガル人が日本（長崎）から追い出されてから、ポルトガル語の勢力はおとろえて行くのだが、通詞
の
な
か
に
は
地
道
に
そ
の
学
習
に
励
む
も
の
も
い
た
よ
う
だ
。
ト
ン
キ
ン
（
川
）
ざ
長崎の東京通事。魏五左衛門（一七五七？～’八一二四）は、寛政八年（一七九六）八月末、蘭通詞がもっていたとおもわれる写本、
ごＯＳごロ一四１。：ロロ頤５勺○１口、ロ①の四三］、ｂ四日
＊ 
(42）１３９ 
日本洋学史
そ
の
記
事
に
よ
る
と
、
東
京
通
事
の
元
祖
は
、
東
京
久
蔵
と
い
い
、
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
年
～
五
七
年
ま
で
）
そ
の
職
に
と
ど
ま
っ
た
。
久
蔵
の
役
を
ひ
き
つ
い
だ
の
は
、
魏
五
平
次
で
あ
り
、
そ
れ
は
元
禄
十
二
年
（
’
六
七
二
）
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五平次が没したのち、庇朧一）｜年四月、初代の魏五左衛門が跡をつぎ、さらに五平次なる者が通事の職を継承した（藍嘩性年）・「南詞
襟
解
」
の
著
者
で
あ
る
一
一
代
目
の
五
左
衛
門
が
東
京
通
事
の
跡
目
を
つ
い
だ
の
は
、
天
明
元
年
（
’
七
八
一
）
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
古
賀
説
に
よ
る
と
、
同
人は天保五年（’八三四）十一一月十二日よわい七十八歳で没したという。
いったい「南詞樵解」（美濃紙、袋綴じ）は、どのような内容と構成をもつものなのか。
（、）
こ
の
写
本
は
、
も
と
も
と
十
二
冊
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
を
抄
写
し
て
一
二
冊
に
ま
と
め
た
も
の
ら
し
い
。
稿
本
三
冊
の
状
態
は
、
け
っ
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
が
、
読
み
ず
ら
さ
は
あ
っ
て
も
文
字
の
判
読
に
さ
し
た
る
困
難
は
な
い
。
本の大きさは、たて〃叩、よこ“叩である。が、厚さは各冊により異なり、一巻が約１叩、二巻は肥叩、三巻は約叱ｍから〃ｍであ
る
。
本
書
は
、
単
語
と
会
話
か
ら
成
り
た
っ
て
お
り
、
土
井
説
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
を
読
む
た
め
の
も
の
で
な
く
、
話
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
組
織
（
構
成
）
上
は
、
曰
葡
対
訳
辞
書
も
し
く
は
会
話
書
と
い
う
べ
き
も
の
と
い
う
。
わ
ん
ど
の
巻
も
単
塞
咀
と
会
話
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
冊
は
単
語
を
種
類
別
に
わ
け
、
天
地
・
国
寄
・
月
日
に
つ
づ
い
て
、
雑
五
殻
・
椀
（
食
器
の
通
称
）
・
家
具
・
住
家
・
仕
法
・
金
銀
細
工
・
魚
類
・
甲
類
・
化
生
畜
生
・
鳥
類
・
虫
類
・
端
物
（
長
い
み
じ
か
い
）
・
妙
香
竹
木
草
・
船
・
軍
勢
な
ど
が
つ
づ
き
、
そ
の
あ
と
語
言
短
句
、
ふ
た
た
び
単
語
の
数
量
・
武
家
な
ど
が
く
る
。
そ
し
て
さ
い
ご
の
数
ペ
ー
ジ
は
、
会
話
で
お
わ
っ
て
い
る
。
五
十
一
葉
。
本
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
、
異
体
字
や
宛
字
が
お
お
く
、
誤
字
も
す
ぐ
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
巻
頭
の
単
語
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
「
南
詞
楪
解
」
に
つ
い
て
の
論
文
は
現
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
わ
た
し
は
日
本
に
お
け
る
外
国
語
受
容
史
の
う
え
か
ら
、
こ
の
稿
本
を
ぜ
ひ
い
ち
ど
見
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
が
、
さ
き
ご
ろ
長
崎
県
立
図
書
館
で
望
み
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
稿
本
の
作
者
で
あ
る
魏
五
左
衛
門
の
く
わ
し
い
履
歴
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
が
、
た
ま
た
ま
穎
川
君
平
編
『
訳
司
統
譜
完
』
（
非
売
品
、
明
治
釦
・
９
）
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
ら
、
「
東
京
通
事
」
と
い
っ
た
項
が
あ
り
、
同
人
の
簡
単
な
系
譜
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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拾って、つぎにかかげてみよう。
か
に
、
い
ま
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
あ
て
て
み
よ
う
。
セ
レ
ス
テ
セ
ー
ウ
テ
ー
ハ
天（ゼレイスチ／ゼンステ／ゼイョ）ノコト地（テイラ）ノコト……ｏの］の⑪奇の》ｏのＦ｛の『国
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
オ
暦
（
カ
レ
ン
ダ
・
ア
リ
ョ
）
ト
云
う
コ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
○
四
］
の
且
目
ｏ
ヴ
ニ
ラ
ウ
ン
エ
ス
チ
ー
オ
オ
ト
－
ノ
イ
ン
ヴ
ニ
ー
ル
ノ
春夏秋冬（ペウン／イステイョ／キウトウノ／インヘルノ）…………ぐの『四Ｐの、毬Ｐ・貝ｏｐＰ】曰くの貝】・
レ
ー
ス
テ
ィ
パ
ー
ル
チ
東（レスデ）ノ方（パルテ）卜云コト……………………………………］の⑩芹の．ご口耳の
第
二
冊
は
、
天
地
な
ど
を
く
り
返
し
た
の
ち
、
動
詞
を
中
心
に
採
録
し
、
さ
ら
に
短
い
会
話
文
が
く
る
。
四
十
七
葉
。
い
く
つ
か
お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
、
語
の
区
別
（
分
割
）
を
示
す
ば
あ
い
に
は
○
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
単
語
の
い
く
つ
ま
た
会
話
文
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
か
か
げ
て
あ
る
。
ナトラァラメンｆｏＵチウワデ回ウーウノチチワペワルｏコンテヌワメンテェｏデボィスェンドカァゾチェスタァルＯホウデレデァロウス
生
得
秋
ノ
雨
者
此
様
二
続
降
レ
パ
後
ハ
必
ズ
米
係
者
が
腐
り
申
ト
ー
室
コ
ト
７
、
ス
ワ
メ
ン
ｏ
ス
チ
ナ
ト
リ
ア
ラ
ｏ
ノ
ン
テ
Ｏ
テ
ン
グ
ピ
イ
サ
ス
人間者生得欲ノ深才者トー室コト
ニ
ン
ナ
ン
ハ
シ
ヤ
ワ
ト
ク
ョ
ヶ
フ
カ
キ
モ
ノ
暦化毛棹卜
ゼ
イ
ヲ
テ
イ
ラ
天地ｗ室オト
テ
ン
チ
カ
レ
ン
ダ
。
ア
リ
ョ
コ
ヨ
、
亀
ゼ
レ
イ
ス
テ
ゼ
ン
ス
テ
テ
ィ
ー
｜
フ
ゼ
イ
ョ
天
ノ
コ
ト
地
ノ
コ
ト
暦
ノ
黒
日
ノ
コ
ト
悪
日
ト
ナ
リ
ク
声
ロ
ヒ
テ
イ
ヤ
ス
。
ヤ
ヤ
ゴ
ペウグン
春
夏
ハ
ル
ナ
シ
ニイムフ
主ノコト
イ
ス
テ
イ
ヨ
キ
ウ
ト
ウ
ノ
秋
冬
「
ア
キ
ブ
ユ
セ
ル
ウ
ザ
唐
／
主
ゴ
ト
カ
ラ
ッ
チ
ト
云
コ
トイ
ン
ヘ
ル
ノ
ク
ワ
ド
ロ
○
デ
エ
ン
ト
ス
四大地水風火斗屋
パ
ル
テ
デ
。
レ
ス
デ
パ
ル
テ
東ノ方卜云コト方角斗伝
ホ
ウ
ホ
ウ
カ
ク
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日本津学史
第一一一冊は悪商用会話の文などをかかげたのち、人体・味智・父母兄弟などの単語がくる。三十二葉。
カ
タ
カ
ナ
に
あ
た
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
。
プ
ラ
サ
ゥ
ソ
交ル（コンペルサ）卜云コト……………８℃ロ一四つ四○
コ
プ
ラ
ー
ル
交合（コンヘルサァル）ト云う卜………○・℃口］囚弓；
ア
ヴ
ィ
ザ
ー
ル
智被至（アビサァル）コト卜云コト……ロ『］の口Ｈ ● 
ｐ１ミ々Ｆ１ル
覚（イミタァル）ブコト…………：……・】目忌引
エ
ン
ス
ィ
ナ
ー
ル
教（インジナァル）ト云コト…………，：のロ、】ロｐＨ
（会話文のポルトガル語表記は省略）
ティセンチシ○一一ヨウラデｏエソペラドウルＣテスタペレイーーョ
公方様御ムロ様／懐胎被し成為御座侯トー室コト
ク
散
ウ
サ
マ
ミ
ダ
イ
サ
マ
ク
ワ
イ
タ
イ
セ
ラ
レ
テ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
イ
ミ
タ
ア
ル
覚プコト
マナブ
コ
ン
ペ
ル
サ
ー父ルト云コト
イ
ハ
ゼ
イ
ル
ｏ
メ
ル
カ
ン
ｏ
ス
イ
ヤ
云
イ
ハ
ゼ
ヶ
○
ゼ
ニ
ヤ
ア
カ
マ
ジ
ワ
ル
交
合
卜
云
フ
ト
…
…
コ
ン
ヘ
ル
サ
ア
ル
イ
ン
ジ
ナ
ア
ル
教卜云コト
ヲ
シ
ユ
ル
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
メ
ル
カ
ド
ウ
ル
ア
ピ
サ
ア
ル
智被至栴卦コト
シ
ラ
ス
ル
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極服､､逗曇－１Ｋ、一
心＝痕や1W､爾川〆
撞
く
、
、
－
ト
杵
ト
ヤ
パ
ミ
ュ
ー
ト
什
ハ
エ
中面［（②》）
Ｈ
Ｍ
〈
ミ
○
便
ｒ
ト
ー
車１Wご瞬塑~１１４，－
１，Ｎ-,11ＷiRい×
Ｈ
Ｍ
<
会
竃､ｎ－
ＮＩ－､－１１４，－ 
÷
′
か
武
占
￥
や
●
培
い
ｂ
･
ミ
ミ
･
輪
＝
キ
ト
凸
ｂ
Ｉ
Ｋ
ト
ト
縁
、
○
や
い
凡
ニ
パ
･
マ
ー
い
い
Ｋ
」
い
て
Ｏ
い
’
か
頁
ミ
ギ
ヤ
。
、
八
Ｋ
÷
、
甑輝,'<苔へ廷､I凶漢磐扣糊ラ、母’厚く潮'１．策一撃端－１１４，－
＋字や０１〈０－２､、。⑮＋ＨＯＫ･'十本ニミ
、
ミ
ベ
凡
乱
ト
ハ
ー
中
一
全
睡ｌ１Ｒ（スミ倶八）、､±i会（〈牢や会）－１１４，－……mercancia,ｆａｚｅｒ
ｘ
ミ
長
ユ
ー
ミ
極く（×ミＲ二心会）、、一･･…………-.……･…･…mercador
H
凡
て
会
疫
一
名
主'１海､、把望-1肋一（Ｈ八て=偵苣トー）…………embarcar
H
凡
鷺
舎
公
本
心
。
ま（1-1Ｍ<ミ）､、－……….．…………………･……embarcaCaoG・
(4M鮨やくｅ語ミー輯ミ鵬ｅ偲紀型緬蟹）
鵲
kdl旦丹悪会心灘+ＩＳｌ６ＰｅＩＮ卜八Mｇｏ
升＝Ｍ、八垈逗′国持-<哩泄eQQly逆’鶚ミー:Ｒミ鵬？１Ｎトハ１１１１胆燭穗′丑呈逆ＭＲ;Ｗ偽長…朴鶏‘ｅ組二裡筌′難無くP筌狙’升一
J>､●汎鵯誕出刊暑蝿上、呈埋｢Ｗ凸囚竝〆遜快叶里躯や岬謹４ルター〕梨二里興マ弾。′中ｃ長､/JdF里０毎挺圏批ｅＫ叶里Ｏ二ｌＪｅ景蘓逆
鑓匝ｅ蝋瑠AjAMu漣'罠Ｍｕ役。Ｗ-〕いい'い鵬ｅ朴型型十Ｍ､畳一鎚纈迩幻卜Ｕ柵ｐ役。
－)長」′hdluB畳里＜蝿｣J′糧廻厩４－糧朴椥鵯堵も幽屋ｅ靭凸ｕ１ＮⅢ繩御十.wJJ駐や岬抑墓碑名穗型。何m翰悩ＳＢＵ制･１０価
日本洋学史
「
羅
甸
今
？
と記している。
と
記
し
、
は
や
く
も
ラ
テ
ン
語
が
重
要
な
こ
と
ば
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
げ
ん
た
く
さらに天明八年（’七八八）の晩春、大槻玄沢（一七五七～一八一一七、江戸後期の蘭学者、蘭方医）は、「蘭学階梯」（一一巻）を刊行
が
げ
ん
ず
ぱ
わ
するのだが、同書の上巻（乾）の「例言」（凡例）において、「羅甸語トハ彼邦ノ雅一一一一口［俗間のことば］ニテ乃予古語ナリ」と説いてい
る。 鎖国下、著述においてラテン語にはじめて言及したのは、近世屈指の大学者と目される新井白石（一六五七～’七二五、江戸中期の
儒学者、政治家）であろうか。白石は外国地誌『西洋紀聞（三巻）』（正徳五年Ⅱ一七一五以前の成立）において、
さ
い
す
け
また山村才助［曰曰永］（一七ｆ
の祖語としてのラテン語にふれ、
れる。 た◎ 
テンの単語（医薬、化学、植物用語など）を羅蘭辞典で調べ、その意味を知ろうとした。こういった科学者はラテン語と無縁でなかつ
渡辺畢山（一七九三～’八四一、江戸後期の思想家）は、天保十年（’八三九）三月末に兵学者・江川太郎左衛門の依頼をうけて執
筆した「外国事情書」において、ヨーロッパのラテン語学校（古典語教育を重視する中等学校）に言及し、
。ｂてん
も
う
し
ｂ
お
す
お
よ
そ
こ
れ
「羅甸〈「コルレギーン」卜申、「ラテン」「ギリッシァ」ト申古語及ビ諸国ノ語ヲ学ビ侯。其学凡一ハ科有し之由〉
し
か
し
、
当
時
ラ
テ
ン
の
語
句
や
文
章
を
よ
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
あ
え
て
そ
れ
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
難
事
ち
ゅ
う
の
難
事
で
あ
っ
た
か
と
お
も
わ
ラ
テ
ン
に
至
て
は
、
此
方
語
音
に
相
通
ぜ
ず
と
い
ふ
所
な
し
。
さ
れ
ば
、
諸
国
の
人
、
こ
れ
を
学
び
ず
と
い
ふ
も
の
あ
ら
ず
、
又
諸
国
用
ゆ
る
所
の
字
体
、
ニ
ッ
あ
り
。
っ
に
、
ラ
テ
ン
の
字
、
二
つ
に
、
イ
タ
リ
ヤ
の
字
、
其
ラ
テ
ン
は
、
漢
に
槽
書
が
体
あ
る
が
ご
と
く
、
イ
タ
リ
ヤ
の
字
は
漢
に
草
書
の
体
あ
る
に
似
た
り
。
…
…
二
七
七
○
～
’
八
○
七
、
江
戸
後
期
の
洋
学
者
）
は
、
『
西
洋
雑
記
』
（
幕
末
に
刊
本
と
な
る
）
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
134（47） 
出ル処ナリ」と述べ、
「海ヲ「ラテン」藷
ラテン語ではじめて詩を書いた日本人。
十七世紀初頭にマニラにおいてラテン語で詩をかいた日本人司祭がいたことを原田裕司氏の論著「キリシタン司祭後藤ミゲルのラテ
ン語の詩とその印刷者税所ミゲルをめぐって』（近代文芸社）によって知り、ひじょうに興味をおぼえた。そのラテン語の詩の作者に
つ
い
て
は
じ
め
て
ふ
れ
た
の
は
、
東
洋
史
学
者
の
石
田
幹
之
助
二
八
九
一
～
一
九
七
四
）
で
あ
る
。
か
れ
は
大
正
十
五
年
（
’
九
二
六
）
に
「
南
蛮
雑
妙
」
（
「
新
小
説
七
月
南
蛮
紅
毛
号
』
所
収
）
と
題
す
る
小
記
事
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
十
七
世
紀
初
頭（元和年間）にフィリピンで刊行された二種類の稀書について言及した。もっともその記事は、原物をみて書いたというより、海外
ひ
た
ふ
て
ふ
か
う
の書目によって紹介したものらしい。そのうちの一冊が、石田のいうレナタの「罪島雛版源流孜』（ゴ・因・”の白目６『一ｍ］ロ①のＱの一口
ラ
テ
ン
ご
百つ『の目白国］ごロＰ］①］］）であるが、「第一一二ページに日本人□・言】、Ｅの一○・（。（後藤？）といふ坊さんの拉丁語の詩が載せてあると
百℃『の目白国］ご旨Ｐ］①］］）であるが、「第二ニペ
い
ふ
こ
と
を
申
し
添
へ
て
お
き
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
十歳前後から十年間、八良尾・有家・長崎の各神学校で教育をうけるのだが、この間にラテン語をみっちり修めたようである。ラテ
ン語の最上級になると、ラテン語による詩作法も授業の一環として教えられ、またラテン語で演説や討論や芝居まで行なった。いまの
われわれの感覚からすれば、ラテン語で詩作をすることは至難の技であるが、当時の神学生の中には、卓越した語学力をもった者もい
ｂ
よ
う
じ
ゆ
ん
そ
う
い
ん
ミ
ゲ
ル
・
ゴ
ト
ー
ー
と
は
、
い
か
な
る
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
司
祭
は
、
日
本
名
を
後
藤
了
順
と
い
い
、
長
崎
の
富
裕
な
商
人
・
後
藤
宗
印
（生年不詳、元亀二年（一五七一）長崎開港当時、地頭、キリシタン）の次男として長崎で生まれたが、生没年については明らかでな
い
◎ 
お
よ
イ
ク
リ
７
フ
ラ
ン
ス
イ
ス
パ
ニ
ア
「欧羅巴洲中諸国其一一一一百語ノ原始凡ソ一一一種アリ第一ハ「ラテン」穗吠曄魎〃群進語也コレ意大里亜、佛朗察、伊斯把偶亜等諸国ノ言語由テ
イ
ス
パ
一
一
Ｔ
「ラテン」語ニテ「マレ」トイフ沸朗察ニテハ「メル」ト云上伊斯把偶亜ニテハ「マル」ト云う」としるしている。
＊ 
(48）１３３ 
日本洋学史
原
文
の
意
味
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
かという。
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
国
外
に
追
放
さ
れ
、
マ
ニ
ラ
に
渡
り
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
司
祭
に
叙
階
さ
れ
、
教
区
司
祭
と
し
て
帰
国
し
た
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
ご
ろ
棄
教
し
、
沢
野
忠
庵
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ウ
ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
）
と
と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
目
明
し
と
な
っ
た
。
が
、
こ
の
転
び
パ
テ
レ
ン
は
い
つ
亡
く
な
っ
た
も
の
か
定
か
で
な
い
。
原
田
説
に
よ
る
と
、
慶
安
四
年
（
’
六
五
一
）
か
ら
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
間
で
は
な
い
た
よ
う
だ
。
ミ
ゲ
ル
・
ゴ
ト
ー
が
ラ
テ
ン
語
で
書
い
た
寸
詩
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
●
０
」
も
ロ『岨○四ｍの、①。の■］。。■ごＣＥ□】の⑩】、の門口の円の一・○の
同（誌ご」。こ『ロ命一四】】】】】］】のこ【の吋のｂのＣ芹巨の画くの⑩》
０
，
 
の）Ｃ四℃一のマゴロロ。］の、一斤○口。。（●のｃｐの。。】の②□口の］甘‐
勺の罠〔・陣口一目Ｐｍｐｏ》０口ごｎ国。、○一○門の｛。ぐの一
ｍ】ｏ一】ずの『す旨吋目①口芹の⑪○四一一ｍ』ロの一一ヶの【口戸口芹【四◇
□のｐ三一ｍ口の］の○一○〆：。。の四月己。｛の．
シロ『の口一口瞬く⑩］こ｛一○ｍのｎ口⑪。｛巳、○吋の。（のロのす『口の
勺の罠〔・陣口一目四○ｍロ。。Ｏロゴｎ国。、○一○門の｛。ぐの庁
すの臣ロ『。》
出旨一一回
目的ロのロロの曰く】。。【口、亘四ｎｏ『Ｑ四目○ぐの｛．
三○○三日のロロ日］。□のヨロワュ
一一す－℃の局已の芹巨。］巨牌の『笄っ】、ゴーの⑩ユ戸
向己一ｍ『ロ『ゴロ己。
一・○の『己
132（49） 
し
よ
う
ほ
正保一一年（一六四四）長崎の西勝寺（｜向宗、京都西本願寺末寺）おいて、ころびキリシタンとなった九介夫婦の棄教に立ちあった
のは、キリシタン目明しの忠庵と（後藤）了順、了伯ら三名であった。このときキリシタンの用語（十四語）を書きつけたものが奉行
所に宛てて提出されている。それにはポルトガル語、フランス語、ラテン語、ギリシャ語などが添えてある。おそらく、外国語を書き
入れたのは忠庵であろう。つぎにその単語をいくつかかかげてみよう。
金色の陽光がその輝によって真っ黒な闇を追い払い
日
本
人
司
祭
ミ
ゲ
ル
・
ゴ
ト
ー
師
作
ゆ
え
に
イ
ロ
コ
の
人
々
よ
、
も
し
汝
ら
が
光
を
見
た
い
と
望
み
冷めかけた胸を炎で燃え上がらせようと願うなら、
き
り
し
た
ん
こ
の
書
を
推
奨
す
る
この書物は人々の心を黒い霧から解き放ち
この醤を手に取り昼夜を分かたず読むがよい。
神々しい火によって凍えた心を動かしめる。
優しく万物をその熱で暖めるように、
これこそ汝らにとって永遠の光となり火となるであろう。
寸
詩
勺。『｛巨甲
’
 
○声国切威。
司鄙
ロ
伊四戸 原
田
裕
司
訳
。『．
(50）１３１ 
日本洋学史
も
と
よ
り
良
沢
は
、
蘭
文
は
よ
め
て
も
ラ
テ
ン
語
を
習
っ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
。
が
、
君
命
を
固
辞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
辞引をひきながらそのラテン文を読破するしかなかった。ときに良沢五十七歳であった。
「題言」（巻頭のことば）において、年をとってからの独学、「まだよくその坊佛をうかがう能はざるなり」と嘆ぜられた。「いま君命
つと
固
辞
す
べ
か
ら
ざ
る
を
も
っ
て
勉
め
て
そ
の
訓
義
（
文
字
の
よ
み
と
意
義
）
を
尋
ね
あ
ぐ
む
」
な
ど
と
、
苦
心
の
ほ
ど
を
述
懐
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
（
も
の
で
あ
っ
た
。
「西洋醤賛讓文稿」
と
題
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
を
ど
う
に
か
お
え
た
。（叩）
ラテン文の翻訳に挑戦した蘭学者。
り
よ
う
た
く
安永八年（一七七九）の春、前野良沢（’七一一一一一～一八○一一一、江戸後期の蘭医）は、第十代将軍家治の命をうけて、出島の商館長
か
ら
の
献
上
品
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
西
洋
の
寓
意
画
集
（
フ
ラ
ン
ス
製
の
銅
版
画
、
書
名
不
詳
）
に
添
え
て
あ
る
画
賛
（
余
白
の
説
明
文
）
の
翻
訳
あでゐ伴
んうん天
しすへ連
よる
の
唯恨衰晩燭學未能窺其坊佛者也。今也以君命不可固辞。力尋其訓。漫捜其義。
そ
の
文
章
は
オ
ラ
ン
ダ
文
で
は
な
く
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
寓
言
（
た
と
え
話
）
で
あ
り
、
画
図
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
に
文
章
を
理
解
さ
せ
る
＊ 
勺四』『の
ご符『ｐｏ
Ｃの口の
少已。
のご命の『
□一①口
レロ、の
勺口（『のの
冒
訂
回
国
Ｑの巨⑩
９ｍごＱｍｍＣｎ
Ｒヒヒ、》。、（叩）
130（51） 
良沢の苦心のラテン文の和訳はどのようなものであったのか、いくつか例を引いて参考に供しよう。
巻頭は、つぎのような文章ではじまっている。
西
洋
識
賛
鐸
文
稿
ｍ
ｐ
ｎ
Ｑ
の
の
。
算
、
。
ご
辱
巨
⑫
ロ
□
己
の
【
Ｈ
口
の
鷲
仙
と
で
Ⅲ
〆
哨
テ
く
Ⅲ
中
仙
ド
メ
Ⅱ
元
～
ハ
ナ
Ｊ
メ
ンの８口□肘
『ロ】］］の、四℃芹巨円Ｈｐｏ］』ロ昌口の
刊
〆
＋
Ｎ
尽
山
聰
〆
独
」
で
で
ご
尻
串
Ⅱ
こ
ぐ
巾
』
“
共
こ
の
こ
れ
す
ぱ
わ
ら
み
だ
り
此賛文（絵の説明文）は韻語（韻をふんだ｝」とば）を用る者にして、是詩の類なり。則言外の意味ありて淺見（浅はかな考え）を以て切に
越
す
し
ば
ら
ＡＣちい
そ
芯
も
つ
ば
く
が
の
い
く
ん
士←
これが説を為べからず。故に姑く韻語を用て其隷を録して其篇を具へ、以て博雅（物識り）の明辮（はっきり区別する）を俟っ。
あ
え
く
わ
え
い
わ
く
え
い
た
い
し
こ
う
□
し
て
ひ
そ
Ｉしかれ
敢て支那の詩の躰に擬すると云者には非るな・り。附て曰、此箇面厨躰の者あ・り、而詩中の語これに及ぶ者なし。喜私かに考る所あり。然ど
か
か
わ
一」→」
ふい）諜文に關らざるを以てこれを弦に記さず。
お
よ
そ
ど
く
ほ
う
そ
の
あ
り
凡調法の中、音鐸と同じからざる者あり。是は其軍音と一一一口韻とに在て異同（ちがった点）あるが爲なり。ミルレとシッレとの如き是なり。
これ
す
べ
か
ら
移
し
下に多く此に類する者あり。須くこの語の輔音（一一語がいっしょになり複合語をつくるとき、音が転じ変わる）を推てこれを知るべし
シ
ユ
ル
デ
ス
シ
ト
ソ
ニ
チ
ユ
ス
ア
ド
ペ
ト
ラ
ス
エ
ギ
ュ
ル
ジ
テ
ピ
ス
シ
ス
ア
ス
セ
ン
ヂ
ス
ミ
ル
レ
カ
ピ
チ
ユ
ル
モ
リ
ミ
、
不
イーン
ウ
ン
ヂ
ス
○
四
字
号
調
法
前
野
源
喜
謹
訳
の函巨『ぬ茸の
Ｈ
強
い
Ⅲ
ご
迫
州
● 
』
ロ
巨
口
皀
尉
｛
増
ｑ
と
刑
〆
□】のｎ局』
に
メ
ピ
メ
(52）１２９ 
日本津学史
性
つ
い
｝」のあと「切意」（漢訳）と解説文がくるが、漢訳のみをつぎにかかげてみよう。
こ
の
あ
と
ラ
テ
ン
文
の
翻
訳
が
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ぐの］ロロヨケ■⑫Ｃロロヰ巨吋・
『の］Ｃ『○コ四
？
》
ご
卦
Ⅲ
。
乢
〆
卦
瓜
串
凹
０
」
こ
う
こ
ぐ
Ⅶ
口
斗
の］。芹『口。巨一のロ（ロ印
画□の同
慥
画
テ
』
ｕ
０
號
旧
で
疋
削
澱
Ⅱ
〆
引
入
」
で
○
裏
二
九
字
号
臓
彼
澗
澱
漁
者
施
蔚
難
哉
難
哉
水
底
之
窟
盤
石
干
隈
其
盤
孔
鮪
於
物
魚
踊
水
面
之
澗
釈
言
ゆ
う
ぴ
シュルデは剛へ難きなり、スシトは幽微（奥深く、かすかで知りにくい）、ソニチュスは聾なり、ペトーフスは大石なり、ギュルジテは水中の
鯰
か
窟（ほらあな）なり、ピスシスは魚なり、アスセンヂスは升るなり、ミッレは多敷なり、カピチュルは漁者なり、モリミネは難味得なり、ウン
ふ
ち
じ
上
ヒ
ヂスは麓（水が深くよどんでいる所）なり、アド、エ、インは皆助辞（前置詞、後置詞、助動詞など）なり。
い
や
ゆ
え
凡助辞は支那の助僻と其用仰しからざる者あるを以て、課する所の字を証し難き者多し、故に皆其瀞一一一一口を略す。
［原文の意味］魚は水中より岩上の音を聴き取ること幽かなり、浮び出づれば、水中に於ける柔かき働により（綱又は釣系のこと？）補らへら
る。
田
中
秀
央
訳
ＨゴのＱ洋四（ロ切
〆
刑
も
争
旧
×
曰】のＨ、津巨同
色ごＱ四・
浬
ぞ
迫
山
蠣
凹
」
で
Ｊ
Ｒ
唖
の①】ロ茸四〕ご
庁
勿
、
へ
く
閂『ロゴ
へ
小
128（53） 
切
意
狼
砿
野
猪
郎
暴
即
勁
猟
者
放
慮
麗
人
藩
樫
慮
従
蝋
者
猪
没
陥
穿
ひ
そ
か
あ
ん
ど
し
よ
う
か
う
い
れ
私に桜するに（おＪＤうに）此繊中、土臘（土手）の上に挺嚢（さいふ）の如きものあり。和蘭の語に、これをフランスタスと称す。タスとは
かみいれを云なり。是フランス人の用る所の物なるを以てこの號（よびな）あり。且此餘の識中印度の人を除て、皆フランスの人物なりｐ然れ
ま
ず
皮
す
ば此傘画賛初是フランスにて製すること盆知るべしとす。
注
。
（
）
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
Ｃ』ムグ
ヤー②』《
お
けいぽう「
トリユクレンチュスは狼（あらいぬ）なり、アペルは野猪（いのしし）なり、メヂタチュスは逐ふなり、セミタは狭路なり、イラは勁暴（強
で
ん
け
ん
くて荒々しい）、カニプスは田犬（のら犬）なり、カピチュルは臘犬なり、メルジチュルは没落なり、ウンダは深水なり、シク、イン、ヘル、
プロナは皆助鮮なり。
シ
ク
ト
リ
ユ
ク
レ
ン
チ
ュ
ス
ア
ペ
ル
メ
ヂ
タ
チ
ュ
ス
セ
ミ
タ
イ
ン
イ
ラ
ヘ
ル
カ
ー
ー
プ
ス
カ
ピ
チ
ユ
ル
ヘ
ル
プ
ロ
ナ
メ
ル
ジ
チ
ュ
ル
ウ
ン
ダ
ト
ち
つ
’
此文詩なり。上の例に依てこれを訳す。
［原文の意味］いと猛き野猪は激怒し小道に立止れろが、彼は或は犬達に捕へられ或は前面の水中に没する。田中秀央訳
読
法
釈
言
(54）１２７ 
日本洋学史
良沢の試みは成功したといえないが、難解なラテン文にけなげにもいどんで行った勇気と努力は十分たたえられてよい。
し
づ
色
また蘭通詞の吉雄幸作（一七一一四～一八○○）と志築忠雄（一七六○～一八○一ハ）は、大いなる困難にもひるむことなくラテン語の
研究をつづけた。吉雄は享保十年（一七二五）発行の『羅句和蘭辞書』によってラテン語を研究し、志築はエンゲルベルト・ケンペル
の『日本とシャム中崖（初版は一七二八年に原稿より英訳され、のち各国語に訳された）の日本史篇をオランダ語訳から抄訳し、「鎖国
（、）
論」と題して文化五年（’八○八）に刊行した。が、その中に出てくるラテン語をよく反訳したとされる。
良沢のラテン語の発音法や訳文について検討してみよう。古典ラテン語の発音がどのように行なわれたかについては確言できないが、
例外をのぞき、日本語のローマ字を読むように行ってよいとされる。
しかし、良沢の発音は独特なもので、あまりいただけない。たとえば、○四字号の冒頭の文の巨己の、目の○日目の……は「シュルデ
スシトソーーチュス」と読んでいるが、「スルデスキットソーートゥス」と読むのが穏当なところであろう。
また訳文をみると、原文を文意が通るように訳したものではなく、個々の単語の意味を説明したにすぎないことがわかる。まるで判
じ物をとくように読んで行った印象をうける。どの「釈言」（文の解釈）も原文全体のいみを伝えておらず、漢訳もかならずしも正し
と題するものがそれである。
この稿本の大きさは、たて繩叩、よこⅣ、。厚さは師叩である。表紙の色は、うす茶色であり、うら表紙のところどころに虫くいが
い’ものといえない。
よ
う
あ
ん
宇田川椿庵（一七九八～一八四六、江戸後期の蘭学者）は、本草や舎密（化学）の分野において活躍’し、名をなした学者だが、語学
の才にもめぐまれ、オランダ語のほか、英・独・露・ラテン語にまで手をだした。
かれのラテン語学習の痕跡をのこす和とじの小冊子（稿本）が、いま早稲田大学中央図書館に貴重図書として現存する。
＊ 
126（55） 
「羅甸語解」とは、”ラテン語の解釈“の意であるが、じっさいはラテン語の科学小辞典もしくは語彙集とでもいえそうなものである。
（皿）
収録されている単語の数は、約七○○語という。ラテン語は、すべて筆記体であり、縦によこ書きされ、訳語（漢字とカタカナまじり）
対応する訳語をしめしている。
はたて書きである。
あろう。
と
毛
筆
で
し
る
さ
れ
て
い
る
。
か
く
ひ
つ
この文は、文政七年猴年十月十一日（一八一一四・一一一・｜）にラテン語の語いの採録をおえ、掴筆したという意味である。
か
と
う
”阿東”とあるから、寒さでかじかんだ手のゆびに、あたたかな息を吹きかけながら、ようやく筆を欄くことができたという｝」とで
みられる。
本文は美濃紙で三十八葉あり、和紙の罫紙に墨と朱墨を用いてラテン語の化学・薬学・医学の単語をＡＢＣ順に配列し、その語句に
た
と
え
ば
巻
頭
の
ペ
ー
ジ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
る
文
政
七
猴
年
十
月
十
一
日
表
紙
の
綴
じ
あ
わ
せ
部
分
（
右
は
し
）
に
、
訳
例
ク
ー
ル
ダ
ラ
ン
キ
揮
発
ナ
ル
宇
田
川
椿
⑳
】】町
か
と
う
阿
東
集
録
(56）１２５ 
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こ
の
あ
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
本
文
が
く
る
。
四ロョロロ『己】ｃ国の⑫【『、ロゴ色○○園①＊
四・『ロ〕〆盆。□の『コマ。ｂ四口Ｈ己）、①
ロロ ロロ 近世
此
号
ヲ
用
ヒ
ズ
ー
Ｔ
ｌ
国取●しシ且
．
’
（
且
：
）
尚
加
之
沙
糖
白
の口。、ゴロ【四］す。
水
剤
名
弓
－シ］の〆の｛の『・の凰臥（・目。
水
泉
比
シロ”句。。白日」ご＊
塩
揮
発
角
の山岸『○一四《・ＣＯ『ロ。
其
時 至 弓、ロロ、。 鹿
弓
。①『ご〕ごロ○饗
四◎の芹巨ロ】絆
二
調
匂
■
●
●
 
】］日』印○（
】】］●
●
 
ロ］』印○の。＊
四目】口］『四目〕口
酷 四・のの｛
ｍＱＱ芹⑪ ●●●
 
】】］ 国半
消
加山
ルル
混
交
124（57） 
巻頭の「訳例」の意味は不明一
理解の一助とするためであろう。
さいごのページは、つぎのよ》一
口、毬の
四ＣＤ巳臥且
四ｍ円のの戸＊■。】臣の
四ｍ岸ロロ②
四四画ロ。
ご凹匡◎
Ｂ 
ご囚□。【］戸の
『口の厨
ご囚の
「四の①
為ス
撹
動
同
上の意味は不明である。このあとにつづく本文の中で、例語にたいするオランダ語の単語をいくつかかかげているが、
得
ル
ヌ
為
シ
遂
ル浴
シ・国・口『のロロのげ巴口のロ日＊
つぎのようになっている。
甚
夕
極
テ
湯
ノ
蒸
気
同 同 器 シ・曰・－日○日】
注・＊は引用者がつけたもの。あとの（注）を見よ。
ご・ロダムプパット
(58）１２３ 
藩
ＶｅＬ 
Ｂ
－
会
〈
や
二
ＶＥＳｕｍ 
篭
轄
尋
、
Vegetabire 
露輯１Ｗ･ＩＦ瀬導
ＩｌＫＹ升
○
 
戸＝
 
Vegetatie 
宕湧
綴
ミ
Vertas． 
筈N-，
Vitseo． 
直
Vitreume 
Vitreat 
直識H－，狐
Vitell． 
11十
Viginti 
藻
載
Virent． 
渥鰻鼬､､罠I､
Vinosｕｓ 
夕
瞳
凹
Viridibns 
鰻
揮
廻
vino，Ｖｉｎｉ 
構
霊
6=墨蔓ﾐ豊浬
Ｖin，adUsL 
田軒識將、
（争唖）函國『
棺庵の「羅甸語解」に類した、ラテン語のみの対訳語彙集『ラヂン語』と題する小冊子（墨書二十六葉、和とじ）が、京都大学文学
（鯉）
部
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
お
も
に
今
回
密
や
薬
物
学
に
関
係
し
た
語
彙
が
中
心
で
あ
り
、
幕
末
の
成
立
に
な
る
も
の
ら
し
い
。
未
見
。
幕末期、蘭通詞のなかにラテン語を独習していた者がいた。嘉永元年（一八四八）六月、蝦夷（北海道）の利尻島に単身上陸して捕
え
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
員
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
一
八
二
四
～
九
四
）
は
、
同
年
十
月
長
崎
に
移
送
さ
れ
た
。
か
れ
は
翌
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
艦
プ
レ
ブ
ル
号
で
本
国
に
帰
還
す
る
ま
で
長
崎
で
約
七
ヵ
月
す
ご
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
崇
福
寺
の
末
寺
・
大
悲
庵
学
生
の
中
に
は
の
ち
に
ペ
リ
ー
提
督
と
の
折
衝
の
さ
い
に
通
訳
を
つ
と
め
た
森
山
多
吉
郎
（
一
八
二
○
～
七
一
）
が
い
た
。
森
山
は
語
学
の
学
習
に
ひ
じ
ょ
う
に
熱
心
で
あ
り
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
敏
速
な
修
得
能
力
を
し
め
し
た
と
い
い
、
学
生
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
森
山
が
ラ
テ
ン
語
の
文
法
書
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
、
かれは翌年四月、アメリカ軍艦プレ》
で
蘭
通
詞
た
ち
十
数
名
に
英
語
を
お
し
え
た
。
あ
る
と
き
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
森
山
が
ラ
テ
ン
語
の
－
１
こ
れ
ま
で
外
国
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
〆■、
注
、.ゾ
ぐの『ョ『房嵐口的は、”元気ご
ロ８冒曰は、〃酢“の意。
汀：冒一ＯＣＮのは、”無力一
日一口の巨曰は、”浴室、溝
口、【の異は、”野生の〃の
目Ｏは、目目の（鉤形に曲がった）の意のラテン語か。
｝ぴは、ラテン語の一一□国（重量単位）のことか。
日賦８は、”混合せよ“の意。
”無力な“の意のオランダ語。
室、浴槽“の意。
の〃の意。
”元気づける、
なぐさめる“の意のオランダ語。
(60）１２１ 
日本洋学史
推定されている。
長崎に来航する外国船が、ヨーロッパの学術や耶蘇教（キリスト教）に関係した書物（多くは漢訳）の舶載を禁じられたのは、寛永
七年（一六三○）のことであった。しかし、享保五年（一七二○）一月、将軍吉宗のとき、キリスト教以外の中国重訳の西洋の算数に
（剛）
関する書物は解禁となった。寛永七年に「錘不書令」を布告してから九十年目のことである。
（噸）
これが洋学勃興のいとぐちとなり、幕府は外国書を輸入し売買することを黙認するようになった。（噸）
だが、これは漢書のことであり、洋書（おもに蘭書）が商□叩として日本に舶載されたのは寛政以後（一七八九年～）のことである。（町）
文化・文政・天保から幕末（一八○四～六○年代）にかけて、わが国に舶載された洋書（蘭書）の数は、数千部、一万冊をこえると
件」（
ある。
と答えた。
と尋ねると、
（噸）
ｌ
い
や
、
な
い
．
け
れ
ど
家
に
は
広
い
書
斎
が
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
し
て
い
る
．
ホ
ー
プ
レ
ー
ラ
ー
ル
この物語の中には、『のＣ｛○門目四ｍロ罰・臣、（学長）といったラテン語が出てくるが、神田はこれを「諸教頭（ここでは大学教授たち意）
の
長
」
と
、
ほ
ぼ
正
確
に
訳
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
幕
末
期
の
洋
学
者
の
語
学
力
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
森
山
は
、
授
業
や
公
務
の
合
い
間
に
、
秘
か
に
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
自
習
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
土
か
ひ
ら
神田孝平（一八一二○～九八、明治期の啓蒙的官僚学者、男爵）は、文久年間蕃書調所に出仕していたころ、ヤン・パスティアン・ク
リステメィェル（一七九四～’八七二、オランダの著述家）の短篇「体刑の物語の重要な場面」を「ヨンヶル・ファン・ロデレイキ一
件」（稿本『和蘭美政録』に収録）と題して訳した。この作品は、帰省の途中、大学生がある田舎の宿に泊ったときに殺される物語で
幕
末
に
輸
入
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
お
よ
び
ラ
テ
ン
語
の
語
学
書
。
＊ 
120（61） 
寛永十八年（一六四一）から寛政十二年（一八○○）ごろまでは、学術書の輸入はさほど多くなく、もっぱら通詞のための輸入であっ
た。しかし、開国後は、長崎や神奈川（横浜）相当な数量の洋書が入ってきた。輸入本は、各運上所で洋書改方の吟味をへたのち
あ
ら
た
め
「改印」（「長崎東衙官許」や「神奈川会所改」）をうけ、のち江戸の長崎屋を通じて販売されるのがふつうだった。
ポルトガル語の書籍についていえば、鎖国下（寛永十六年〔一六三九〕から安政元年〔一八五四〕）日本にそれが舶載されることは
なかったが、幕府の紅葉山文庫には、オランダ渡来のポルトガル語の辞書が架蔵されていたようだ。
じ
ゆ
う
ぞ
う
近藤重蔵（一七七一～’八二九、江戸後期の探検家、旗本）が、幕府の書物奉行に任じられたのは文化五年（一八○八）のことだ
が、同人が著わした「好瞥故事」（巻七十九）にポルトガル語の辞典にふれたくだりがある。
開国後はわずかながらポルトガル語関連の書物も輸入された。たとえば蕃書調所の蔵本のなかには、つぎのようなものが見られる。
］・少・○。ごｎ口］ぐの②ｍＤ－ｏＱｏｐｍユ◎勺。且巨的のい・○三口四・三四．四。．］⑭］②
争
ル
ト
ガ
ル
波
爾
杜
瓦
奥
国
釈
辞
書
一
冊
原
名
ホ
ル
ゲ
ー
ス
、
ウ
ヲ
ー
ル
デ
和
蘭
国
ア
プ
ラ
、
ハ
ム
、
ア
レ
ウ
テルダム、一一於テ刊行ス西洋癖目
ジ
ョ
ー
タ
・
ア
ー
・
ゴ
ン
カ
ル
ヴ
ェ
ス
『
洋
漢
合
辞
彙
』
、
一
八
一
三
年
パ
リ
刊
。
●
 
本の大きさは、噸、×価、。厚さは妬叩。本文は八七一頁。本の状態はわるく、ポロポロである。
一冊
ウ
ヲ
ー
ル
デ
ン
プ
ッ
ク
ム、アレウェイン、並ヨハンネス、コルン、同撰、千七百十四年”椛彌如岬アムス
(62）１１９ 
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］○ｍかロ四句○口ののｏｍｍｚｏぐ。＆ＯＢＯコロユ◎可田口ｏ８１勺○円目困巨の国
司四国堺日］○四困○の『ン］・－勺．』】］］四口且富。。一○口向Ｑ・］②①］
ジョゼー・ダ・フォンセ『新仏蘭辞典』、’八六一年パリ刊。
本の大きさは、躯ｍｘｕｍ。厚さは鍋叩。本文は九五五頁。本の状態はわるく、表紙はいまにもとれそうである。
シロ弓。□］ご」の］円目シ□】。（一○口ロ『］。｛夢のロロ、｝】めす四コ・勺。『曰的巨の⑩の旧ロゴ、Ｅ四ｍの印》冒すごｏロロ『扇引向。ｍ］厨ロ山口ロ勺○門目晒巨の⑫のロゴ□勺『○日、口の⑩の
口ロロロロ、］」の戸旧肘ワｏＰｂｄｐ芹のＱ閉○円（すの用。］］ｍｐＱ・］②①。
］・缶・Ｏｏｐ８］『の⑫ｍＤ－ＯＱｏｐ四且ＣＯ三目１勺。『白、ロ①の．三四ｓＰ］、闇
句『ロゴＱ⑪ＣＣｍｏ一四二○○。□の｛ｍｐＯ－ｏｍｏＨ四日目ロ芹一Ｃ四四コ巴］庁】ｎ口・囚］ご函巨四勺○耳巨、口の国Ｐ勺四ユの。］⑪、、
ジ
ョ
ー
タ
・
ア
ー
・
ゴ
ン
カ
ル
ヴ
ェ
ス
『
洋
漢
合
辞
彙
』
、
一
八
三
三
年
マ
カ
オ
刊
。
本
の
大
き
さ
は
、
加
叩
×
姐
叩
。
厚
さ
は
７
ｍ
。
本
文
は
一
○
二
八
頁
。
本
の
状
態
は
前
者
と
お
な
じ
よ
う
に
悪
く
、
ポ
ロ
ポ
ロ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ソ
ラ
ノ
・
コ
ン
ス
タ
ン
シ
オ
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
分
析
的
文
法
』
、
一
八
五
五
年
パ
リ
刊
。
本
の
大
き
さ
は
、
肥
ｍ
ｘ
ｎ
ｍ
。
厚
さ
は
畑
四
本
文
は
二
四
八
頁
。
本
の
状
態
は
よ
い
。
アントニー・ヴィエラ「英葡辞典』（上巻）「葡英辞典』（下巻）、一八六○年リスボン刊。
本の大きさは、（上巻）翻叩×蠅叩。厚はさ４ｍ、（下巻）職、×肥四厚さは妬叩。各巻のページ数は不詳。本の状態はよい。
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で刊行された語学書について述べてみよう。
海
外
興
業
株
式
会
社
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
用
語
手
ほ
ど
き
附
会
話
単
語
』
（
邦
文
社
、
大
正
⑫
・
３
）
。
東洋移民合資会社編『ご・８ｄＢ目。①○・曰くの円の囚ａｏＱの勺○円目、ロの凶の］弓・ロの国伯刺西爾会話編』（秀英社、大正３．１）
星
誠
著
『
葡
萄
牙
語
四
週
間
』
（
大
学
書
林
、
昭
和
９
．
５
）
金沢一郎編『○．ごくＲｍｍ８○℃○円目、ロの国ｌ］§・ロの国率溌駒睾語会話』（大日本図書株式会社、明治虹・４）
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
本
を
い
ち
ば
ん
古
い
順
に
か
か
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
このように江戸末期に将来されたポルトガル語関係の語学書のうち現存するのは、五指ほどにすぎない。つぎに明治期以後、わが国
これは本邦初のポルトガル語入門書か。
これは洋装本である。本の大きさは、姐叩ｘｕ叩。本文は二一頁。ポルトガル（ブラジル）語の実用会話書である。
これは洋装本である。本の大きさは、唖ｍｘ９ｍ。本文は六四頁。小冊子である。
これは洋装本である。本の大きさは、蝿叩×皿哩本文は八六頁。ポルトガル会話の本である。はじめに語奨（日常語）が来、つ
いで慣用句や会話文がくる。
(64）１１７ 
日本洋学史
こ
れ
は
日
本
で
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
本
格
的
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
日
本
語
辞
典
で
あ
る
。
編
者
の
大
武
は
在
野
の
ひ
と
で
あ
り
、
十
五
年
か
け
て
単
独
で
こ
の
辞
典
を
編
ん
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
七
年
間
く
ら
し
、
明
治
三
○
年
（
一
八
九
七
）
に
帰
国
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
公
使
館
に
通
訳
と
し
て
勤
務
し
、
公
務
を
お
え
た
の
ち
、
私
生
活
を
犠
牲
に
し
て
こ
の
辞
典
の
編
纂
に
打
ち
こ
ん
だ
。
本
の
大
き
さ
は
、
田
⑪
×
ｎ
ｍ
。
本
文
は
二
二
六
頁
。
収
録
さ
れ
て
い
る
語
奨
数
は
、
約
五
○
○
○
○
．
の
ち
日
本
出
版
貿
易
株
式
会
社
か
ら
お
な
じ
書
名で再刊された（昭和“・１）。
「
序
」
に
よ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
関
す
る
辞
書
や
学
習
書
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
書
店
を
捜
し
て
も
得
ら
れ
な
い
現
状
に
か
ん
が
み
、
い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
歩
け
る
小
型
の
見
よ
い
、
引
き
よ
い
辞
典
を
提
供
し
た
い
意
図
の
も
と
に
編
ん
だ
と
い
う
。
本の大きさは、蠅叩×岻叫本文は四○四頁。小型の辞典である。収録されている語彙数は、’八○○○。
海本徹雄箸『実用ブラジル語会話』（大学書林、昭和弘・３）
星
誠
編
「
最
新
葡
和
辞
典
』
（
日
伯
文
化
協
会
、
昭
和
別
・
５
）
大武和一一一郎編『三○ぐｏｐｏＱｏｐｍ『一・勺。『曰、この因・］：○口のＮ葡和新辞典』（刊行年不詳）。
「はしがき」によると、ブラジルの国語であるポルトガル語は、ポルトガル国のものとかなり違ったものであるという。
著
者
に
よ
る
と
、
同
書
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
発
音
・
文
法
・
会
話
・
訳
読
な
ど
、
経
験
に
も
と
づ
い
て
正
確
か
つ
平
易
に
説
い
た
も
の
と
い
う
。
友田金三著愚ブラジル語
会
話
発
音
巍響（カニャ書店、昭和ｎ．１）。
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星
誠
編
『
最
新
和
葡
辞
典
』
（
日
伯
文
化
協
会
、
昭
和
妬
。
８
）
どういうわけかポルトガル語関連の語学書の刊行は、こんにち盛況を呈している。つぎにその主なものをかかげてみよう。
浜口乃二雄編『ポルトガル語常用六○○○語』（大学書林、昭和船。６）
星
誠
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
四
週
間
』
（
大
学
書
林
、
昭
和
記
・
皿
）
佐野泰彦著『其礎ポルトガル語』（大学書林、昭和別・３）
国
沢
慶
一
編
『
図
解
ポ
ル
ト
ガ
ル
壷
退
室
話
』
（
海
文
堂
、
昭
和
師
・
６
）
野田良治編『日葡辞典・第一巻ＡＳＫ』（有斐閣、昭和詔・４）
佐野泰彦著『英語対照ブラジル語会話』（大学書林、昭和“。ｕ）
感釦鍵雄編『ポルトガル語小辞典』（大学書林、昭和妬・８）
襲繍霞共著『標準房ポルトガル会話」（泉社、昭和閉・５）。
辮繩編訳『邦訳日葡辞書』（岩波書店、昭和字５）。
『日葡辞書ごＣＤ：ご一画１．８口口、。四・の百℃四目』（岩波書店、昭和弱。⑫）。
同書は、一六○三年（慶長八年）長崎のコレジオで刷った日葡辞書（オクスフォード大学ポードリァン図書館蔵）を原本の五分の
三の大きさに複製したものという。昭和三十六年三月、同辞典の「難読譜表」（岩波書店）が刊行された。
これは日本で最初の日本語・ポルトガル辞典か。本の大きさは、ｕ、×８，．本文は二八四頁。小型辞典である。収録語彙数に
ついては明らかでない。
(66）１１５ 
日本洋学史（ 
佐野泰彦編『カナ発音葡和小辞典』（大学書林、昭和印。７）
酷嫡艫甦編『ポルトガル語分類語葉』（大学書林、昭和冊・４）
佐野泰彦著「海外旅行ポケットブラジル語会話』（大学書林、昭和冊。５）
酷癩鰔甦共著『ポルトガル語基本構文二五○例」（大学書林、昭和的・８）
嘔惣隅・ヒラマッ共著『役に立つポルトガル語会話』（大学書林、昭和印・４）
販蛎ノ鍼、ア共著『ローマ字ポ和辞典』（柏書房、昭和印。、）
蝿窺継共著『ポルトガル語動詞の知識と活用」（大学書林、昭和他・４）
池上岑夫箸『ポルトガル語文法の諸相』（大学書林、昭和銘・５）
林田雅至著「入門やさしいポルトガル語（ブラジル語）』（南雲堂、昭和銘。６）
噸鐵魍・ヒラマッ共著『役に立つブラジルポルトガル語スピーチ集』（大学書林、昭和田．、）
富野幹男著『スペイン語からポルトガル語へ』（大学書林、平成元・３）
弥永史郎編『ポルトガル語会話練習帳』（大学書林、平成元・９）
鴉轍噸・ヒラマッ共著『ポルトガル語ことわざ用法辞典』（大学書林、平成２．９）
浜口乃二雄著『ポルトガル語基礎一五○○語』（平成２．⑫）
佐野泰彦編『英語から学ぶポルトガル語会話』（創拓社、平成３．４）
ジュラルド・ルーシオ・マルケス箸『すぐ話せる／・ブラジルポルトガル語』（□【○三旨Ｐ平成３．６）
日向ノエミア編『ローマ宇和ポ辞典』（柏書房、平４．３）
麺赫醗”共編『らくらくポルトガル（ブラジル）語文法から会話」（国際語学社、平成４．６）
池上岑夫著『英語対照ブラジル語会話』（大学書林、平成５．４）
これは前掲『日葡辞書』の全訳である。
1１４（67） 
黒沢直俊著『キックオフ／・ブラジルポルトガル語』（大修館書店、平成８．５）
縦鰄共著『ベーシックブラジルポルトガル語』（東洋書店、平成８．７）
高橋都彦著『ポケットポルトガル語入門」（伯伸出版社、平成８．９）
窯認許誼韻共著『こうすれば話せるブラジルポルトガル語』（朝日出版社、平成９．５）
大
野
隆
雄
満留久美子箸『ポルトガル語分類単語集』（大学書林、平成９．８）
騨縦露共編舅代ポルトガル語辞典』（白水社、平成８．２）
富
罰
蕊
池
上
岑
夫
輻翻鱸共著『ポルトガル長文読解教室』（国際語学社、平成５．４）
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
『
ト
ラ
ベ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
会
話
』
（
拓
伸
出
版
社
、
平
成
５
．
４
）
雛瀝》ザ共著「仕事に役立つブラジルポルトガル語』（大学書林、平成５．６）
弥永史郎箸『ポルトガル語手紙の書き方』（大学書林、平成５．８）
田所清克著『ポルトガルブラジル語会話ｌ日常のコミュニケーション』（国際語学社、平成５．９）
掴嶋展》涛引縄輝蛎究所『日常ポルトガル会話』（伯伸出版社、平成５．ｕ）
深沢暁著『初級ブラジルポルトガル語』（東洋書店、平成６．４）
蝉醗郁鍼共著コーシックブラジルポルトガル語』（東洋書店、平成６．４）
日向ノェミァ箸『ブラジル語でコミュニケーション』（大学書林、平成６．ｍ）
池
上
岑
夫
箸
『
基
礎
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
』
（
大
学
書
林
、
平
成
６
．
ｍ
）
海本徹雄箸『実用ブラジル語会話』（大学書林、平成７．３）
島幸子箸『トラベルブラジルポルトガル会話手帳』（株式会社語研、平成７．５）
『ポルトガル語緊急医療の巳、旨の臼８□の向日の日の二○国』（柏書房、平成７．ｍ）
(68）１１３ 
日本洋学史
肥鰄繩癖砂共著『ブラジル・ポルトガル語早わかり』（三修社、平成ｎ．８）
武
田
千
香
著
『
ブ
ラ
ジ
ル
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
入
門
』
（
三
省
堂
、
平
成
咀
・
１
）
河
野
彰
著
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
入
門
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
咀
・
２
）
香
川
正
孑
著
『
今
す
ぐ
話
せ
る
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
』
（
株
式
会
社
ナ
ガ
セ
、
平
成
旭
・
９
）
池上岑夫箸『ポルトガル語とガリシァ語』（大学書林、平成姐・３）
黒沢直俊著『やさしいブラジルポルトガル会話』（泉凹
日
本
ｌ
ブ
ラ
ジ
ル
「
こ
と
ば
」
研
究
室
編
著
『
ロ
ー
マ
字
で
引
懸識蟻議國調学『ヴァチカン図書館蔵葡日辞典』
率宮唾ト共著「ポ曰法律用語集』（有斐閣、平成⑫・４）
土井洋箸『の付き暮らしと仕事の会話集ブラジルポルトガル語』（ナシ社、平成９）
長
島
幸
子
著
『
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
会
話
「
決
ま
り
文
句
」
六
○
○
』
（
株
式
会
社
語
研
、
平
成
、
・
１
）
大
塚
光
信
解
説
『
エ
ヴ
ォ
ラ
本
日
葡
辞
書
』
（
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
平
成
、
・
１
）
辨酔閏葬．コェーリ。編著『現代日葡辞典』（小学館、平成ｎ．１）
黒
沢
直
俊
著
『
二
五
○
語
で
で
き
る
や
さ
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
会
話
』
（
白
水
社
、
平
成
ｎ
．
６
）
黒
沢
直
俊
著
『
や
さ
し
い
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
会
話
』
（
泉
社
、
平
成
、
・
６
）
日
本
ｌ
ブ
ラ
ジ
ル
「
こ
と
ば
」
研
究
室
編
著
『
ロ
ー
マ
字
で
引
く
日
本
語
↓
ブ
ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
辞
典
』
（
株
式
会
社
ナ
ッ
メ
社
、
平
成
皿
。
⑫
）
巍螂蕊絞詳聯国語学『ヴァチカン図書館蔵葡日辞典』（臨川書店、平成Ⅱ。、）
つ
ぎ
に
幕
末
に
舶
載
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
の
語
学
書
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。
ラ
テ
ン
語
に
関
す
る
古
い
書
目
に
つ
い
て
は
、
近
藤
重
蔵
の
「
好
書
故
事
」
（
巻
七
十
九
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
羅
句
釈
辞
典
一冊
＊ 
112（69） 
こ
れ
ら
は
羅
蘭
の
対
訳
辞
書
で
あ
っ
た
と
お
も
え
る
が
、
原
書
名
に
つ
い
て
」
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
た
と
思
う
と
原
本
に
か
ぎ
り
な
い
興
味
を
お
ぼ
え
る
。
ち
な
み
に
蕃
書
調
所
の
ラ
テ
ン
語
関
連
の
旧
蔵
本
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
。ｐ『厨踵四コ］○のｇロ・のｏＢｍ目の⑫“□一日一○口巴同の○三コ。】、壹司『四口８厨の芹伊ロ（旨・ロロゥ】芯Ｑ画Ｒ肝目。ａ『の。①の口冨四一のの芯已向日ロの『の目①芹幻◎一
二四℃◎示。ご］の。『ｍｐＱ・勺四国⑩○の冒日己国日のユの『日ロの臥巴の・三・□○○・涜冒
羅
句
釈
辞
典
クリスティァン・ジョゼフ・ド・ギニュ編『中国語・フランス語・ラテン語辞典』、一八一三年パリ刊。
原
名
釆
覧
異
言
増
訳
引
用
書
和
蘭
国
サ
シ
ゥ
ル
ピ
チ
ス
コ
撰
目
以
下
略
云
増
訳
引
書
原
名
ジ
ク
シ
、
オ
ン
ナ
リ
ウ
ム
、
テ
ウ
ト
ー
ー
コ
、
ラ
チ
ニ
ュ
ラテン（卜添書アリ）．
ム
、
ノ
ヒ
ユ
ム
和蘭医科ヨハンネス、そウ＃ルデ撰、千七百十九年醇辨刊行
守
重
按
一
一
西
瞥
略
目
ニ
ハ
ン
ノ
ッ
ト
ウ
ヲ
ー
ル
デ
ン
プ
ッ
ク
ニ
巻
ア
リ
ト
云
羅
甸
語
ノ
辞
書
ナ
リ
ト
是
卜
異
同
イ
カ
ン
原書名についてはつまびらかでない。しかし、羅蘭辞典の古版が幕末期、江戸城の
(70）１１１ 
日本洋学史
この辞典は、ナポレオン一世（一七六九～一八二一）の勅命によりＣ・Ｊ・ド。ギニュが編んだもので、漢字にフランス語訳とラテ
ン語訳をつけたものである。原著は、十七世紀末に中国で布教に従事していたイタリアの宣教師パジリォ・デ・ジェモ１ナがつくった
『漢蜘字鹸西一切訳》Ｙ』という中国語とラテン語の辞書という。
（上）（下）の一一巻本からなり、上・下巻の大きさは、共に訂、×岻叩である。上巻は五六一頁。下巻は五四六頁ある。この辞典はい
ま葵文庫（静岡県立中央図書館）におさまっているが、状態が悪いため公開していない。
本の大きさは、繩叩×皿四
うに悪く、夷蘇いを欠いている。
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
は
、
お
そ
ら
く
佐賀藩も幕末にオランダの学術書を少なからず購入しているが、その中に
回・【口の『◎すの烈伊口昌ロの○ずの‐ｚのＱのａ巳【、。戸ｚのロのａ巳房Ｃｐ－Ｐｇ－］ロの○ずの言ｏｏａｍｐす。①〆ロ、日すの芹国ＣｏｍＱ曰扇◎す両．【口の『◎すの『Ｆの『□のロ．》の
○国ぐのロ声■ぬの。シ曰呉のＨロロヨの白Ｎｐ庁□ずのＰ三一ｍ・のロ・］・伊ロ、可【日ロロの。］⑪②⑫
廿
六羅
甸
文
法
書
千八百三十九年
ウ
、
イ
、
ク
レ
ウ
ッ
、
Ｅ・ケルヒャー編『羅蘭・蘭羅辞典』、一八三三年刊。
ベコノプテ、ラテインセ、スプラークキユンスト、オフ、ガラムマチカ、フォール、デ、スコール
レ
グ
レ
イ
ト
ネ
ル
一
冊 厚さは約嫡叩。本文は一三八頁。現在、沼津市立駿河図書館の所蔵に帰しているが、本の状態はひじょ
110（71） 
《団の【ご○宮Ｆ四三口印呂の（または旧山ご
う
な
文
字
を
あ
て
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
本の大きさは、魂ｍｘｕｍｏ厚さは４四本文は五八○頁。
同書の欧文タイトルは、《ご「。。『Ｑのロウ・の扉Ｑの門田ｇ旨の○ずの（またはＥゴロ②、ゴの）弓四四一》であろうか。出版社については不明。
同
藩
は
ラ
テ
ン
語
の
辞
書
も
買
い
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
いの凶ｏｏｐ冨四ロロ巴の伊日ご日Ｐのご日。］ｏ囚ｏｏＣａ旨の曰⑪已○⑪房巨日ロケ向・尻四の『◎ずのＨｏ・画９口の巨曰国の］Ｂｏｍの］■ぐの。曰（】の○口『口ぐ］（の【ロロ邑一］・
因。⑩、。旨・勺亘一・・『胃。『・冨口頤・口芹函巨曰・Ｃｏｏ（・の庁］ロ鈩昏のロ・ショの厨］。□・勺『。［国Ｑ言◎し］｛の『、．向日日の。：【』。Ｈ・伊ｐｍＱｐ凰国口曰く。『巨日の｛
ショの一のａ四日一》四℃巨口の巴］・Ｐｐｏ胃日凹口の①（］・幻且ご丙冨□○○○※Ｐく
九
ウ
ヲ
ー
ル
デ
ン
ブ
ッ
ク
、
デ
ル
、
ラ
テ
イ
ン
セ
タ
ー
ル
一冊
（大意）「ラテン語辞典』、一八四五年ラィデンおよびアムステルダム刊。Ｅ・ケルヒャーが語源にしたがって分類し、ベルギーの青年が使用で
きるようにＪ・ポスヵ教授が増補した。Ｓ・Ｔ・ルフトマンスおよびＪ・ロディンク社より刊行。
一八百三十六年
千
八
百
二
十
九
年
ハ
、
ス
ル
チ
ン
（または屈斤目切・ロの）の已国凹蔦目の芹・命の『四日白目８ぐ○○弓口のの：。。］》であろうが、版元についてはどのよ
(72）１０９ 
日本洋学史
本
の
大
き
さ
は
、
妬
、
×
旧
四
厚
さ
は
５
四
本
文
は
一
九
八
二
頁
。
先
に
か
か
げ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
関
係
の
舶
来
本
に
し
て
も
、
ま
た
い
ま
の
べ
た
ラ
テ
ン
語
関
連
の
も
の
に
し
て
も
、
い
か
な
る
ル
ー
ト
を
経
て
蕃
書
調
所
の
書
庫
に
収
ま
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
幕
府
の
洋
学
機
関
の
依
頼
を
う
け
た
長
崎
会
所
が
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
通
じ
て
本
国
に
発
注
し
この辞書は、カルル・エルンスト・ゲオルゲス博士編の『中型羅独辞典」（十版）をもとにしており、フロニゲンのギムナジウムの
校
長
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ュ
ナ
イ
タ
ー
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
た
め
に
縮
小
し
た
も
の
で
、
フ
ロ
ー
ー
ゲ
ン
の
エ
ル
フ
ェ
ン
・
セ
ー
・
エ
ム
・
フ
ァ
ン
・
ポ
ル
ハ
イ
ス
・
ホ
イ
トセマ社から刊行された。
本の大きさは、跡、×姐叩。厚さは６ｍである。本文は一九一一六頁。
Ｐ四三口切りゴー『○ＯＨＱのゴワ○の〆ロ四四吋ロ①の］ａの巳【ぬ凹呉ぐロロロ日『ロロロ円・【・固・の①。『ぬの印○℃日の巨尹「ウの急の『【庁○○ＣＨＯ『ｐｐｍ①一ヶ円の、芹四○○ｍ］の①日口『
芹のシヨ⑩戸の門口四日．○『○口目、の。］・国．ごく○一件の尻・］ｍの、
西口ロ日己○○円Ｑの回す○の丙Ｐロ（一百の○ヶの弓四四一二コ四四『Ｑの蔵①ロ・の巳芹、四ぐのくロゴぼの【Ｐｇの旨⑪◎すＩＤの巳⑩○ず①の函四ロロミ◎風の『ずロ、ずく四コ□射，【ロ『］因円。の（
○の。『ぬ８日の｛Ｑのｐｏｏｓｍのワの宍。『ごｍの曰くＣＯ『ｚのＱの１口目のＨ⑫すの葛の『【戸９。。『三回］・缶・のＯゴロの】岳の『》幻の。芹。『ご目ゴの（の冒口目の旨司】【の
⑦『○己ロ、の貝芹の○『ｏヨロ、の貝亘〕ロの両『ぐのロ○・富・ぐゆ目、○房巳⑪四。〕扇の曰四・］の、←
『ラテン語辞典』、一八六五年フローーンゲン刊。この辞典は、カルル・エルンスト・ゲオルゲス博士が編んだラテン語辞書（十一版）に、アム
ステル大学教授のエンゲルプレヒトが新たに手をくわえ、フロニンゲンのＪ・Ｂ・ポルター社より刊行。
『中型ラテン語辞典』、一八五四年フロニゲン刊。
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鵜
日本洋学史
水野繁太郎著『蝋躯羅甸文法階様』（南江堂蔵版、明治鉛・５）
鈴木竜六箸『羅甸文典講義』（丸善商社、明治皿・９）
高橋金一郎著『らてんの曲ゲ大意」（岡山孤児院活版部、明治剖・７）
菅野虎太編訳『羅甸七科字典』（英蘭堂、明治四・９）
つぎに明治期以後、わが国で刊行されたラテン語の語学書について述べてみよう。
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
本
に
よ
っ
て
、
い
ち
ば
ん
古
い
順
に
か
か
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
本
邦
初
の
ラ
テ
ン
語
文
法
の
入
門
書
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
篇
は
名
詞
の
変
化
か
ら
説
き
、
さ
い
ご
の
第
七
篇
は
前
置
詞
で
お
わ
っ
て
い
る
。
こ
れは洋装本である。本の大きさは、“叩×、四本文は九三頁。
これは洋装本である。本の大きさは、繩、×岨叩。本文は一一八頁。語彙九頁からなる。主として名詞や形容詞などの語形変化に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
英
文
で
書
か
れ
た
「
序
」
に
よ
る
と
、
医
学
書
を
よ
む
と
き
、
ラ
テ
ン
語
の
知
識
が
な
い
と
、
正
し
く
意
味
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
。
これは洋装本である。本の大きさは、蠅叩×岻叩。一一一○七頁。医学および自然科学者のための羅曰辞典である。
106（75） 
なる。若目田武次著『ラテン語階梯』（健文社、昭和皿・６）
村松正俊箸『ラテン語四週間』（大学書林、昭和ｎ．７）
よ
し
と
し
神宮徳寿著『独習羅典語の研究』（郁文堂書店、昭和・・・１）
困丘のロ四房四月四．四声四ｍｚｏぐ口の日日日、（】○回Ｐｇ旨四》弓○画Ｐの巨曰己威ワロのロー「シｚレンロ□ご］】○℃○一四Ｐ冨冨ＤＰ隅潴牌閂〆
市河三喜著『ラテン・ギリシャ語初歩』（研究社出版、昭和５．１）
プラトンⅡアリストテレス学会編『ギリシアⅡラテン講座（第三部）ラテン』（鉄塔書院、昭和７．２）
呉茂一箸『ラテン文法概要」（鉄塔書院、昭和８．４）
これは洋装本であ。本の大きさは、卵叩×応皿本文は五一頁。著者は「序文」において、「羅甸語ハ希臘卜併テ諸専門ノ学科
就中医ノ薬ノ学科ヲ修ムル者ノ重要視スヘキ学術語ナリ」とのべている。内容は、名詞・形容詞・副詞・動詞その他の変化につい
て
説
明
し
た
あ
と
、
処
方
の
略
語
、
そ
の
文
例
、
各
器
具
の
語
檗
な
ど
を
か
か
げ
て
い
る
。
大正期は、ラテン語関連の語学書は刊行されなかったものか、ほとんど見かけない。が、昭和期に入るとぽつぽつ刊行されるように
島
田
耕
一
篇
『
羅
甸
語
処
方
文
例
全
附
簡
約
羅
甸
文
法
』
（
大
阪
同
済
号
書
房
、
明
治
虹
・
８
）
。
同書は、過去にドイツ語を学んだことがある者のために講じたラテン文法にもとづくものであり、それに修正をくわえ、何人に
も
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
日
本
語
で
叙
注
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
。
これは洋装本であ。本の大きさは、価、×咀四
「凡例」に「本書は多くの羅甸文法書を参考にし、
の
大
要
を
把
握
し
易
か
ら
ん
こ
と
を
主
と
せ
り
」
と
あ
る
。
本文は一一一一三頁。ラテン文法の概説書である。
其重要なる点を抜きて此れを編纂したものにて成るべく簡明に説明し、文法
(76）１０５ 
日本洋学史 討辨轆幟共編『全訳・注解やさしいラテン語読本』（大』
磯部幸一著『医学生のラテン』（大学書林、昭和伯・３）
大
塚
光
信
解
題
「
羅
西
日
辞
書
」
（
勉
誠
社
、
昭
和
別
・
２
）
こ
れ
は
ド
ミ
ー
ー
コ
会
宣
教
師
コ
リ
ャ
ー
ド
の
編
著
『
羅
呉茂一著『ラテン語入門』（岩波書店、昭和Ⅳ。、）
田中秀央編『初等ラテン語読本』（研究社出版、昭｛
護辮一編『ラテン名家選』（岩波書店、昭和犯・３）
嬢菩共著『ラテン語小文典』（岩波書店、昭和的？
有田潤編『ラテン語基礎一五○○語』（大学書林、両
有
田
潤
著
『
初
級
ラ
テ
ン
語
入
門
』
（
白
水
社
、
昭
和
調
：
呉茂一箸『ラテン文法綱要」（要書房、昭和卵・５）
〃
『
ラ
テ
ン
文
法
綱
要
演
習
篇
』
（
要
書
房
、
昭
和
閉
・
５
）
デ
ル
・
コ
ー
ル
著
『
ラ
テ
ン
語
四
ヶ
年
第
一
巻
』
（
ド
ン
・
ポ
ス
コ
社
、
昭
和
泌
・
１
）
泉井久之助著『ラテン広文典』（白水社、昭和〃・２）
田
中
秀
央
編
『
羅
和
辞
典
』
（
研
究
社
辞
書
部
、
昭
和
〃
・
９
）
大村雄治著『ラテン語第一歩」（白水社、昭和ｕ・、
蕊繊編著『ギリシャ・ラテン引用語辞典』（岩波壼
呉茂一著「ラテン文法綱要』（要書房、昭和姐・３）
田中秀央著『ラテン文学史』（生活社、昭和氾・５）
中
秀
央
編
『
羅
和
辞
典
』
（
研
究
社
辞
書
部
、
昭
和
〃
・
こ
れ
は
本
邦
に
お
け
る
唯
一
無
比
の
羅
和
辞
典
で
あ
る
。
『ギリシャ・ラテン引用語辞典』（岩波書店、
やさしいラテン語読本』（大学書林、昭和胡・６）
（白水社、昭和調・１）
直
昭
和
的
・
４
）
（大学書林、昭和皿・９）
昭和ｎ．９）
『羅西曰辞書（ロ。（一○口胃旨ロ】の弓の円げの⑩口ぐ国ロロぬく口の百℃・日８の○○日己のロ臼ご曰
昭和鍋。、） 昭和⑫。、）
104（77） 
幻・日ロＰ］９画）の複刻版である。
柴田光蔵著『法学ラテン語綱要［増補版］』（玄文社、昭和別・岨）
関野清二編訳『ケンブリッジラテン語講座』（泰流社、昭和品・２）
二宮陸雄著『ラテン語構文と語法の研究』（篠原出版、昭和冊。ｌ）
有
田
潤
著
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
式
ラ
テ
ン
文
法
書
』
（
白
水
社
、
昭
和
印
・
３
）
木下文夫篇『和羅辞典』（国際語学社、平成、・２）
逸
見
喜
一
郎
箸
「
ラ
テ
ン
語
の
は
な
し
Ｉ
通
読
で
き
る
ラ
テ
ン
語
文
法
』
（
大
修
館
書
店
、
平
成
⑫
。
⑫
）
河
底
尚
吾
著
『
演
習
ラ
テ
ン
語
文
法
』
（
篠
原
出
版
、
昭
和
的
騨警鰄著『新ラテン文法』（東洋出版株式会社、平成
小
林
標
著
『
独
習
者
の
た
め
の
楽
し
く
学
ぶ
ラ
テ
ン
語
』
（
大
些
木下文夫篇『和羅小辞典』（国際語学社、平成６．５）
柴田光蔵著『ローマ法ラテン語用語辞典』（補訳版）（玄文社、昭和別。⑫）
〃
『
法
律
ラ
テ
ン
語
辞
典
』
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
印
・
６
）
繍烟鰄編訳『現代ラテン語会話Ｉカペラーヌス先生の楽しいラテン語会話教室』（大学書林、平５．７）
有
田
潤
著
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
式
ラ
テ
ン
文
法
書
』
（
白
水
社
河底尚吾著『ラテン語入門』（泰流社、昭和閉。⑫）
大西英文箸『はじめてのラテン語』（講談社、平成９．４）
風間喜代三著『ラテン語とギリシャ語」（三省堂、平成ｎ．３）
伊
藤
太
吾
著
「
ラ
テ
ン
語
か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
へ
』
（
大
学
書
林
、
記
中山恒夫箸『ラテン語練習問題集』（白水社、平成７．ｎ
戸部実之著『実用ラテン語入門』（泰流社、平成９．４）
（篠原出版、昭和的・９）
学書林、平６。ｕ）
平成７．９）
平成４．９）
（大学書杯、平成４．ｍ）
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天文十年（’五四一）七月にポルトガルの船二隻が暴風雨に遭い、一隻は鹿児島に入り、他の一隻は大分の神宮寺浦に着いたときか
ら、日本とヨーロッパの交通が開かれるのであるが、寛永十六年（一六三九）のポルトガル船の来航禁止までの約百年間に、西洋の文
物がわが国に移入され、わが国の文化は大きな影響をうけた。
この間、いちばん優勢であった外国語はヘポルトガル語やスペイン語、ラテン語などであるが、中でもポルトガル語はこんにちに至
るも現存し、外来語として日本語化しているものも少くない。それらは安政の開国後から大正初期ごろまで盛んに用いられたが、カス
テラ、タバコ、テンプラ、パン、ボタンのようにいまだに使っている語もある。
（伽）
つぎにかかげる語は、日本語化したポルトガル語とラテン語の代表的なものである。
日本語に及ぼせるポルトガル語とラテン語の影響。
［ポルトガル語］
ア
メ
ン
ド
アルヘー（ロ）
ウ
ニ
コ
ー
ル
オ
ル
ガ
ン
カ
ズ
ワ
ル
カ
ナ
キ
ン
カ
ル
タ
カ
ル
サ
ン
カ
ス
テ
ー
ラ
カ
ル
メ
ラ
＊ 
ロ『ロのｐＱｏｍ
口］庁璋。
。『ぬ四○
○四⑩ロロー
● 
○四口のロロ】『ロ
ｏロユ、
○四一つ四○
ｏ口②（の臣ｍ
Ｃｐ『ｐＨロの一四
手紙、証（
半
ズ
ボ
ン
カ
ス
テ
ラ
カ
ラ
メ
ル
、
金
巾 アー
モ
ン
ド
カ
ラ
メ
ル
状
の
砂
糖
菓
子
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
楽
器
偶
然
の
、
意
外
な
証書、キ
ャ
ラ
メ
ル
ト
ラ
ン
プ
102（79） 
カ
レ
ウ
タ
カ
ポ
チ
ャ
カ
ピ
タ
ン
カッパ
カ
ン
テ
ラ
ギ
ヤ
マ
ン
コ
ッ
プ
コ
ン
ペ
ー
ト
サ
ポ
ン
、
シ
ャ
ポ
ン
サ
ラ
サ
サ
ー
ジ
ザ
ポ
ン
ジ
ォ
メ
ト
リ
ジ
ュ
パ
ン
、
ジ
パ
ン
タパコ
ド
ン
々グンウダ
ク
グ
ン
ト
チ
ャ
ル
メ
ラ
テ
ン
プ
ラ
ド
ン
・
フ
ァ
ン
タ
フ
タ
、③］の。芹四
、四時ｐごｏＱ－ｍ
ｏ■□洋画ｑ
○四℃ロ
○四コＱの一画
。》、ゴ】四口庁の
○○℃、
ＤＣ門口□の笄。
の、ご山・
印画『山⑩四
勺
の凹己四
Ｎ煙員）す。四
値のｏＨｐの芹国凹
頤】す四。
一回ロ四○○
二○茸目
庁四閂①庁回
庁四口・色の
【ロゴ庁。
◎ずｐＨｐＨヨの｝回
芹のＨロロの『Ｃ
Ｑｏｐ］臣、ロ
小
型
の
ガ
レ
ー
船
南
瓜
船長、
マ
ン
ト
金
米
糖
石
け
ん
容
器タブ
夕
琉
珀
織
り
幾
何
学
橘祥、
タ
バ
コ
更
紗
カ
ン
テ
ラ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
女
た
ら
し
タ
ン
ク
、
水
槽
多
数
（
量
）
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
王
侯
貴
族
に
た
い
す
る
敬
称
サード（繊維）
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
み
か
ん
（原義は調味料）テンプラ
商
館
長
下
着
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ラメミマママポポポベプフピビピピパパパハパト
シ,リサルンン１１タラララスロＩススンンアツタ
ヤヤメテトプロン：／ンスコ１Fトタコカテン
スロイ｜ラダココイドロノレ１１
力
Ｈ口Ｈ、
（色○四口四ｍ回
す四片の罵四
由四○回
ご口○
ケ四二○。
ご囚の芹囚
己貯詳○一四
『〕ロＣＨＯ
『巴巨。。ごくの宮口□Ｃ
す】の○○津Ｃ
開『ロの。。
ご山］■ご○。
『のＨ山口。画
す。庁凶・
ず。］。
、す○ず。『ｍ
Ｈｐｐ己（○
ロ】四口（⑦】ぬ口
ＨｐｍＨ閂口の一○
● 
Ｈ口】⑫の、
Ｈ己の】四ｍ』ヨ】の。］四ｍ
外とう、
バ
タ
ー
ブ
ラ
ン
コ
ベ
ラ
ン
ダ
ポ
タ
ン
、
ケーキ、
カ
ボ
チ
ャ
ミ
サ
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
の
小
ピ
ン
ピ
ス
ト
ル
、
ガ
ラ
ス
、
》
ビ
ロ
ー
ド
亜
鉛メリ
ヤ
ス
ラシャ（毛織物の一種）
ベンチ、
ね
り
物
パン （平底の）小舟
ナ
イ
フ
、
包
丁
マ
ル
メ
ロ
の
果
実
芽
、
っ
ぽ
み
ド
ー
ナ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
の
金
貨
ガ
ラ
ス
製
品
屋
台
、
銀
行
マ
ン
ト
100（81） 
し
か
し
、
わ
が
国
の
近
代
文
学
者
の
な
か
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
（
宗
教
語
）
を
創
作
に
お
い
て
意
図
的
に
用
い
た
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
た
と
え
ば
、
歴
史
小
説
に
お
い
て
南
蛮
趣
味
を
活
か
し
た
芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
二
～
一
九
二
七
）
な
ど
は
、
そ
の
代
表
格
の
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ラ
テ
ン語を創作に混入させた。
徳
川
時
代
に
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
に
関
係
し
た
ラ
テ
ン
語
の
う
ち
、
借
用
し
た
と
思
わ
れ
る
語
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
数
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
借
用
語
の
多
く
は
、
い
ま
で
は
廃
語
と
な
り
、
死
滅
し
て
い
る
。
ア
ン
ヂ
ョ
パ
プ
チ
ズ
モ
コ
ヒ
サ
ン
コ
ン
タ
ツ
ク
ル
ス
デ
ウ
ス
ラ
ン
セ
ッ
タ
ラ
ン
ピ
キ
ア
ニ
マ
エ
リ
キ
シ
ル
エ
キ
レ
シ
ヤ
ワ
カ
四コ］○
ヶ四℃ご巴ｐｏ
ｎＣｐ【厨の山。
、○コ【口の
Ｃ『巨悶
ロの直の
ロロ】貝】、
の毎Ｍ】『
のｎｏ］の、》囚 一四口。の（四
口一口間ロケ】ロロの
ぐ四。四（？）念珠
（ポ）十字架
（ポ）（ラ）神
（ポ）天使
（ポ）洗礼
（ポ）告白
精
神
、
生
命
霊
薬
教
会
、
集
会
蒸
留
器
牛
肉
ラ
ン
セ
ワ
ト
（外科用の）乱切刀
ゼ
ス
・
キ
リ
ス
ト
エ
ス
９
千
リ
ス
ト
ル
シ
ヘ
ル
マ
リ
ヤ
マ
ル
ヂ
リ
ミ
サ
カ
ン
タ
リ
ス
デ
ウ
ス
テ
リ
ア
カ
Ｃ四口【ず四『旨
□の口⑪
（ずの臥口ｎ口
】の印ロ
］の⑩口印○ず己輿。
旨
＆
討
甸
三四国ロ
ヨロ『口臥◎・曰口１日。
皮
膚
薬
、
媚
薬
神噛み傷薬（毒消し）
（ラ）（ポ）マリア
（ポ）殉教
（ラ）（ポ）ミサ
（ポ
）
イエス・キリスト
（ポ）悪魔、サタン
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当
然
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ス
ペ
イ
ン
語
の
学
習
の
沿
革
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
人
が
は
じ
め
て
日
本
に
来
航
し
た
の
は
、
天
正
九
年
（
’
五
八
一
）
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
お
く
れ
る
こ
と
約
五
十
年
で
あ
っ
た
。
南
蛮
貿
易
時
代
、
ス
ペ
イ
ン
人
か形をととのえることができた。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
ラ
テ
ン
語
の
学
習
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
概
括
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
一
定
て
い
ど
材
料
を
あ
つ
め
、
な
る
べ
く
原
史
料
に
あ
た
り
、
手
を
つ
け
て
み
て
は
じ
め
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
し
ば
し
ば
嘆
息
し
た
。
ま
ず
は
言
葉
の
大
き
な
壁
。
そ
し
て
東
奔
西
走
し
て
あ
つ
め
た
文
献
資
料
の
取
捨
に
ま
よ
っ
た
。
が
、
斯
学
の
先
達
の
論
著
に
導
び
か
れ
な
が
ら
、
お
ぼ
つ
か
な
い
足
取
り
で
進
み
、
ど
う
に
そ
も
そ
も
日
本
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
←
こ
の
研
究
を
志
し
た
動
機
は
、
他
日
、
日
本
》
し
か
し
、
こ
の
種
の
研
究
は
、
各
国
語
に
上
い
だ
け
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
い
え
る
。
ヂ
ャ
ポ
エ
ケ
レ
シ
ャ
ゼ
ン
チ
ョ
グ
ロ
ー
リ
ヤ
ア
ピ
ト
イ
ン
ヘ
ル
ノ
イ
ル
マ
ン
ゼ
ス
ス
＊ 
ロー回す。
①ｎｏ一ｍの一四
ｍのロ盆。
、一○ユ四
声■ず茸。
ご奇『。。
●
０
 
局。】四○
］の印口印
ツ
パ
の
言
語
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
の
か
、
そ
の
学
習
の
沿
革
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
た
い
と
お
も
っ
て
か
ら
年
久
し
い
。
他
日
、
日
本
洋
学
史
研
究
の
一
環
と
し
て
、
日
本
人
の
外
国
語
受
容
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
、
各
国
語
に
わ
た
る
た
め
、
語
学
の
素
養
に
乏
し
い
わ
た
し
に
は
手
に
余
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
な
サ
カ
ラ
メ
ン
ト
（ポ）地獄
サ
ガ
ラ
メ
ン
ト
（
ポ
）
助
修
士
、
仲
間
ピ
ル
ゼ
ン
（ポ）（ラ）イエス・キリスト
（ラ×ポ）栄光
（ポ）僧衣、衣服
〆■、〆■、〆ヘ
ポラボ
、.グ皇.二、ロノ悪
魔
教
会
異
教
徒
ハーフイーソ
パ
ラ
ダ
イ
ス
ナ
タ
ラ
ク
リ
ス
マ
ス
ｚ
回
国
］
○
ゴ
ユ
鷺
日
四
ｍ
パ
テ
レ
ン
己四○円の
の四。『四円ロの口（
ｇ
 
ご］『ぬの口已
己四『口尻。
（ポ）秘跡、告白、聖体
（ポ）処女
（ポ）天国
（
英
）キリ
スト降誕察
（ポ）神父
9８（83） 
九
）
で
あ
る
。
も
っ
と
も
目
外国語大学七○年史』。
に、〃．
学史』。
既述のごとく、当時の漂準外国語はポルトガル語であり、同語は日本語とふかいかかわりをもち、衣服・食物。キリシタン関係の用
語としてよく使われたが、禁教令が出てからは、スペイン語と同様に多く用いられなかった。宗教用語としてのスペイン語は、わずか
に、”コミサリオ“８目印目。（管区長代理）、“コンヘション“８口【２．口（告白）などを数えるのみという（重久篤太郎『日本近世英
一方、ラテン奏
授しているし、叩
を
お
し
え
て
い
る
。
さいごに近代日本において、ポルトガル語やラテン語を教えた教育機関について若干ふれておきたい。
ポルトガル語を正式に教えたのは、東京外国語学校であり、大正五年（一九一六）一月、文部省令第五号によって「葡語学科」が新
設されて以来、こんにちに及んでいる。大阪外国語大学に「ポルトガル・ブラジル語学科」が新設されたのは、昭和五十四年（一九七
九
）
で
あ
る
。
も
っ
と
も
同
大
学
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
授
の
歴
史
は
古
く
、
大
阪
外
国
語
学
校
開
校
当
初
か
ら
西
語
部
の
兼
修
語
で
あ
っ
た
（
『
大
阪
た
か
と
お
も
え
る
。
は布教と貿易の点でポルトガル人に比べて、それほど顕著な活躍をしておらず、わが国の精神文化に及ぼせる影響もいたって小さかつ
プ
リ
テ
イ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
本
稿
を
ま
と
め
る
に
さ
い
し
て
、
国
内
外
の
諸
機
関
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
海
外
で
は
、
英
国
図
書
館
、
ボ
ル
ト
お
よ
び
エ
ヴ
ォ
ラ
の
公
立
図
書
館
、
国
内
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
長
崎
県
立
図
書
館
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
、
沼
津
市
立
駿
河
図
書
館
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
上
智
大
学
附
属
図
書
館
ば
い
ぶ
神田乃武（一八五七～’九一一一一一）は、明治・大正期の著名な英学者であるが、明治十六年（一八八一一一）動物学を専攻する一一学年生に
ア
ン
ド
リ
ニ
ー
ま
た
は
ス
ト
ダ
ー
ド
箸
の
文
法
や
読
本
（
”
シ
ー
ザ
ー
の
著
書
１
『
ガ
リ
ァ
戦
記
」
か
）
を
教
授
し
た
（
『
東
京
大
学
年
報
第
二
巻
』
）
．
ラテン語についていえば、明治六年（一八七三）東京開成学校（東大の前身）の英法科予科第二級において、文法と読本を教
る
し
、
明
治
十
年
代
の
東
京
大
学
医
学
部
に
お
い
て
、
週
に
四
、
五
時
間
、
文
法
と
読
本
（
用
書
は
”
ゲ
ヂ
ッ
ヶ
・
ホ
フ
マ
ン
氏
著
作
“
と
あ
る
）
＊ 
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注（１）海老沢有造の「ヤジロウ考」（「切支丹史の研究』所収、畝傍書房、昭和十七年九月）は、アンジローに関するもっともくわしい研究である。
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
ア
ン
ジ
ロ
ー
（
新
村
出
、
姉
崎
正
治
ら
は
「
弥
次
郎
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
て
い
る
）
に
つ
い
て
日
本
川
史
料
は
な
く
、
海
外
史
料
に
だ
け
（キリシタン文庫）、慶応義塾大学附属図書館、早稲田大学中央図書館などの諸文献と史料を利用させていただいた。記して謝意を表し
ます。〆■、〆■、５４ 
、.〆、－'
アンジローの表記をトゥルセリニの『ザビエル伝』ロのご一国国・可『：：Ｑ〆口ぐの島（］の］。）は、二五八～二五九頁において少。、の『とし、ク
ラッセの『日本教会史（西教史）」円切目『の。①已固、］】の①目］：○口》８日の勺『の日一の『（］。、）の五六頁には、少目のＨ、シャルルボワの『日本キ
リスト教史』雪の目『の目○耳】⑪忌日⑪日の目百℃・ＰＳ日の勺『の目の『（】、路）の四○、四一一頁ではレロ、のＨとなっている。Ａ・プルゥのの巴ロ［
句『§８尉〆口ぐ一の『》【○日の団『の目の円（］①］画）では、『口］】『・としている。本稿では、ザビエル書簡にみられる缶目【。という呼称を用いた。
（２）土井忠生「十六・七世紀における日本イエズス会布教上の教会用語の問題」（『キリシタン研究』第十五輯所収）、三三頁。
（３）ゲォルク・シュールハンメル「日本に於ける聖フランシスコ・ザヴィェルー一五四九～一五五一年」（「キリシタン研究第一輯』所収）、二五
富ごｍ『日の【巳一冨口【の四『のロロの８岳の因島】印すＰ一
巴。。（Ｃｏｏロ⑪巨岸山口Ｑｏｏｂご『の］のぐ四コ｛ＱｏＣｐｐ］のロ（の。
その名が散見する。
一
頁
｡ 
外山卯三郎『きりしたん文化史』（地平社、昭和十九年九月）、二頁。
、
Ｐの勺・国○口ず○日興『一のＱ①の戸司Ｂｐ８】の〆四ぐ】の『ｇの一四○○自己山、己の。の］肝巨印・ｍｂｏ芹『の○の⑪豆。の②の（ロロ］四℃。□・ロ（】のロゴの宛のロ。の今勺口『一ｍ．
『ヨ四口【印画『の画一のＣＱ口の（ｏ二国Ｈ・］ｏｍｍｏｐ】庁凹め【ＣＨｐ『○く】Ｑごｍ四ｍ茄一⑪ＢｐＤのＱ口『旨い曰冒『の②の四月◎ずご勺。ユ口、四］．
」の戸■Ｃヨ「］①□、の昌①皀厨・
Ｐ－ワ円口『ご】ロ伊ｏｐＱｏｐｍｐＱ（。①ロロヶニ。］］ワ『、ユの⑪四（宅。『｛○口ロ□向く。『口一口勺。『芹ロ、口一命。『己①『曰】の‐ ● 
9６（85） 
（６）炉口ぐ】のロロ豆①ロープの巨『の巨渕□閂の同『四コ◎○厨門口ぐ】の『『ｂ【の曰〕の『Ｑの］四○○ｐ】己囚、己の□の閂のの『、．ｐＥ四℃。『（の巳向く四口四一の口巨沢旨ロ①の》陣囚巨
］四℃。ｐ・ロゴ】恐ののロの頁］旨『の⑪ご■『餌。日。①曰巨『の①］』曰□の旨ｎｏロ】□四ｍ己のロの局ｍｐｍ・伜可四・日Ｈののご句『臼二つｏ】⑪己四［ロロ勺の『①Ｑの一口目の⑪日の
○○日己凹、具の。シ□。ご口］．。①国日ロ【一日①ユのＱの国口］莅悶日団向い旧因幻の．口巨○○臼已口の。．◎門・『四口］の。②．ｐ四Ｐ⑭
（７）Ｐの勺・○の○す囚ユのぐ○頁“国一の８】『のＱ巨○ゴユ、ご口己の日の四口］四℃。Ｐ芹ＯＢの勺円の曰］】の【］の画、萱や←］
、
、
、
（８）ルイス・フロリスは、アンジローがこの学院にいた期間を六ヵ月としている（鵬耀訳『フロィス日本史６』（中央公論新社、平成
〆￣、〆■、〆■、’■、〆■、
１４１３１２１１１０ 
、.ゾ、－／、－ノ、-'、-ノ
（９）餌』、（○吋の。①已両、一房のロロ］ｍｂＣｐ・ロ四円］の幻・勺・○『ｍｍｍｇｐの］四○○日ごロ、日のロの閂の、巨卯のの。。。□の両Ｑ薗○員Ｂｏｇの勺『の曰】の『・鈩勺四国の．●ずの園
同国ｐｂｏ－のごｏ口薗一口目戸口『の貝『の①。■ｐｐｍ］。①の尹巨、口の蔑口の》・色ｎｏ芯。■勺◎貝の・三一◎ずの一・二戸□○○門目・少ぐのロロロロ『○ヶ囚蔑。ｐ陣勺臥ぐ】］の、の
グー、／■、〆■、／■、〆■、／■、
２０１９１８１７１６１５ 
、.ソ出一〆、＝'、－〆、‐〆、‐ノ 十二年六月）、二五頁。
餌厨（○吋の。①い》両面一一一
。Ｅ幻○爵ｐｍの
］、、函・ロ。、四○
辮妙刷弐神父訳『聖フランシスコ・ザビエル書翰集（上巻）」（岩波書店、昭和五十二年九月）、一一六頁。また、シ・ロ『・巨著の巴貝句『：８】の
〆口ぐ）の『］巴？］理②（・曰の句円の旦円・○：風の］国の目、辱のの口の伜○・・の目のロ『⑪．］の］、の四三五頁にもおなじ記述がみられる。
古
賀
＋
二
郎
『
長
崎
洋
学
史
上
巻
」
（
長
崎
文
献
社
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
、
六
頁
。
注（ｕ）の『聖フランシスコ・ザビエル書翰集』（上巻）、二六六頁。
海老沢有造『切支丹史の研究』（畝傍書房、昭和十七年九月）、三四五頁。
村
上
直
次
郎
訳
註
『
耶
蘇
会
の
日
本
年
報
第
一
輯
』
（
春
秋
社
、
昭
和
十
八
年
一
月
）
、
三
～
四
頁
に
訳
文
が
か
か
げ
て
あ
る
。
岸野久「ザビエルと日本ｌキリシタン開教期の研究」（吉川弘文館、平成十年十一月）、二○頁。
注（３）の二五二頁。
注
（
皿
）
の
一
○
～
二
頁
。
同右。
同右、三四五～三五○頁。
〃ドチリナ“は、ポルトガ
ド
チ
リ
ー
ナ
ポルトガル語の。。ｐ（『〕目（教義、学説）にもとづく外来語であり、ザビエルが用いたのは、リスボンのインド商館の館長
(86）９５ 
日本洋学史
（皿）注（８）におなじ。
（皿）旧の勺・ロ①○す閂］のぐ〔
（鯛）注（旧）の三五四舌
（別）噸卵鰄狩訳『フロィス日本史８大友宗麟篇Ⅲ』（中央公論新社、平成十一一年八月）、六一頁。
（妬）注（６）の四四○頁。□のぐ】白ロ・同日ロ○一のローメロぐの昼ｃ巳己『旨】口の⑩の。。｝の国戸の局のご甘言＆四目伜百℃・ロ一目〕同巨ｐｐｍの一首曰ご口①凶【・
ロロ風印の問函○幻シ弓■『ぐ幻Ｉの両Ｐｐｚ胃・向の。Ｑ国司シ弓向田向のご・■ず０。□の日ロロｏご陣『の。。、ロ】ご》一口ｄｐｏ昌一胃ロロの＆ごｏｐｐｏｏ］ｏ己口のシ、ユロロョ四の．
§且旨目の日屡ロ。【ご日の目三ＣｐｏＣの『。【の』：。富・ＤＣ・〆では、三一一四頁。
（妬）フーベルト・チースリク『世界を歩いた切支丹」（春秋社、昭和四十六年六月）、五五頁。
（奴）し・因８巨坊巴員同『四口⑤。】⑩関口ぐ】日」、この’］、田》８日のｍの８口Ｑ》○四口】の］国田口◎す①の口の陣○懲回ｓ【①■『の．］①』いつ・“①Ｃ
（鍋）細識鷆歳撫ｑ両一一；・］・「ローマを訪れた最初の日本人ベルナルド（一五五五年）」（『キリシタン研究第五輯』所収）、一一一頁。
グー、〆■、〆■、〆■、〆■、’－，
３４３３３２３１３０２９ 
、='、－ノ、-〆、■〆、－〆、-ソ
（妬）注（犯）の一四頁。
ジ
■
Ｔ
ウ
ソ
・
デ
・
パ
ー
ホ
ス
］ｏ山口・の国口『『。②（］今
成されたものという。
版キリシタン要理ｌその翻案および翻訳の実態』岩波書店、昭和五十八年十一月）、一一一頁を参照。亀井孝
ザビエルはパーホスの本に手を加え（ラテン語の祈りを削除し、あらたに十ケ条を加え）、計二十九ケ条とした。州團雪樹スリク『日本イエズス会
勺・りぃ・］○の。‐》｛ロユのＯＨＣのどの・］・皿の巴ロ（
］回ロ○口・ＢＯＢ○厘⑩のへ勺回国の。］の。Ｐｂ・］、○
旧の勺・ロ①○す四『］のぐ。寓壺四］の５』『の。■
》律拙。辨ルグ訳「鹿児島のベルナルド」（「史学』特輯ザビエル研究』第二十三巻第四○号所収）、一一一○頁。
注（邪）の六○頁。
同右。
注
念注（
〆■、〆■、３０３０ 、.グ、.〆 の三五四頁。
の六三～六四頁。
の五八頁。 （］一℃①くり］、『。） が著したドチリナの小冊子であった。同書は、ポルトガル本国やインドのポルトガル人の子供たちのために作
○ず国⑩（旨己の白の四口］四℃。Ｐ《ｏロ】の勺『の曰一のＨごい〕す円巴ユの因。○一ひめ旨の｛一ｃｐの□の宛巨の四コ９℃ロ『一のご］、、Ｐｂ・←←
句Ｈロゴ。。］⑪。①尉伽ぐ】の『１ｍｍぐ】の①｛⑫の切一の耳【①のご｛ＯＢの⑫の、○口・句『ロロつ。】の。①〆四ａの『のロ○三口の①【四口
9４（87） 
一一十世紀初頭には、イエズス会のコレジォの建物は、中庭をのぞくと、すでに地上から消滅していたことがこれでわかる。問題は同学院の墓
地の所在地であるが、けつきよく調べがつかなかった。おそらく学院からさほど遠くないところにあったものとおもわれる。ソフィア街には、
コ
レ
ジ
ォ
・
ド
ォ
。
カ
ル
モ
と
サ
ウ
ン
・
ド
ミ
ン
ゴ
ス
は
い
ま
も
あ
る
。
オィト・デ。マィォ広場（勺一四８○茸・口の冨巴・）の北にあるソフィア街（勾目目の。□亘山）には、十六世紀中頃の後期ルネサンスの建物が
いくつかある。その中には、一五九七年に建てられた教会をもつコレジオ・ドォ・カルモ（○・一一の四ｏＱｏｏｍ同日・）、いまは馬車工場となってい
４
４
 
るサゥン・ドミンゴス（の凹・○○日旨い。の）の未完成の教会、そしてイエズス会のコレジオ（○・一］の四・○・ｍ］の②巳〕（四ｍ）の唯一の遺跡であるすばら
し
い
中
庭
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
コレ回グムオ
この記事によると、ベルナルドは、イエズス会の学院の墓地に葬られているということだから、わたしは学院の建物をまず捜す》」とから手を
つけた。ベディヵーの旅行案内『スペインとポルトガル」（一九一三年）の「コインブラン」の項（五四一一頁）の中に、つぎのようなくだりが
←（｝ワ（》。
彼の墓石は、もはやその文字の判読ができないほど風化しているが、今もなお、コインプラのイエズス会学院の墓地にあって、ヨーロッパへ
渡った最初の留学生の哀愁をとどめている（「世界を歩いた切支丹』、六四頁）。
故国日本をはなれ、はるかかなたのヨーロッパにまで修業に出たイエズス会士のベルナルドは、帰国することなく、コインプラの土となった・
わたしは先年この丘陵の町に滞在したとき、その墓をぜひ見たいとおもい、いろいろ駆けずり回ったが、みじめな結果におわった。
昭和初期、ポルトガル旅行をしたキリシタン史家の岡本良知も、コインブラにおいて「ベルナルドの亡くなった跡をもしや知りえたら」といっ
た希望をもって、いろいろ捜したようであるが、けつきよくその捜索を断念した。
ベルナルドの墓に注意を払い、それをじっさいに見た人間はそれほど多いとは思われないが、おそらくフーベルト・チースリク師こそ、それ
をさいごに見た一人であろう。かれは自著の中で、その目撃談をつぎのように語っている。
(88）９３ 
日本洋学史
〆へ／■、〆■、〆■、〆■、
４０３９３８３７３６ 
、－'、＝〆辿一ソ、.〆、-／
（虹）注（粥）の四四頁。
（他）新村出『日本吉利支丹文化史」（地人書館、昭和十六年五月）および麩鶴裁痒認噸瞥騨共篇『カトリック大辞典』（富山房、昭和十五年十一月）
などを参照し、まとめたもの。前者の新村の著書は、キリシタン学をまなぶさいの入門書としてひじょうにおもしろく、かつ有益な書である。
津田左右吉（’八七三～一九六一、歴史学者）は、この本を精読していたようであり、早稲田大学中央図書館の地下に、付せんがいっぱいつい
〆戸、／■、グー、〆■、〆■、〆､／■、
４９４８４７４６４５４４４３ 
ﾐーグ、.ン、.ン箔三、－ノ、－〆、－〆 津
田
左
右
吉
（
’
八
七
三
～
た同書が収められている。
現在、コイ）
れ
て
お
り
、
べ
Ⅶ
が惜しまれる。
Ｐ四勺『の目］一の①『のシヨワロのｍｐ９の口巨］四℃。このロ向巨『○℃の］、②画Ｉ］ｍｃＰ勺『①曰一の円の○四『毬の］の『『＆芯ロロ勺⑩『の句『。】印（弓の〆（の己。『戸口、巴の）・○口ぐＨｐｍの
⑦日誌の芹ロココｏ諒己口『］・少・レウ日。、弓の⑪勺冒８．昌○の三８日○○穴四日Ｃ【○・四のロ『］国の『ロロ『○の．］・マ弓。【『ｏの○℃三ロロロゴの『の】ご章］の←画のシロロの潴の○の
ルイス・フロィス原著『九州三侯遣欧使節行記」（東洋堂、昭和十七年一月）、六頁。
岡
本
良
知
訳
注
幸田幸友「日欧通交史』（岩波書店、昭和十七年六月）、一○○頁。
将舞離リ箸「日本遣欧使節記』（岩波書店、昭和八年三月）、三九頁。
注（鍋）の三六頁。
睦鰄麺麺辨聴『日本洋学編年史』（鳳文書館、平成七年四月）を参照。
村
井
昌
弘
輯
録
「
耶
蘇
天
殊
記
前
録
全
」
（
写
本
）
を
参
照
。
村上直次郎『貿易史上の平戸」（日本学術普及会、大正六年四月）、九頁。
七頁を参照。
注（蛆）の一二頁。
注
（
妬
）
の
一
四
～
注
（
蝿
）
の
二
頁
。
注（過）の四二頁。
コインブラの町はずれにイエズス会の墓地があり、わたしはそこも訪れたが、それは比較的新しいものであるから捜索の対象からはず
．ベルナルドが葬られた所ではない。フーベルト・チースリク師が、学院の墓地の位置（所在地）についてくわしく語らなかったこと
の一四～一五頁。
9２（89） 
グー、〆■、〆■、グー、′■、〆~、グー、
６９６８６７６６６５６４６３ 
、＝ノ、‐ノ、-ノ■写ノ、-ノミーノ、‐ノ
〆■、／￣、〆凸、〆■、'－，／￣、〆■、〆■、〆■、／■、
５９５８５７５６５５５４５３５２５１５０ 
－’、-ｿﾞ、-ﾉ、.ﾉ、‐ｿﾞ、-ｿﾞ、.〆￣プ、-ﾉ、-'
／■、／戸、〆自、
６２６１６０ 
、-ノ、-'、-プ
「
契
利
斯
督
期
」
の
中
の
「
学
文
之
事
」
と
題
す
る
項
に
、
生
徒
が
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
の
お
お
よ
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
『
続
々
群
書
類
従
第
十
二
巻
」
（
所
収
、
明
治
四
十
年
十
二
月
）
、
六
五
七
頁
。
浦川和三郎訳「元和五・六年の耶蘇会年報』（東洋堂、昭和十九年三月）、一一九頁。
句・ロ。『◎岳の巨印の。三一］旨い○・可・菖叩ロ四ｍの○ず巳己『の⑪のｐＱの『］の、巳｛の。旨］ロロロロ（」町⑪】－］の］←）．□『口、丙口円幻の、のｐいすの『ぬ印ｏｐのロ国口、ず。『ロ。【の『の》・
冨舜口禺のｄ・毎『・］の臼一の一一一一頁において、国のロ】の口厨『、。旨］の『（初等学校）の語を使っている。
彫灘懸『日本に於ける耶蘇会の学校制度』（東洋堂、昭和十八年三月）、五八頁。
雌噸鰄汚訳『フロィス日本史１織田信長篇Ｉ』（中央公論新社、平成十二年一月）、一一一一一～一一一一二頁を参照。
村上直次郎「安土桃山時代の基督教」（『安土桃山時代史論」所収、日本図書センター、昭和五十一年九月）、一一一五七頁。
注（帥）の二五一頁。
注
（
妃
）
お
よ
び
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
を
参
照
。
「
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
６
大
友
宗
麟
篇
Ｉ
」
、
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
９
大
村
純
忠
・
有
馬
崎
注（妃）の二二八頁。
注（訂）の九七頁。
注
（
㈹
）
の
八
四
～
八
五
頁
を
参
照
。
「
契
利
斯
督
期
」
の
中
の
「
学
文
之
事
類
従
第
十
二
巻
」
（
所
収
、
明
治
注（４）の八頁。
助野健太郎「切十
注（４）の七一言
『カトリック大辞典』、七七三頁。
海
老
沢
有
造
校
注
「
長
崎
版
ど
ち
恥
同右、三五八頁。
同右。
の七二頁。
「切支丹伝道士学校の研究」ｓ切支丹史論叢』所収、小宮山書店、昭和二十八年十二月）、五七～五八頁。
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
）
の
「
洋
語
略
解
」
を
参
照
。
大
友
宗
麟
篇
Ｉ
」
、
二
一
大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
篇
三
頁
｡ 
Ｉ
』
、
一
八
一
～
一
八
二
頁
。
(90）９１ 
日本洋学史
’■、〆■、〆￣、〆■、〆自、'－，
８６８５８４８３８２８１ 
、.”、.〆、-ソ、.ノ、-グ、.ソ
（布）この辞典の作者名は不明である。いま同書はローマのヴァチカン使徒図書館にある。棄教者がつくったものらしく、南蛮通事のポルトガル語
学習のために書かれたものと考えられている。ヴァチカン図書館蔵『葡和辞典」（臨川書店、平成十一年十一月）の「解説」を参照。
（布）幸田成友「サンデの遣欧使節記につき」（「和蘭夜話』所収、同文館、昭和六年九月）、二○○頁。
（両）土井忠生「長崎版日本文典と天草版拉丁文典」（「史学』第十二巻第二号所収）を参照。
（泊）土井忠生『吉利支丹論孜』（三省堂、昭和五十七年四月）、九五頁。
（ね）注（両）の七三～七四頁。
（帥）エマヌエル・パヘット撰のラテン詞華集の長いタイトルを「聖教精華」と訳したのは、言語学者の新村出である。いまはこれが定訳となっ
（河）片岡千鶴子『八良尾のセミナリョ』および彫翫雛．ァ．箒．フレィタ〆「初期耶蘇教徒編述日本語学書研究」（日葡協会、昭和四年四月）を参
（
、
）
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
加
大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
篇
Ⅱ
』
、
二
五
三
～
二
五
四
頁
。
（、）繊昨劉一鵬洲ノ『日本巡察記」（平凡社、昭和五十七年九月）、二五五頁。
（犯）同右、一一一一七～二一一一一頁の「解題Ⅱ」を参照。なお「時間割」については、］。、の□ず『『ｇＮｍｎ目茸のの．］・のく四一－，口目・の言】い、】。ｐ、晒日目
の呼薗の昼『］眉目『日目・己の８１口の］島の『四目『騨宛・白四・］①田の四一一一八～四四○頁にも紹介記事がみられる。
（ね）片岡千鶴子「キリシタン文化研究シリーズ３八良尾のセミナリョ』（上智大学内キリシタン文化研究会、昭和四十五年六月）、一一一二～四二
頁
。
照。ている。
騨岬錘鵬ン箸『日本旅行記』（弘匹
「
通
航
一
覧
巻
之
百
九
十
五
」
。
「南蛮蕊騨里部二十選嶋人》
注（過）の二○頁。
臼井信義「一六一○年版「フロスクリ」の表紙裏から見出されたキリシタン文書」（『日本歴史』第二四号所収）。
石田幹之助「南蛮雑妙」（大正十五年七月『新小説』、「南蛮紅毛号」所収）、一○二頁。
選
嶋
人
渡
来
井
汲
方
」
「
通
航
一
覧
（弘文堂、
昭和二十八年九月）、四七頁。
巻之百八十九」所収。
9０（91） 
（
閉
）
新
村
出
『
日
本
吉
利
支
丹
文
化
史
』
（
地
人
書
館
、
昭
和
十
六
年
五
月
）
、
一
二
六
頁
。
（的）向日の、｛冨四ｍｏｐｍｇ９ご血目弓の］の⑪巳【三］、巴。□勺『の②の旨］ロロ四コ］＄］Ｉ］の］Ｐ勺『一く日のＱ勺『ヨ（のＱ］ｍｍＰｂ・酉、
（別）ツンベルグの『日本紀行（英訳、第一一一巻）○す四『］の、祠の【のＨＳｐ目すの円い富・Ｐ『『四ぐの］⑭冒向ご『ＣＤの．シ団８．：９シの厨・ロの『【。『ョ８ヶのプョの①口
夢の罠の日の］『『◎四口・］「『①．ご命○口『ぐ。旨曰のの。、○口目ご一口、画く。］四ｍの［。］四℃四目ｐｐｑ甘口ぐの］のヨ＆廟の『の。（□四『【の○ｍ忌日の曰ｐＨ①冒芹ぼの
『の口『］『『、四コ。］『『①ごく。］・弓戸司・山口ロ○・勾一ぐ〕口、の一○口・旧ｏｐＱＣＰ］『のロロ・山②
な
お
原
書
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
全
六
巻
）
の
第
二
巻
（
一
七
九
一
年
刊
）
の
四
一
頁
に
、
こ
の
く
だ
り
が
見
ら
れ
る
。
〆へ〆■、
８８８７ 
、.’、-／
〆へ〆■、〆■、〆■、／■、〆■、〆■、〆■、／■、
ｌＯ３１０２１０１１００９９９８９７９６９５ 
、、ノ、､ノ、､ソ、､ノ、-ソ、､／、-ノ、､ノ、.'
己
注冑注ｐ冑古冒往往ｃ、
〆室、〆■、／■、
９４９３９２ 
、.ノ、－'、-ノ 月）、十八頁。
注
（
ｗ
）
の
六
言
『
長
崎
叢
書
増
補
注（“）を参照。
『
長
崎
叢
書
増
補
長
崎
署
史
上
巻
三
』
（
長
崎
市
役
所
、
大
正
十
五
年
十
二
月
）
、
｜
頁
。
古賀＋二郎「長崎開港史」（非売品、古賀十二郎翁遺稿刊行会、昭和三十二年八月）、一○頁。
『長崎と海外文化』（長崎市役所、大正十五年四月）、五九～六○頁。
○・戸国。Ｈの『》］四口○○日□目一の旨］：：．］の９－］の、Ｐ冨囚『芹旨巨のｚ一言○麓岳の四四伽巨の．］①、Ｐ己．、、
注（船）におなじ。
注（肥）の一九頁。
福島邦道「羅葡日対訳辞書の解題」（『羅葡日対訳辞書」目目。。：ご日Ｐ：。。Ｐぐ②旨□旨く日四Ｃ百℃・己Ｏぐ日所収、勉誠社、昭和五十四年十
注
（
別
）
の
三
七
頁
。
注
（
卯
）
の
二
七
頁
。
「
通
航
一
覧
巻
之
百
九
十
」
。
西】『ｏのロ【○戸ご巴叩○口芦ざの伊具旨－勺。『片口、Ｅのｍの‐］凹己四口の⑫のＣ】ｏ毬○コ囚［］ごロこげずの□す留忌の］の②巳岸冨誌の一○Ｐ『ずの目。］○国ロロ穴Ｐ目。【］ｐ］＠ｍ四・
の六一頁。
増
補
長
崎
署
史
下
巻
四
』
（
長
崎
市
役
所
、
昭
和
元
年
十
二
月
）
、
一
五
六
頁
。
(92）８９ 
日本洋学史
（焔）拙稿「日本におけるオランダ人墓」（『社会労働研究』第三五巻第二○号）所収。
ト
ン
キ
ン
ト
ン
キ
ン
ト
ン
キ
ン
（叩）東京（弓・己西口または曰・ロ、穴）ロ、）は、いまの北ベトナムのハノイあたりをいう。東京に関する記述に、「東京安南国の京也」（「異国渡
カ
ウ
チ
ミ
ヤ
コ
ト
ン
キ
ン
カ
ウ
チ
シ
ハ
イ
レ
イ
海御朱印帳」）。「東京此国根本交趾ノ都ナリシニ近代東京交趾卜格別二分レタリ往古ヨリ中華ノ仕配ニテ交趾ノ令トテ守護ヲ置タルハ此東
京也卜云リ」（「蛮夷通商考」）。江戸時代初期、日本人は御朱印状を下付され、平戸や長崎から安南、ルソン、シャムなど東南アジアに出かけ交
易
を
行
な
っ
た
。
魏
五
左
衛
門
は
、
東
京
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
詞
を
か
ね
て
い
た
も
の
か
。
（、）土井忠生「長崎通事のポルトガル語について」（「言語研究』第五十四号）所収。
（叩）坪井九馬三「長崎市西勝寺文書に見ゆる外国語解説」（『史学雑誌」第十編第五号）所収。
（畑）新村出監修「海表叢書巻六』（更生閣書店、昭和三年十一月）、｜～二七頁にかかげてある。
'■､’■､グー､〆＝、グー、〆■､〆■､/■､〆へ〆へ
ｌｌ４１１３１１２１１１１１０１０９１０８１０７１０６１０５ 
、.ン、.／、.／、‐グ、-プ、=ノ、－'、-'、-〆、－'
＠〕
･ 
こ注往往岩武注注寝：往日:Ｇ＠垂鼈垂cliii、！○ 蝿轆轤鯰￣■ ,－．.ル.認。。由阻
（皿）○・両・因。ｘの『北鈩勺ｏＨＥ、このの⑦ロョウロ⑪叩８］四℃四コ（］の仁－］①ｓ）》Ｂ『ロゴ⑩］日のＱ｛『○日ロロ■ご已巨ワーーのす①Ｑ勺。『目、この⑩の旨の．■ゴロ○号の『の○口（の日ロＯＢ円邑
の○口『○の、三】岳ＯＣＢ日の口国同琶四ｐ９ｐｂｐｍ。＆ｏのの．【の、四口勺囚巨←曰円のロ○戸『『毎ウロの円陣ｏＰＦｏｐｐＣ口》］の画Ｐロ・］］
このときの遣日ポルトガル使節の日本滞在記については、コルヴェット艦サウン・パウロ号の艦長のつぎの私記がくわしい。
句の｝一口目○し具Ｃ員○二口『ロロ①の勺の『の】『口坤く一四ｍ①曰ＱｐｏＣ『ぐの国Ｑｏ目］Ｃ山。］シ○四℃】国］。。］ロロ山ＣｐｏシコゴＣＱ①］の①Ｐ閂曰口自のロ三四口。ごロ一・
Ｐぢす○鯉」、の②
注
（
姐
）
の
五
七
～
五
八
頁
。
武
藤
長
蔵
「
日
英
交
通
史
之
研
究
」
（
内
外
出
版
印
刷
株
式
会
社
、
昭
和
十
二
年
四
月
）
、
八
○
頁
。
岩崎克己『前野蘭化』（私家本？、昭和十三年九月）、六九頁。
「
長
崎
阿
蘭
陀
通
詞
由
緒
書
」
、
『
長
崎
洋
学
史
上
巻
』
、
『
前
野
蘭
化
」
そ
の
他
よ
り
ま
と
め
た
。
8８（93） 
グー、／￣、〆■、〆■、〆■、〆■､〆へ/丙、〆■、／~、〆白、
'３０１２９１２８１２７１２６１２５１２４１２３１２２１２１１２０ 
、､／、､ノ、-ノ、-'、-ノ、-〆、.'、.ノ、－／、-ノ、-ノ
中村喜代三「江戸幕府の禁書政策（下）」（『史林』第十一巻第四号）所収。
板沢武雄『日蘭文化交渉史の研究』（吉川弘文館、昭和四十四年六月）、四六二頁。
山脇梯二郎『長崎のオランダ商館』（中央公論社、昭和五十五年六月）、九一頁。
板沢武雄「万廷元年蘭瞥輸入に関する史料」（「日蘭文化交渉史の研究』所収）、六六六頁。
小葉田淳監修『平戸松浦家資料』（京都大学文学部国史研究室編、昭和二十六年七月）、九八頁。
この項をまとめるにあたって、前田太郎の『外来語の研究』（岩波瞥店、大正十一年四月）、渡辺修二郎の「日欧交通西洋事物伝来の始」（「日
葡
交
通
第
一
輯
』
所
収
（
日
葡
協
会
、
昭
和
四
年
六
月
）
、
荒
川
惣
兵
衛
の
『
外
来
語
学
序
説
」
（
私
家
本
、
白
馬
堂
印
刷
所
、
昭
和
七
年
八
月
）
、
浜
崎
国
男
の
『長崎異人街誌」（葦書房、平成六年三月）などを参照した。
杉本っとむ愚作蘭語学の
同右、九四七～九四八頁。
同
右
、
九
四
七
～
九
四
列
瀧村酢寄匹避川棚野洲箸一
往
（
妃
）
の
一
五
二
頁
。
『長崎県教育史上巻」（臨川書店、昭和五十年七月）、五四頁。
杉本っとむ晶炉蘭語学の成立とその展開Ⅲｌ対訳語漿および辞典の研究』（早稲田大学出版部、昭和五十三年三月）、九四五頁。
『
英
学
の
祖
ｌ
オ
レ
ゴ
ン
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
生
涯
』
（雄松堂出版、平成元年十一月）、二七八頁。
(94）８７ 
日本洋学史
サゥン・パウロ学院（ゴア）の廃壇の写真。日本人マテオはこの学院で亡くなった。
(Alberto・CGeTmanodaSilvaCorreia:LaVieille-Goa,Ｉｍｐ｢imerieRangeLBas｢ora，１９３１年
刊より)。
天正適欧少年使節らが立ち寄ったイエズス会のサゥン・パウロ学院（マカオ)。右(１１１１手前の建物は，同学院附
属のものか．いまはない。
8６（95） 
鑿薑篝讓讓
霧護ii1ill
１６世紀のコインプラの町（ポルトガル）を描いた銅版画。日本人ベルナルドはこの町で亡くなった。
麹$
現在のコインプラのソフィア街。左側か
ら三軒目の建物はサゥン・ドミンゴス
(未完成の教会)。イエズス会のコレジオ
は同教会のちかくにあったものか。
（筆者撮影）
(96）８５ 
日本洋学史
天正遺欧少年使節らがエヴォラの大司教よ
り昼食を供せられた部屋。
（箪者撮影）
一唖．〃。
（むら」｝く》一つ星一円｝
か，わ
’｜、二苧一二’‐‐』感冒
Ⅱ
品
二
七・
ドユアルテ・デ・サンデ「遺欧使節見聞
対話録」（1590年TIDのスケッチ。
（於エヴォラの公立図鱒館）
8４（97） 
亡婆脇息縦徽
伽
OII マノェル・アルヴァレスの「ラテン文典.1
0599年刊）のスケッチ。
（於英国図曾館）
一房ロ『仏干ＰＤｒＬ
一一し）１０正己一ｌｒｎ孟
うり ７ 
口
刎
Ｃ
Ｊ
Ｂ
閣蝋蕊'1Ⅱ鰯騨邑
?Ｐﾋﾞﾆ&弓ｌ－２２Ｆ１ｑＨ８
月
。
露1594年（文禄３年）に天草のコレジオで刷ったマノエル・アルヴァレスの「ラ
テン文典」のスケッチ。
（於エヴォラの公立図撫館）
(98）８３ 
日本洋学史 施一の
●
 ﾛL雰訓墨一
● 
)、人品JｊｐＣ
_－－－－－－－ｦＴＬ－－－－－ 
● 
中世においてよく用いられたアントニオ・
デ・ネプリハの「ラテン文法入門」
(1739年刊）のスケッチ。
（於エヴォラの公ウ図獅館）
Ohym,極
戯'hwM 卒一ふじ
闇
マノエル・アルヴァレスの「作詩法」
(1764年刊）（鑓者蔵）
8２（99） 
】ＤＬＬ
1610年（慶長１５年）に長崎のコレ
ジオで刷った｢製ｆＷｉ塗｣の表題。BAf毛色ｍｍｔＬｎＩ】ralmZ
正ＨＰ」｡⑥
ＩＣ 
￣＝ 
蕊い･･,｢'４ 
’ liifliliilll 
宇田川椿庵の稿本「羅甸語解」のスケッチ。
（於早稲田大学中央図瞥館）
(100）８１ 
